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一線を越えた日　絶頂を味わわされた夜

絶対に譲らない

堕ちて、溺れろ。

リセット

俺を愛してくれ









一線を越えた日　絶頂を味わわされた夜








「う～ん、遅い……」

　友人との約束の場所であるダイニングバーの店内で、高たか梨なし杏あず沙さはぼそっとつぶやいた。テーブルに届けられたばかりのレモンチューハイをぐいっと飲む。

　海鮮サラダと焼き鳥を摘まみつつ、周りをちらちらと見回してみる。

　わりと広めな店内だけれど、カウンター席もテーブル席もすべて埋まっているようだ。

「どこの席もカップルに見えちゃう」

　ついでため息をこぼす。

　──こんなふうに寂しい思いをしたくなかったから、アイツを誘ったのに。なんで遅いのよ！

　むっとして、チューハイをグビッと飲んだ。

　飲食を楽しむ客の会話が絶えず、店員の明るい声が響くダイニングバー【サキちゃん】。

　店名の様相は居酒屋風だが、モダンアートで飾られた店内はお洒落で価格はお手頃なので、デートスポットや女子会などで利用されることが多い。

　いくら見回しても一人寂しく飲んでいるのは杏沙だけだ。

　明るく活気ある店内だからこそ、孤独感が増してしまう。

　──急に誘ったのが悪かったのかな。

　思い返せばそれはいつものことであり、都合が悪ければ絶対に誘いに乗ってこない。

【いいよ。じゃあいつもの店で】

　スマホを取り出して確認すれば、メッセージアプリに残っているのはいつもと同じ承諾の文面のみ。その後の連絡がない。

　しかし、これもいつものこと。

　だいたい七時ごろと、なんとなく決まっている約束の時間。先に店に着いたほうは、黙々と飲みながら待つ。

　連絡がないのは、暗黙の了解で済むほどに慣れた関係だから、お互いに遅刻しても気にならないからだ。

　何時になっても彼は必ず来るのだから不安も心配もない。

　いつもならばそう。けれど今日に限って平気じゃないのは、杏沙の心理的な問題だ。

　出入口のほうを何度も確認してしまう。

「ふぅ……もう少しで八時か」

　チューハイも何杯目か。こんなに待ち遠しいと思うのは、いつ以来だろう。

「まったく、いつ来るのよ？」

　グラスをぐいっと煽って勢いよくテーブルに置くと、ふいに店内の空気が変わった気がした。

　ざわっと場が沸き立つような、不思議な気配がする。

　ハッとして出入口のほうを見やった杏沙は、ふっと笑みを漏らした。

　──やっぱり。ようやく、来たのね。

　一八〇センチはある高身長のモデルスタイル。羽織ったコートをなびかせながら悠々と歩いてくるのは、杏沙の待ち人である藤ふじ森もり拓たく海みだ。

　彼が歩みを進めれば、同時に店内にいる女子の視線が移動していく。

　まるで、ランウェイを歩くトップモデルのようなオーラを放っている。

　短髪だけれどサラサラの髪。愁いを帯びた二重の切れ長の目、高い鼻筋の下にある唇は赤くて形が良い。

　拓海の美麗な容姿には、誰もが見惚れてしまうのだ。

　アイドルや俳優になっていれば大成功していただろう。本人にまったくその気がないのが残念だが。

「お、だいぶ飲んでるな」

　脱いだコートを備え付けのハンガーにかけ、ニッと笑う彼の顔は無駄にさわやかだ。

「悪い、待たせた」

　言葉とは裏腹に、ちっとも悪びれているように見えない。

「遅いよ」

「ああ、ちょっとトラブってた」

　メニューを開くこともなく、スマートに「俺も彼女と同じものを」とオーダーする彼に、杏沙はむすっとした顔を向けた。

「藤森のトラブルって仕事じゃないよね」

　暗に女性関係かと問えば、拓海は「その通り」と、あくどさがにじむ顔をした。

　杏沙と拓海は不動産会社友健ホームに勤める同期で、同年の二十八歳。入社以来同部署である。

　仕事上関わりが多く、気が合うこともあってよく話をするようになり、互いに褒め励まし合っているうちに自然に飲み友達となった。

　今では思ったことを遠慮なく言い合える仲で、仕事の愚痴から異性関係まで、拓海にはなんでも話せてしまう。

　仕事やプライベートでたまに叱ったり、叱られたりもする。

「取引先の受付嬢なんだけど、一度食事に付き合っただけで、恋人だと思い込まれて。キスもしていないのに。かなり、おめでたい思考の持ち主だったよ」

「ああ、また、なの。藤森も懲りないよね」

　拓海は誰もが見惚れる容姿と社交のうまさもあって、非常にモテる。

　デートの誘いに乗って「合わない」と認識したら、次回から誘いを断るものの執着され、「うざい」と完膚なきまでに振る。いつものパターンだ。

　杏沙が知る限り、拓海は恋人がいない。

「俺が求めるものを相手は持っていない。熱心に誘うから試しに会ってみるけど、違う。心の中はむなしいばかりだよ」

「そう、藤森も苦労してるのね……」

　杏沙はふぅっとため息をこぼした。

　拓海はずっと理想の相手探しをしているらしい。

　それを聞いたのは二年ほど前のことで、拓海にとって杏沙はただの飲み友達で恋愛の対象外だと思い知ったのである。

　でもこんなモテ男を彼氏にしたら、毎日が不安でたまらないだろう。だから、友達でいいのだ。

　──私の理想は堅実で一途な人だもの。だけど……。

　拓海を飲みに誘った理由を思い出し、杏沙はずーんと落ち込んだ。

「まあ……俺の理想は高いから」

　そう言って拓海は届いたばかりのチューハイをぐいっと飲んだ。

　何気ない仕草でも絵になる男。異性の中では一番近しいと自負する杏沙でさえ、見惚れてしまうことがある。

　しかも仕事ができ、営業成績は常にトップで、最短期間で主任になった。スピード出世の記録保持者。上司はおろか、社長にまで一目置かれているという噂だ。

　容姿端麗、将来有望、同期の中でも高収入。友健ホーム随一の花婿候補だ。

　どちらかといえば俺様気質なのに妙に落ち着いているところも、女子にとってはポイントが高いのだろう。

「それで？」

　なにかあった？　と拓海が優しい目線で問いかけてくるから、不覚にも杏沙の目がうるっとなった。

「……別れたの」

「マジ？　今度こそ続くって言ってなかったか？」

　杏沙はつい先日まで「結婚するかも」って惚気話をしていたのだ。拓海が驚くのも無理はない。

「ほんと……昨日……振られちゃった」

「……そうか」

「だから、愚痴を聞いてもらおうと思って」

　杏沙がしゅんとすると、拓海はうつむいてしまった。

　まったく顔が見えないが、肩が震えていて泣いているように思う。杏沙よりも拓海のほうが落ち込んでいるようだ。

　──どうして？　いつもみたいに笑ってくれればいいのに。

　そんな反応をされたら、どうしていいのかわからない。

　だから杏沙は悲しみと一緒にチューハイをぐびぐび飲み干してグラスを勢いよくテーブルにドンと置き、すぐさま店員に向かって指を一本立ててみせた。

「すみません！　レモンチューハイひとつください！」

　杏沙はさっぱりとした性格で、老若男女分け隔てなく接するため、主に男性からの人気がある。

　その分告白されることも多く、一度は断るものの、友達として会っているうちに恋人関係に発展するのが定番だ。

　そして、なぜか、すぐに振られてしまう。

　今回は半年ほどで、最短記録だった。

「あ～もう……どうしていつも浮気されて振られるのかなぁ。仕事を頑張りながら彼にも尽くしていたのに。『きみの生活の中には、俺が一瞬たりとも存在していない』って言うの。急によ？　どう思う!?」

「それは、そいつが望むときにお前がそばにいないだけだろ。そいつが我儘ってだけだ。ほかの女に目を向けるなど言語道断。自分勝手な女々しい奴」

　拓海が吐き捨てる。

　杏沙は胸がジーンと熱くなった。

　──一緒に怒ってくれるの、ありがたいよ……。

　彼も自分勝手に恋い慕う相手からさんざん被害を被ってきた人だ。

　杏沙は恋人限定だが、拓海はそうではない。

　美形ゆえの苦労は相当なものだろう。

「たかだか半月会えなかっただけじゃない。一瞬たりともっていうのは、一年間の三百六十五日のうち、一秒たりともってことでしょ。その間に浮気したのはアイツで、それを責めたらあんなことを言って……」

　杏沙は「はぁ……」とため息をついた。

　仕事を失った元カレの再就職を手伝ったりして、自信をなくした元カレを心から心配して協力し、尽くしてきたのだ。

　それなのに元カレはその就職先で知り合った女性と浮気をした。

　浮気相手のほうが自分を大事にしてくれると。

　お前は俺じゃなくても平気だと。

　浮気相手のほうを愛してしまったと。

　だから、別れようと。

　まったく最低な男である。

　すがりつこうと微塵も思わなかったのは、杏沙のプライドが高いからか。

「私にはダメ男しか縁がないのかな……」

「そんなことないだろ。そんな身勝手な奴なんか忘れてしまえ。高梨にはもっと相応しいイイ男がいるから」

　うれしいことを言ってくれる。定番の慰め文句といえども、今の杏沙にとっては最良の癒しとなる。

「飲んでばかりじゃ悪酔いする。ほら食え。口を開けろ」

　拓海は「あーん」と言って杏沙の口を開けさせ、スモークサーモンのカルパッチョを入れた。

　──だから、なにかあるたびに、この人に会いたくなるのよね。

「ん、おいし……」

　咀嚼をしながら『もっとイイ男』とはどんな人か考えてみるが、酔いが回ってきた頭では目の前にいる拓海しか思い浮かばない。

　見れば見るほど素敵な男なのだ。

　一緒にいる相手を気遣う優しさ、仕事を確実にこなす姿は堅実であるし、妥協せずに理想の女性を探し求めるのは、裏を返せば一途ともいえる。

　そのうえモデル並みのグッドプロポーションで顔立ちも整っているなんて、人類史上最高の傑作といえる。

　──でもこの人はダメよね。私なんか眼中にないんだから。

　杏沙が拓海の恋愛対象であるなら、とっくにお試しされてサヨウナラされているはずだ。

　そういえば、理想の女性像を聞いたことがない。

　問いかけてみようと思うが、とどまった。聞かなくても推測できるからだ。きっと杏沙とは正反対の人だろう。

　──つつましく、優しく、あでやかな……？

　億万にひとつといえるほど、杏沙にわずかな可能性があったとしても、モテすぎる男を恋人にする勇気はない。

　彼を狙う女子たちに妬まれることは間違いなく、関係を継続させるため必死に努力し、疲弊するのが目に見えている。

　このまま飲み友達として付き合っていくのが気楽で、最善だ。

「いい。もう男なんてこりごりよ。一人で生きていくことにする。エッチも大していいもんじゃないしね」

　告白されても応じず、友達にもならなければいいのだ。簡単なことだ。

　杏沙は手前に置いてあるサーモンのカルパッチョを摘まみ、ぱくっと一口ほおばった。

「ね、藤森も食べてる？　これ注文したの、あなたでしょ」

　あまりにも無反応なので目を向けると、拓海は「一人で……？」とつぶやき、愕然とした顔をしていた。

「どうしたの？」

　あまりにもじっと見つめてくるので戸惑いながらも見つめ返せば、拓海は言いよどむようなそぶりを見せ、口を開いた。

「確認なんだけど……男に抱かれて、いい思いをしたことがないのか？」

　慎重に、気遣っているような口調だ。

「うん、ないよ。今まで一度も。これっぽっちも気持ちいいなんて感じたことないもの。痛いだけ」

　もしくは、なにも感じないまま終わる。

　あっさりと答えると、拓海は『未知のものを発見した』というような表情をした。

「だけど高梨は、俺が知ってるだけでも、三人の男と付き合ってるはずだよな？」

　拓海は困惑しているような表情をしている。一度も感じたことがないのは、そんなに珍しいことなのか。

「うん。でもキスもしないまま終わっちゃった人もいるから、恋人がいる同年代の女子と比べたら、経験は少ないほうかも？」

　杏沙にとって、セックスはいいものじゃない。

　初めてのときは痛いだけだったし、過去には『俺は経験豊富』だと自負する人もいたが、まったく気持ちよくなかった。

　それを伝えたら不感症呼ばわりされ、喧嘩になったこともある。

　──あのときは最低だった。その人とはすぐに別れたけど！

　それ以来、正直に「気持ちよくない」と伝えることをやめている。杏沙の男性経験は悲惨なものだ。

「回数だけで、よくなるもんじゃない」

「そうなの？」

「高梨がオーガズムに至れないのは、そいつが独りよがりなセックスをしてるからだ。俺だったら、必ず満足させてやれるのに」

　テーブルに片肘をついて顎を支え、挑戦的とも見える微笑みを向けてくる。

　それを受けて杏沙も彼の仕草を真似し、煽るような声音を出した。

「へぇ、妙に自信たっぷりじゃない。あなたは不感症と断罪された、この私も満足させることができるわけ？」

「ああ。絶対だ。なんなら今夜にでも、俺が、絶頂を味わわせてやろうか？」

　──え……本気、なの？

　目の前にいる麗しい男性からの突然の誘い。驚きのあまり瞬時に言葉を返せず、ただ彼を見つめるばかりになる。

「俺に任せろ。悪いようにはしないから」

　声音は低くささやくようで、まっすぐに見つめてくる目は色気がある。口説かれていると勘違いしそうだ。

「……藤森、私を女だと思ってたんだ？」

　見つめてくる拓海の目がまぶしくて、どうにも気恥ずかしい。つい茶化すようなことを言ってしまった。

「当たり前だろ」

　さらりと、だけど声音は低く、不真面目さは感じられない。

「そう……なの」

　頬が赤くなっているのを自覚して、杏沙はうつむいた。

　──こんなの……こんなの、ドキドキせずにいられないじゃない。

　抱こうと思えるほどに、異性として認識されていると思ってなかったのだ。

　しかし、自信たっぷりなところが少し癪に障る。いったいどれだけの経験を積んできたのか。

　拓海とデートした女性は、今まで見聞きした分だけでも両手の指じゃ足りない。

　その全員と関係を持っていないにしても、経験値はレベルマックスに達していそうだ。

「もしもうまくいかなかったら？」

「俺が努力するから……いいから、試してみろ」

　──私が天狗の鼻をへし折ってあげるのも、悪くないかも……。

　しかし、関係を持ったら友達でいられなくなりそうだ。それは杏沙にとって、かなりのダメージになる。

「そんなこと言って……ほかの子たちみたいに、お試しのあとサヨウナラされるの嫌だよ？　飲み友達を失いたくない」

「高梨は特別だからサヨウナラしない。絶対。約束する」

　目の色が真剣なものに変わり、きっぱりと断言している。

　──特別……。

　それは杏沙と同じく、貴重な異性友達と認識しているのだろう。

　ならばどうなろうと、拓海は友達関係を継続させるということだ。あとは杏沙の心理的な問題だけか。

「それに俺は身持ちが堅いんだ。その俺がこうして口説くのは、高梨が初めてなんだから、光栄に思え」

　ニッと笑う拓海の表情が魅力的で、杏沙の体がかぁっと熱くなり、心臓が壊れるほどにときめいた。

　──口説いてるなんて、本気なの？　……でも光栄に思えとは、なにさまよ？

　ああ、モテモテの藤森拓海さまか……と自分に突っ込みを入れつつ、レモンチューハイをグイッとあおった。

　──どうしよう。

　あまりにもドキドキしすぎているので、いったん落ち着かねばならない。とはいっても、どれだけ飲んでも、杏沙の心臓は一向に静まらないのだが。

　──でも、たしかに、光栄よね……。

　数多の女子たちが彼とベッドを共にしたいと考えているのだ。

　ここで断れば、セックスが上手だと自負するモテ男に抱かれるチャンスは、二度とこないだろう。

　レモンチューハイの残りをぐびぐびと飲み干し、ぷはーっと息を吐く。こうなれば酔いに任せるしかないと腹をくくった。

　なぜなら、杏沙には純粋な興味があるのだ。

　モテ男の拓海がどんなふうに杏沙を抱いてくれるのか。

　本当にオーガズムに達することができるのか。

　杏沙は挑戦状をたたきつけるような心持ちで、抱かれる決意を込めた目を拓海に向けた。

「それなら、お試ししてみようじゃないの。藤森のそんな自信、私がへし折ってやるから！」

「それなら、もう出よう。今夜は俺がおごる」

　サッと伝票をつかんだ拓海の目が不敵に輝いていた。







　拓海に連れてこられたのは、ホテルではなく自宅だった。

「ちょっと散らかってるけど、気にするな」

　玄関ドアを開けた拓海に「さあ、入ってくれ」と促され、杏沙はおずおずと足を踏み入れた。

　散らかってるとはいうものの、テーブルの上のカップと、ソファに置かれた服があるくらいだ。

　拓海がササッとテーブルの上を片付けている。

「結構広いんだね」

　カップをキッチンに運んでいった拓海に話しかけると、彼は少し首を傾げた。

「そうでもないだろ。十六畳のリビングと、向こうに十二畳のベッドルームがひとつあるだけだから。普通じゃないかな」

　そんなことはない。

　杏沙の部屋は玄関直結の小さなキッチンと八畳の部屋があるだけなのだ。それでも毎月の支出のうち、家賃が占める割合は大きい。

　しかも拓海のマンションはコンシュルジュが常駐していて、セキュリティがしっかりしている。

　不動産会社に勤める身としては、容易に家賃が予測できてしまう。しかもここは賃貸ではないかもしれない。

　杏沙には手が届かない上級な住まいだ。

　──ソファも高級そう……。

　いくら拓海が優秀な社員でも同期である杏沙との給料の差は、それほど大きくないはずだ。

「ね、藤森は、良家のお坊ちゃまだったりするの？」

　ふいに、ふわりと目の前に下りてきた腕に背後から抱きすくめられ、どきりと鼓動が跳ねる。

「気になる？」

　腕にきゅっと力が込められ、耳元にそっと声が落とされれば、杏沙の理性は混乱に陥った。

　ドキドキする胸の音が拓海にまで聞こえそうで、自分をなだめようと手のひらで懸命に押さえる。

「うん……」

　拓海の問いにも小さな声でうなずくことしかできない。

「そう。でも、まだ教えない」

　耳たぶがはむっと甘噛みされて、くすぐったさに杏沙の肩がぴくっと揺れた。

「んっ……どうして？」

「謎があったほうが、高梨の興味を引けるから」

　ささやく美声とともに吹き込まれる吐息が鼓膜をくすぐり、それだけでも首筋がゾクゾクしてしまう。

　肩をすくめようとすれば拓海の指先が頬を支え、杏沙の動きを阻んだ。

「んん……」

　耳たぶが唇と舌先で弄ばれて、何度もならされるリップ音が鼓膜をゆすってくる。

「興味……引いてどうするの……」

「どうもしない。そんなことより、俺に抱かれる覚悟はいい？」

　腕に囚われたままくるりと向きを変えられ、返答をする間もなく唇が塞がれていた。

　──藤森から尋ねたくせに……。

　柔らかなものに覆われた唇が、何度も優しく吸われている。

　チュッチュッとついばむような、けれどもソフトなキスに気遣いを感じていると、拓海の手のひらがするりと背中を撫で上げ、服の上から下着のホックをプチッと外した。

「……っ」

　驚いて唇が開いた隙に、拓海の舌が口中に侵入していた。

　圧迫から解放されたふくらみがなんとも心もとないけれど、彼の腕に支配された杏沙にはどうすることもできない。

　絡められる舌がネチャッピチャッと粘着音を奏で、互いの吐息が交じり合う。

　──俺様なのに……優しい、キス……。

　半ば強引に始まった口づけは想像していたよりもずっと甘くて柔らかく、徐々に体の力を抜いていく。

　拓海の舌が深く入り込み、上顎のくぼみをチロチロとくすぐった。

「っ……ん、ん」

　今まで経験したことのない気持ちよさに口中が満たされ、腰がゾクゾクするような震えに襲われている。

　──キスだけなのに……こんなの、初めて……。

　足腰に力が入らなくて立っているのも難しく、杏沙は拓海の肩に腕を回して体を預けた。そうすればますます口づけが深まっていった。

　舌裏をくすぐられ、余すことなく口中が愛撫される。

「ん……ふっ、んっ、ん」

　スカートのファスナーが下ろされ、すとんと足元に落ちる。

　キスをされながら服という鎧がはがされ、杏沙の肌がどんどん露わになっていく。気づけばブラウスも脱がされていた。

　上はキャミソールと脱がされかけのブラ、下はショーツのみだ。

　ちゅぽんと吸われた唇が離され、そっと目を開けると、潤んだ視界に映る濡れた唇がスッと口角を上げた。

「まあ、今さら嫌だって言っても、やめるつもりはないけど」

　先ほどの問いの続きを、自分で口にしている。

「問いかけたくせに、答える隙を与えてくれないのね」

　涙目のままムウッと口を尖らせると、その唇がチュッと吸われた。

「すねた顔もいいな」

「からかわないで」

「違う。本音だよ」

　なぜかクックックッと笑う。

　澄ました微笑みが多い拓海の、めったに見られない笑顔だ。

　──どうしてそんなに楽しそうなの。私は心臓が爆発しそうなのに。

　百戦錬磨の手練れと初心者の違いだろうか。

　余裕綽々な様子が、少し悔しく思う。

「伝えたかったのは、今夜の俺は、止められないってこと」

「……え？」

　──今夜は？　それなら、いつもならどうなの？

「もう連れて行くよ」

　ふと屈んだ彼の腕に膝裏を掬われて杏沙の体が宙に浮き、口に出そうとしていた疑問は、「うわぁ」というかわいくない悲鳴に変えられた。

「待って。重いでしょ！　自分で歩けるからっ」

　抗議してみるも当の本人は平然とし、スタスタと歩いている。まるでなにも抱えていないかのようだ。

「ついさっき腰が砕けてたのは誰だ？　いいから、運ばれてろ」

　──う……ばれてたなんて。

　図星でぐうの音も出ず、されるがままになるしかない。

　運ばれていく行き先はバスルームと思いきや、ベッドルームのほうに入っていく。

　セミダブルタイプのベッドと、サイドテーブルにライトが置かれただけのシンプルな部屋だ。

　明かりはついていない。

「え、でも、シャワーとかは」

「いいんだ」

　そっとベッドマットに沈められ、素早くサイドテーブルのランプが点される。ついで拓海が上に覆いかぶさった。

「そのままの高梨を抱きたいから」

　ネクタイをくくっと緩めてしゅるりと解き、床に投げ捨てている。

「でも私……」

　杏沙の口が拓海の指先で塞がれ、続くはずだった拒む言葉は彼の指と声で制された。

「シー、静かに」

　拓海の大きな手のひらがそっと杏沙の頬を包む。

「口答えは、なしだ」

　強めの口調とは真逆な優しい手つきとまなざしを受け、目を逸らすことができない。拓海の目が少し潤んで見えるのは、杏沙の気のせいだろうか。

「なにも考えず、俺に身をゆだねてくれ」

　麗しい顔が近づいてきて、杏沙はとっさに目を閉じた。

　額から頬に口づけが落とされていき、唇がチュッと吸われる。ついで顎を舐めた舌が、ラインに沿ってツーッと耳に移動していった。

「……ぁ」

　耳のくぼみを舌先でくすぐられると、ピチャピチャと水音が響いてくる。

「ほら、リラックスして」

「そんなこと……言われても……」

「感じにくいのは、体に力が入ってるせいもあるよ」

　セックスに慣れてない杏沙にとっては、どうにも難しい。

　──だって、酔いも覚めちゃってるし。キスの余韻も消えちゃったし。

　しかも相手は同期で飲み友達の拓海なのだ。気恥ずかしくて、どうやって力を抜いたらいいのかわからない。

「き……緊張してるから」

「それなら俺が緊張をほぐすよ」

　はむっと耳たぶを口に含まれて、柔らかな部分を舌先で弄られる。耳穴に向けてふぅっと息が吹き込まれれば、また首筋がゾクゾク震えてしまった。

「……んんっ」

「今まで耳を攻められたことない？」

　──そんな、耳元でささやかないで……。

「う、うん」

　だからこんなに耳が感じることを知らなかった。ほかにも未知の性感帯があるのかもしれない。

「それなら、今夜が高梨の初体験にしとけ。今までの男は記憶から消してやる」

〝俺が初めての男だ〟と、ひそやかな美声が耳に届けられ、胸がきゅんと痛んで顔が真っ赤に染まった。

　──どうしてこんなに甘い声が出せるの。

　まるで、本気で口説かれているようだ。

　染まった頬を隠そうとする手が捕まえられて、枕もとに縫い留められる。

「明かりは消すから、隠すな」

　拓海が腕を伸ばすと、部屋の中が薄闇に染まった。けれどカーテンの隙間からこぼれてくる月の明かりが拓海の姿を浮かび上がらせる。

　拓海は荒々しく服を脱ぎ捨てて上半身裸になり、杏沙の肌に密着するように覆いかぶさった。

　杏沙を見つめながら髪を撫でる手つきが愛しげに感じられて、愛されていると勘違いしそうになる。

　けれど拓海は、杏沙に対して友達以上の感情を持ってないはずだ。

「これで恥ずかしくないだろ？」

　無言のままうなずくと顔中に唇が落とされ、徐々に下ったそれは、鎖骨のあたりでちゅぅっと肌を吸い上げた。

「いっ」

　ちりっとした痛みをなだめるようにチロチロとくすぐってくる。時折鎖骨を甘噛みされて、痛みと気持ちよさの狭間に落とされた。

　拓海は初めての感覚を教えてくれている。彼の言う通り、初体験の相手と思えてしまいそうだ。

　デコルテにキスを受け、するっとキャミソールの裾から入り込んだ手のひらが、柔らかなふくらみに触れた。

「ん……」

　大切そうに包み、やわやわと揉みしだいている。

「俺の手に余る大きさか……見たいから脱がすよ」

　そう言って拓海はキャミソールの裾をつかみ、するっと脱がせ、ホックを外されていたブラも容易にはぎ取った。

　ついで拓海は半開きのカーテンをシャッと開けてしまう。

「わっ」

　月の明かりが思いのほか強く、自然に動いた腕が素早く拓海に捕らえられる。

「隠すなって、言っただろ」

　月の光にさらされた白い肌。形よくこんもりと膨らんだ二つの丘の頂点に、桜色の蕾がつつましくある。

「きれいだ。俺の痕跡を残したくなる」

　そうつぶやき、ふくらみの底辺からすくい上げるように揉み、指先でツンと蕾の先端を突いた。

　突如もたらされた刺激に、杏沙の背がぴくっと跳ねる。

「あっ」

　突かれた蕾が指の腹でトントンと叩くような刺激を送られ、もう片方の蕾は舌先でレロレロと舐められている。

　──うそ……気持ちいいなんて……。

　くすぐったいような気持ちよさを感じて身をよじらせると、舐められていた蕾がちゅるっと吸い上げられた。

「あんっ」

　拓海がリップ音を立てるたび、杏沙の体がぴくぴくと反応する。

　舌で転がしてぱくっと口に含む。優しく蕾を食べるような愛撫が気持ちよくて、杏沙の体の力が徐々に抜けていった。

　何度も繰り返される甘い刺激が杏沙の下半身にじわじわと熱をためている。

　指の腹ですりすりとこすられていた蕾がふいにきゅうっと摘まれ、疼痛にも似た強い刺激に、杏沙の蜜壺から透明な液がジュワッとあふれ出た。

　──こんなに感じるものなの……。

　拓海の愛撫は胸に留まらず、杏沙の肌を余すところなく刺激してくる。

「あ、あ……っ」

　へその周りをチロチロと舐められたときには、杏沙の目が涙で潤んだ。

　杏沙の潤んだ瞳に気づいた拓海がふっと微笑み、頬にそっと手を添えて唇をついばんだ。

「……泣くほどよかったか？　この先もっと感じさせるから、覚悟しとけ」

　そういう拓海の目が輝いているように思う。

　見つめてくるその表情には、杏沙を感じさせたことへの安堵とうれしさが同居しているようだった。

　──どうしてそんなに優しい顔をするの。

　拓海は杏沙の脚を割って入り込み、太ももを膝の上に乗せた。

「やっ、はずかし」

　ショーツを穿いているとはいえ、無防備に股を広げた格好は恥ずかしい。

　それに、杏沙は見てしまった……。

　拓海のボクサーパンツの中でくっきりと浮かび上がるものを。

　拓海のモノが天井に向かっているのがはっきりとわかり、杏沙の体がかあっと熱くなった。

　──どうしよう？　正確な大きさはわからないけど、なんだか、すごそう……！

　自分に欲情してる証だと思えば喜ばしいのだけれど、入る大きさなのだろうか。

　杏沙の動揺をよそに、拓海の指がつるっと割れ目を撫でた。

「ここ……ここでイッたこともない？」

　拓海の指が隠されている花芽を探り出し、くりっと捏ねた。瞬間、微量の電気が走った感覚がし、杏沙の腰がふわっと浮いた。

「あッ……」

　そのままショーツ越しにクニクニと捏ねられると、熱くて甘い刺激が伝わってくる。

「あ、あ、だめ、だめ」

　杏沙は思わず枕をつかんだ。

　なにかにすがっていないと、気持ちよすぎて暴れてしまいそうで。

　円を描くように花芽を捏ねられるたび、快感でぴくぴくと足を痙攣させていると、ふと拓海の手が止まった。

　──もっと……もっと、触ってほしいのに……。

「ほんとにないのか。こんなに感じやすいのに……ここもだいぶ濡れてるよ。自分でもわかるだろう」

　拓海が蜜の滴る穴に指をあてがうと、ショーツの布がぴとぴとと張り付いた。

「う、だってほんとにないんだもの」

　クリトリスは元カレたちに触れられてもあまり感じなかったところだ。けれど、どうしてなのか拓海に触れられると感じてしまう。

　それだけでなく、どこもかしこも。

　──リラックスしてるから？　それとも上手だから？

「よかった、俺が最初で」

　するっとショーツが脱がされて、拓海の顔が股の間に沈んだ。

「あ、ちょ……」

　待って。という声は、花芽をレロッと舐められたことで宙に消えた。

　花弁を広げてむき出しになった花芽。硬く尖らせた舌で上下左右にしごかれると、蜜穴の奥が熱くなって子宮がズクズクと疼いてくる。

「そこ、き、汚いのに……だめぇ……ああっ……あ……あっ」

　レロレロとしごき、時折チュッチュッと音を立てる。

　羞恥と快感に翻弄され、杏沙はひたすらに喘ぎ声を上げた。

　熱くて、苦しい。

　けれど杏沙には、この熱の逃し方がわからない。

「あっ、あ、だめぇ……そこ……ばっか……あ、ぃやあぁ」

　いくら声を上げようとも、拓海は容赦なく花芽を嬲って快感を送っている。杏沙は涙をこぼしながらぎゅっとシーツをつかんだ。

「苦しいなら、一回イッとけ」

　じゅるるっと花芽が強く吸われ、その疼痛にも似た快感に、限界まで膨らんでいた熱の塊が一気にはじけた。

「あ、ああぁっ」

　目が虚ろになってなにも考えることができず、下半身はおろか蜜穴までもがヒクヒクと痙攣しているのを感じていた。

　──ああ、こんなふう、なんだ……。

　初めての余韻に浸っていると、蜜の滴る穴にぬぷっと異物の入る感覚がした。

「んっ」

「今度は俺の指でイかせるから」

　──彼の指が、入ってる。

「高梨のここ、蜜でびっしょりぬるぬるだ。指二本も簡単に飲み込んでるよ」

　彼の低い声音がいやらしく耳に届き、指がゆっくり出し入れを繰り返して、あふれる蜜でネチョッネチョッと淫靡な音が響いている。

「そんな……恥ずかしいこと、言わないでっ」

　けれど、拓海の指が中でうごめくと少し気持ちいいのは事実で、杏沙はこの先得られる快感に否が応でも期待が高まってしまう。

「いや、褒めてるんだ」

　グググッと奥まで入った指がぐりっと最奥をさすり、ボッと灯がともったような熱が生まれ、一息に官能の海に落とされた。

「ああっ」

「ここが、高梨の気持ちいいとこ、かな」

　そう聞いたそばから何度もぐりぐりと強くこすっている。

　じわじわと熱が高まって、まるで炉があるかのように下半身が熱い。

「あぁ、ああぁっ」

「手伝ってやるから、中イキしろ」

　バッとベッドに沈んだ拓海が花芽を舌で弄る。

　さっきまでさんざん嬲られていたそこはすぐに感度がよみがえり、奥を抉られる熱も相まって狂おしいほどの快感に襲われた。

「あぁぁ……それ、いやぁっ、おかしく……変になっちゃうからぁ」

　片手でシーツをつかみながら、必死に下半身に手を伸ばすと、拓海の柔らかな髪に触れる。彼を退けようとしても腕の力がうまく入らない。

「いくらでも変になれ。高梨のことは俺が受け止めてやる」

　指の動きが速度と強さを増し、グチュグチュグチュと激しい粘着音が鳴り響く。

　快感の大波が荒々しく押し寄せて引くことがなく、杏沙はとうとう限界を迎えていた。

「あああぁぁぁ……っ」

　切ないほどの熱がせり上がってきて、杏沙の体を突き抜けていく。体中がびくびくと痙攣して、心が別の場所にあるかのように虚ろだ。

　白い肌を桜色に染め、恍惚の涙を流す杏沙の髪を拓海が愛しげに撫で、額に唇が落とされた。

「気持ちよかっただろ」

「……うん……よかった」

　自分が絶頂を迎えられたことが、信じられない気持ちでいる。

　さなぎから蝶に羽化したような、暗闇からきらめく空間に出たような、不感症という呪縛から解放された心地がする。

「そっか」とつぶやいた拓海の微笑みがすごくまぶしい。

　月の明かりだけでは判断できないけれど、心なしか拓海の耳が赤くなっているような気もする。

　──藤森ってこんなに甘い顔するんだ……。

「じゃあ、次は、俺のを挿れるよ」

　身を起こされ、触ってと手を導かれた先にあるものを見て、杏沙の鼓動がドキンと跳ねた。

　ボクサーパンツを脱いだ彼の股間には猛々しく反り立つモノがある。

　──予想よりも、すごく、おっきい……！

　間近で見れば青筋が立っていて、今にもはち切れそうな気がしてならない。大丈夫なのだろうか、とさえ思う。

　杏沙は、知らずにごくりと喉を鳴らしていた。

　おずおずと手を伸ばし、そっと握ってみると、杏沙の手には収まりきれない太さと長さがあった。そして、すごく硬い。

「あ、あの……」

「これが高梨の中に入りたがってる」

「そ、そうよね。わかってる」

　──フェラしてほしいのよね。でも、こんなに大きいなんて、びっくり。ほんとに私の中に入るの？

　元カレたちと比べそうになり、ハッとして首を振った。

　思い出してはいけない。杏沙にとっては、拓海が初の相手なのだ。過去の経験すべてを捨てると、そう決めたのだから。

「く……っ」

　なぜか苦し気な声が耳に届き、杏沙はきょとんとして顔を上げた。そうすれば、拓海が唇を引き結んで耐えているような顔をしている。

「やばいな、高梨に触られると、俺……」

　すごく辛そうな声音を出している。

「えっ、えっ？　どゆこと？」

　触っているだけで、まだ口に含んでもいないのに？

　すりすりと上下にこすっている手の中のモノが、むくっと、いっそう大きくなったような感覚がしていた。

　止まることなく動くその手を、拓海がそっと取る。

「悪い。限界だ。早く高梨の中に入りたい」

　杏沙の体を優しく押し倒しながら、口にくわえた避妊具の封をピリッと破り、片手で素早く装着している。

　──そっか、そうよね。下手なフェラより中のほうがいいよね。今度は藤森が気持ちよくなる番だもの。

　拓海は杏沙が快感を得られるように努めてくれたのだ。今からは杏沙が努力しようと思う。

「私はどう動けばいい？　下手だけど、藤森に指導してもらえれば、多分やれると思う……」

　こんなセリフを言うなんて、セックスが苦手な過去では考えられないことだ。けれど、今夜は頑張りたい。

　杏沙の言葉を聞いて、さっきまで辛そうだった拓海の顔がふと和らいだ。

「そんなことしなくていい。言っただろ。今夜は、俺が、高梨をイかせてやるって」

「そっか。じゃあ、私のことはかまわずに、藤森の思うままにしていいよ？」

　頬を染めてじっと見つめると、拓海はニッと笑った。

「その言葉、忘れるなよ」

　拓海の手が杏沙の太ももを支えて大きく脚を広げると、月の光に照らされたそこは夜露に濡れそぼった花のようにテラテラと光っている。

　拓海はそこに青筋が立つモノをぴとっとあてがった。

「んっ」

　拓海は腰をゆるゆると前後に動かし、あふれ出ている蜜を纏わせるように剛直をこすり付ける。

　花芽、蜜の滴る穴、感じる部分に拓海の剛直が触れるたびに快感が呼び覚まされて、杏沙の体がぴくぴくと反応した。

「挿れるよ」

　腰の動きを止めた拓海のモノがぐっと押し込まれる。

「あ……ん……挿ってくる……あっ、おっきいぃ……」

　とんでもない圧迫感と快感を引き連れて、拓海の太いモノが杏沙の中をみっちりと埋め尽くしていく。

　──入ってくるだけで、こんなに気持ちがいいものなの……。

　拓海が動き始めたらどんな快感が得られるのか。杏沙の期待は否が応でも膨らんでいく。

「くっ……きっつ……いな……」

　拓海の余裕のなさそうな声がする。

　けれど表情を見れば、口角が上がっていた。

　──ようやく自分も気持ちよくなれるから、うれしいのかな。

　ふいに拓海の腰が、グンッと強く押し込まれた。

「あぁ、んんっ」

　最奥をぐりっと抉られて先ほど絶頂に導かれた熱が再燃し、杏沙の思考が真っ白に染められた。

　ズッ、ズッ、とゆっくり前後に揺さぶられ、杏沙の意識は自分の中にある獣の動きに集中していた。

「あ、あ」

「今からは手加減しないよ」

　そういうや否や、緩やかだった腰の動きが激しくなった。

　限界まで引き抜き、一気に奥をずんっと突く。

　何度も繰り返すそれは膣壁をゴリゴリこすり、入り口付近から奥まで、気持ちのいい部分すべてが甘い刺激に満たされていく。

　ギシッ、ネチョッ、グチュッ、ギシッギシッ、ヌチョッ、グチュッ。

　静かな部屋にベッドマットがきしむ音と粘着質で淫らな音が響き、拓海の動きに合わせて杏沙の形のいいふくらみがプルプル震える。

「ふっ濡れすぎだ」

「あ、あっ、イジワル……言わないでっ」

　──藤森がそうさせているのに……。

　杏沙の頬か羞恥に染まるのと同時に、淫靡で激しい行為に扇情されている。

　麗しく誰もが欲するモテ男に体を揺さぶられる特別な夜。

　こんな経験二度とできない。

「褒め言葉だよ。もっと感じて、イけ。絶頂を味わえ」

　拓海が激しく腰を動かしながら濡れそぼった花芽を摘まみ、くりっと捏ねる。刹那にビリリと流れた電気のような熱い刺激が、あっさりと杏沙を頂点まで導いた。

「あああっっ、い、いっくぅぅ……」

　高まっていた熱が放たれて体が浮遊したような解放感を味わう。彼の太いモノがもたらす恍惚は、細い指とは比べ物にならない高まりがあった。

　肌を朱に染めて瞳を潤ませ、びくんびくんとお腹を痙攣させる杏沙を、無言のままの拓海がじっと見つめている。

　そして、やおら腰を動かし始めた。

「あっ、あっ、ふ……ふじ、もり……あっ、やっ、また……ん……」

　達したばかりなのに、子宮のあたりが炉のようで熱くてたまらない。

「ふ、ふじ、もり……お願い……」

　杏沙は無意識に名を呼んで手を伸ばしていた。

　そうすれば拓海が肌を密着させて杏沙の体を抱き込み、髪に頬に耳にキスをする。そして目元ににじんでいる恍惚の涙を舐めとった。

「女は何度でもイけるから、しっかりと俺を味わえ」

　荒々しい肉棒がズンズン子宮の壁を叩き、杏沙の悦楽の沼に落とし込んだ。

　どうあがいても、ねっとり絡みつく恍惚の触手から抜け出せず、ひたすらに喘ぎ声を出して体を痙攣させている。

　何度絶頂を味わわされただろうか。

　ぐったりと力を失っている体は拓海の思うがままに動かされ、思考は真っ白なまま。しっとりと汗ばむ肌はどこに触れられても、全身が性感帯になったかのように熱く反応してしまう。

「よし、今度は俺もイクから。もう一回付き合え」

　そう拓海が口にしたときには、杏沙の体はどろどろに蕩けていた。

　こくん、とうなずく杏沙の髪をそっと撫でる拓海の表情も、涙でぼんやりしてよく見えない。

　拓海は今までになく激しく腰を動かし、杏沙の腰をガシッとつかんだ。

　ガクガクと揺さぶられて強く抉られれば中が燃えるように熱くなる。

「あ、あぁ、イク……藤森っ、いっちゃうぅぅ！」

　あまりの強い快感に半ば泣き叫ぶように言うと、拓海の動きがいっそう早まった。

「俺も……くぅっ……」

　拓海が息も荒く、苦しげな声を漏らす。

　拓海がドクンと精を解き放った刹那、杏沙の全身に恍惚が広がって心に翼が生えたかのようにふわりと舞い上がり、脳裏には白い火花が散っていた。

　永遠とも思えるような静寂の中、二人の荒い息と心臓の音が耳に届き、徐々に意識が戻ってくる。

　──私が……こんなふうになる、なんて……。

「少しの間、そのまま動かず待ってろ」

　拓海の声が杏沙の思考を現実に引き戻していく。

　──なんか、すごくうれしい……。

　杏沙の中からズルリと引き抜かれた拓海の強直は、徐々に普段の大きさに戻っていく。素早く後始末を終え、杏沙の体をかいがいしく拭いた。

　拓海はぐったりしている杏沙の体をそっと抱き寄せ、髪を指先で梳いてくれる。時折肌をかすめる指が心地よくてうっとりと目を細めた。

「……平気か？」

「ん……平気じゃないかも……」

　足腰がだるく、疲れ切っている。でも不快感はない。

「声も枯れたな」

　拓海はくすっと笑い、待ってろと言い残してベッドルームから出ていった。

　あんなに激しく動いたのに、平気そうだ。

　──体力の差かな。

　まもなく戻ってきた拓海に体を起こしてもらい、コップを渡されると一息に飲み干した。

　冷たい液体が火照った体に気持ちがいい。

「藤森、ありがとう」

　本当のセックスを教えてくれたことも感謝だ。

「この先なにか私に頼みたいことあったら、なんでも言ってね」

「ああ、でも俺がしたくてしたんだから、気にするな」

「そっか。でもなんかあったら、私がいるって思い出してね」

　ふぅっと一息ついていると、拓海が手の中からコップを取ってテーブルの上に置き、杏沙の体を抱き込むようにしてベッドの上に倒れ込んだ。

「え、もう帰らなきゃ」

「帰るな。今夜はここに泊まればいい」

「でも、明日も会社あるし。着替えないと」

「……朝一、車で家に送ってやる。だから寝ろ」

　ぎゅっと腕の中に閉じ込められていて、動けそうにない。

　それに体力も限界で瞼が重く、うまく頭が働かない。杏沙はとろとろとまどろみ、まもなく意識を手放していた。








☆☆☆









　拓海は腕枕で眠る華奢な体をそっと抱き寄せ、自分の胸に顔をうずめさせた。

　そうすれば身の内が喜びで満たされる。

　──俺の気も知らないで、一人でいいとは……。

　あのとき拓海がどれほどの衝撃を受けていたか、杏沙は知らないだろう。すやすや眠る彼女が少し憎らしくなる。

　このまま逃げられないように、腕の中に閉じ込めてしまおうか。部屋から出さず、誰にも会えないようにするのもいい。

　そんな危険な考えも浮かぶ。

　だが今夜の頑張りのおかげで、とりあえずセックスの認識を変え、男女関係の考えを改めさせることはできたはずだ。

　身持ちが堅いと言ったのは真実で、女性と肌を合わせるのは数年ぶりのことだった。それだけに、うまくできるか不安もあったが、今はホッとしている。

　見た目と振る舞いのおかげで女性から好かれ、誘われることが多いため遊んでいると誤解されがちだが、拓海の女性経験はほぼない。

　杏沙には手を出すつもりはなかった。

　杏沙にとっての、大切で貴重な友達というポジションから外れるつもりはなかった。

　──彼女と一緒にいるだけで、俺の心は満たされていたのだから。

　恋愛関係にならなければ、杏沙と離れることなく一生付き合っていける。

　たとえ杏沙がほかの男に身を任せていても、なにかあれば一番に相談してもらえる存在。

　愚痴を聞き、慰め、『やっぱり拓海しかいない』と、一番に頼ってもらえる存在。

　それが今までの拓海の愛し方であり、杏沙との付き合い方だった。

　自分の強い気持ちを出してしまえば、杏沙が受け止めきれずに関係が壊れてしまう。それが怖かったのだ。

　だから『理想の女性』を追い求めるふりをし、ほかの女性に誘われたら適度に食事に付き合い、杏沙への想いを覚られないように行動してきた。

　──俺は一生独身でいい。そう思っていたな。

　だが、杏沙が一人で生きていこうとするなら、話が違う。

　杏沙が恋人を持つことでセーブできていた強すぎる愛情が、堰を切ったように流れ出てしまった。

『俺が絶頂を味わわせてやろうか』

　ショックのあまり衝動的に口にしていた。

　一度表に出してしまえば、もう止められない。

　今まで我慢してきたのに想定外にも一線を越えてしまったからには、この状況を利用するしかない。

　杏沙が怖がらないように徐々に愛情を示して友人という垣根を壊し、心をつかむ。

「もう、手放さないよ」

　拓海はそっと杏沙の髪を撫で、目を閉じた。







絶対に譲らない








「あず……目を覚ませ」

　肌に当たる寝具の感触に違和感を覚える朝、ぴとぴとと頬に触れる温かいもの。それと、耳慣れた声。

「アズ……アズ……杏沙……そろそろ起きないとだめだ。起きろ」

　非日常的な目覚ましを受け、杏沙はゆっくりと目を開けた。そうすれば見慣れない天井がぼんやりと目に映る。

　──ここは……。

「おはよう」

　まだ覚醒しきらぬ耳にはっきりと届いた美声。ハッとしつつそちらのほうを向けば、見目麗しい男の微笑みが朝日に負けないほどにキラキラと輝いて見えた。

　──ふっ、藤森……っ。

「ようやく起きたな」

　片肘をついて上半身を起こした拓海の少し乱れた髪、優しげな目、男性的な胸元……。

　寝起きから全開の色気にあてられてしまい、杏沙の胸がきゅんと射抜かれる。

「もう少し寝かせてやりたいとこだけど、お互い今日も仕事だから……悪いな」

　そう言って杏沙の頬にそっと触れる。

　おかげで目覚めたばかりのぼんやりしていた脳が一気に覚め、未だ下半身に残る拓海の痕跡を感じて、かあっと体が熱くなった。

　──そうだ。昨夜は人生初の……。

　肌に当たるシーツの感触は、一糸纏わぬ状態であることを主張してくる。杏沙は照れ隠しに微笑みかけ、ゆっくり口を開いた。

「うん……おはよ……」

　出した声音は思いのほかかすれていた。

「昨日はだいぶ無理させただろ……どこにも痛みはないのか？」

　問いながら髪を撫でる拓海の手は壊れ物に触れるがごとく柔らかく、まなざしは恋人に向けるかのごとく愛しげだ。

「……今んとこ、特にない。ぐっすり眠れたし」

　正直言って腰がだるい気がするけれど、痛みはどこにもない。

　同期の拓海と朝を迎えたことがどうにも気恥ずかしく、掛け布団を引き上げて顔を隠すが胸の高鳴りは一向に収まらない。

「そっか。なら、いい。コーヒー淹れるから、軽くシャワー浴びてこい。朝はトーストでいいか？」

「うん、ありがと」

　ベッドから素早く下りた拓海から「これ使え」とバスタオルを渡され、身を起こした杏沙は「うわっ」と声を漏らしていた。

　バスタオルを体に巻こうとして発見したものに、杏沙はギョッとせざるを得なかったのだ。

　胸のあたりに真っ赤な痕跡がいくつも散っていたのだから。

「これ……こ……はっ」

　あわあわと唇が震えて言葉にならない。

　キスマークだ！

　──そういえば、やたらチクッとしたっけ……！

　男性がキスマークをつける意味はマーキングであり……大半は独占欲の表れだと理解している。

　──それが、どうしてこんなに……？

　まさか拓海がマーキングまでするとは思っていなかったのだ。

「お～い、高梨。なるべく急げよ」

　キッチンのほうから拓海が催促してくる。

「うん、わかってる」

　謎はあるが、今は考えている暇はない。

　バスタオルを巻いた杏沙は服を持ち、そそくさと脱衣場に向かった。

　そしてさくっとシャワーを済ませてバスルームから出ると、テーブルの上には簡単な朝食が用意されていた。

　コーヒー、トースト、目玉焼き。

「急だったから、これしか用意できなくてごめん」

「ううん、十分だよ。ありがとう。すごくおいしそう。いただきます」

　杏沙は感謝の気持ちを込めて手を合わせ、トーストに手を伸ばした。

「食べ終わったら送っていくよ」

「うん、ごめんね。慌ただしくて。なんならタクシーで帰るよ。藤森はゆっくり朝の準備してくれればいいし」

「いや、そうさせたのは俺だから。そのあとも、ちゃんと責任を取るよ」

　ただ家に送っていくだけなのに大げさに思え、杏沙は笑みをこぼした。

「責任って、藤森はオーバーだよ。私は彼女じゃないんだし、もっと気楽に考えたほうがいいよ」

　一瞬、ぴたっと拓海の動きが止まった。彼女というワードに敏感に反応したのかもしれない。

「……そうだな」

「でしょう？」

　──でも、よかった。

　ぎくしゃくしそうで不安だった杏沙だが、なんとか普通に会話ができることにホッとしている。

　これなら、この先も友達関係を保っていけると思えた。

　安堵する杏沙の顔をじっと見つめていた拓海が、ふと真剣な顔つきになる。

「でも俺にとっては、大切なんだ。しっかり守るよ」

「えっ、ずいぶん決意の固そうな口ぶりね……」

　おそらく、守るという言葉の意味は信条だろう。体の関係を持った女性に対して誠実なのは、素晴らしいことだ。

　拓海ならば、デートした相手と体の関係に至らなくても紳士的な対応をしているに違いない。女性の扱い方は天下一品といえる。

　そのあと冷酷に振るのだから、相手はギャップに衝撃を受けて打ち震えることだろう。そう考えれば、たいそうひどい男である。

「必要以上に親切にしてたら、藤森が大変じゃない。今だって、こんなに慌ただしいんだから」

「そんなことないな。少なくとも、高梨に関しては。だから絶対に譲らないよ。これからも」

　暗に忠告を含ませたのに、はっきり断言する。

　意外に頑固だ。

　──でもまあ、頑固じゃなきゃ、理想なんて追い求めないか。

　理想を追うがゆえ、結果として出してしまう冷酷さは、拓海の親友として認めてあげるべきだ。無下に否定してはいけない。

　しかしいくら拓海の信条とはいえ、昨夜の支払いに朝食に一泊（絶頂体験）の恩義。十分すぎるのに、加えて送迎までしてもらうのは気が引ける。

　やはり丁重に断るべきだ。

　トーストをかじりつつちらりと見ると、拓海の視線はまっすぐに杏沙を捉えていた。その思いも寄らぬまなざしの熱さに胸がドキンと高鳴る。

　目が合ってもじっと見つめ返してくるし、杏沙が照れてしまって逸らしても、拓海からの視線を感じるままだ。

　──なんでずっと見つめてるの……。私、どこか変なの……？

　それに起床してから今現在まで態度も声音も甘く感じてしまうのは、体を重ねた後遺症なのだろうか。

「そういうことだから、受け入れろ。俺が、高梨を送るよ」

　拓海の表情は笑顔だが、口調は有無を言わせぬ力強さがある。

　ここまで強く申し入れられたら、断るのは至難の業だ。杏沙が折れるしかない。

「う……うん、ありがと」

　向かい側から漂ってくる甘い気配がどうにもくすぐったくて、杏沙は急いで朝食を平らげた。







　──やばい、まずいよ……。どうして藤森はあんなにとろ甘なの。

　自宅の鏡に映る自分の赤い顔を見つめ、杏沙はうろたえていた。

　つい先ほど、拓海に車で送り届けてもらったところである。

『じゃあ、また。会社で会おう』

　車から降り際に杏沙の手を握った拓海は、蕩けるような笑みを放ってきたのだ。

　しかもしばらく手を放さず、杏沙が遠慮がちに引き抜くのを名残惜しそうに見ていた。

「なんでよ？」

　自室で落ち着いてみれば、思い出す限りどのシーンも優しい声音と極上の甘い微笑みつきなのだ。今さらながらに動揺せざるをえない。

　杏沙が平常心でいられたのは、朝食時のほんの一瞬だけだった。

　誰にでもあんなふうに対応しているのだ。

　モテすぎ男の、モテ男たるゆえんだ。

　セックスがうまく、その後の気遣いも最上級となれば、みんながみんな拓海の恋人になったと思い込むのが改めて理解できる。

　それもマーキングまでされたら、どっぷりはまってしまうのは確実だ。

　あれが通常運転なのだから、まったく危険な男である。

　しかし、杏沙はおめでたい思考の持ち主になりたくない。せめて自分だけでも勘違いしないでおかなければならない。

「なぜなら、藤森は貴重な男友達だから！　なくしたくないの！」

　声に出してみれば、しっかり認識できる。

　杏沙が彼女然とすれば、拓海は冷酷な態度を取る。

　そうだ、杏沙は拓海の理想ではない。気兼ねなく公私の愚痴を言い合える、ただの飲み友達なのだ。

　親友といえなくもない。

　だから会社で会っても自然に振る舞うことができるだろう。

　いや、そうするべきだ。

「よし、今日も仕事に行こう！」

　ぐっと拳を握り、気合を入れた。

　そんなわけで身支度を整えて出勤したのだが、やはり気まずさはある。

　オフィスに向かう歩みは遅く、部署の入り口付近で足を止めてしまった。

　──もう来てるよね。

　緊張の面持ちで部屋の中をそっと覗き込んだ。

　──あれ、まだかな？

　デスクに拓海の姿はなく、きょろきょろと見回してみても見当たらない。

「高梨、入らないのか？」

　背後から聞こえた声にドキンとして体がびくっと跳ね上がり、杏沙はバッと振り返った。

　──藤森！　どうして後ろから！

　焦ってしまって体がよろけ、杏沙は思わず廊下の壁に背を預けた。

　そうだ。部屋にいなければ、後ろから来るのは当然のことではないか。動揺するのがどうかしている。

　しかし。

　懸命に落ち着こうとするも、つい小一時間ほど前まで受けていたとろ甘な攻撃と、昨夜快感を味わわされた行為がフラッシュバックし、どうにもどぎまぎしてしまう。

「ん？　どした？」

　高い位置から見下ろしてくる拓海はいつもの澄ました表情で、朝の甘いと思われた雰囲気は微塵もない。

「ひょっとして、まだ寝ぼけてんのか？　しっかりしろよ」

　ニッと笑って軽口を言うところも、いつものすっきりさわやかな好青年である。

　──なんなの。意識してたの、私だけじゃない。

「寝ぼけてないから」

　杏沙はむっと口を尖らせ、上目遣いににらんだ。

　そうすれば、拓海はくすっと笑う。

「その顔、俺以外に見せるなよ」

「どうしてよ」

「俺が困るから」

「なによ、それ。訳わからないよ」

　冗談を言っているくせに優しい瞳で見つめてくるのがまぶしくて、杏沙はふいっと目を逸らした。

　戸惑い焦り、挙動不審になってしまう杏沙とは違い、拓海が余裕たっぷりなのが非常に悔しくなる。

　あのようなことをしても平常通りの態度はさすがというべきか。文句を並べたいところだが、社内で口に出すことは憚られる。

　それに二人は友達関係だから、拓海の態度が正解であり、必要以上に意識している杏沙が間違っている。

「高梨……」

　拓海は、とん、と壁に手をついてぐっと顔を近づけてくる。

　杏沙は顔が熱くなるのを止められなかった。誰もが素敵だと認める端整な顔に迫られれば、ときめかない女性はいないだろう。

　しかも昨夜、さんざん翻弄させられた唇が目の前にあるのだから、意識しないでいられない。

　──くっ……ほんとに危険な男よね……！

　今のところ廊下には誰もおらず、この光景を目撃されないのは幸いである。

　見られたら二人が付き合っていると誤解され、噂が瞬く間に広がるだろう。そうすれば数多の女子から恨みを買うことになる。

『藤森さんと仲がいいからって、特別だと思わないで』

『彼女になれないのは、女としての魅力がないからよ』

『ただの同期のくせに』

　今まで耳にしてきた数々の嫌味の言葉。

　友達ポジションでも嫉妬の対象になっているのだから、恋人となったら嫌味で終わらず、嫌がらせ行為を受けるのは必至だろう。

「もう始業だろ。そんな顔してたらだめだ。まだ夢の中にいるなら、起きるのを手伝ってやろうか」

　潤んだような目をしてささやき声を出すから、無駄に甘く聞こえてしまう。

　だが、拓海にそんな感情はないはずだ。

　──ひょっとして、テストされてるの？

　夢の中とは、拓海と過ごした時間のことだろう。極上男との恋人まがいのひとときは、たしかに夢の出来事だと言える。

　だから拓海は〝勘違いするな〟とくぎを刺し、〝早く現実に戻れ〟と告げているのだ。そうに違いない。

　たくさんのキスマークつけたのは、ただの自己顕示欲で、決して、行為に愛情はないのだ。

　そう思っておこう。いや、思わないといけない。

　──だから、私はおめでたくないから。惑わせないでちょうだい！

　そう叫びたいのをこらえ、杏沙は拓海の胸を両手で押した。

「もう、心配しなくていいからっ。この顔は生まれつき、こうなのっ」

　強めの声を出して拓海が少しひるんだ隙に、なんとか腕の囲いから抜け出し、逃げるように自席に向かった。







　デスクにバッグを置くと、つい深いため息がこぼれる。

　──ほんとに、危なかった。

　ドキドキしてるのをばれないようにしないと、勘違い女と誤解され、貴重な男友達と疎遠になってしまう。

　朝から心臓が忙しすぎてどっと疲れが押し寄せ、杏沙は椅子にへたり込むように座った。机に突っ伏したいのをこらえ、ノートパソコンを立ち上げる。

「おはよ、杏沙。なんかあった？」

　声をかけてきたのは、杏沙の隣席に座る松まつ山やま梨り乃のだ。

　彼女は同期で、長年付き合ってきた恋人と三か月前に結婚したばかりである。

　拓海のモテオーラを浴びても、一切恋人への愛が揺るがなかった唯一の女子。そういう部分で杏沙は尊敬している。

「おはよ。ううん、なにもないけど」

「そう？　顔が赤いけど。原因は藤森主任じゃないの？　とうとう彼に告白されたのかな？」

　にこーっと笑う梨乃は前々から杏沙と拓海の関係を怪しんでいて、しょっちゅう探りを入れてくる。困った人だが、その分情報通でもある。

　社内恋愛から不倫疑惑まで、あらゆるネタを持っていて、杏沙も拓海に関することをいくつも聞かされている。

　総務の子が告白して振られたとか、秘書課の子が頻繁にデートに誘っているけど成功していないとか。拓海の親友であるはずの杏沙よりも詳しく知っているのだ。

　その情報収集力を仕事に生かせば昇進も夢ではないと思っているのだが、本人にはその気がないらしい。

　今は、拓海に恋心を抱いている人に調査を頼まれているのかもしれない。梨乃が持っている情報は拓海に関するものが多いし、依頼しそうな女子は何人もいるのだから。

「これは遅刻しそうになって走ってきたから、赤いの。なのに、なんでそう考えちゃうのよ」

　顔が赤いのを指摘されて動揺しつつも小声で問うと、梨乃は椅子ごと杏沙のそばに寄り、声を潜めた。

「なんでって……杏沙は昨日主任と会って、付き合ってた彼と別れたことを話したんでしょ？　主任に慰められて告白を受ける絶好のシチュじゃないの」

「図星でしょ。正直に話しなさい」と詰め寄る梨乃の目がキラキラと輝き、笑顔は期待に満ちている。

「告白なんて、まさか。何度も言うけど、藤森主任とは友達なの。それ以上でも以下でもないから」

「そうかなぁ。杏沙はそうでも、彼はそうじゃないと思うんだけどな。二人は似てるし、絶対、お似合いなのに」

「どうしてくっつかないの」と、残念そうにつぶやく梨乃の視線が前方を向いた。

　そこには書類を手に席を立つ拓海の背中があった。颯爽と歩くさまはさわやかで、複合機に向かうだけなのに目を奪われる華がある。

「あんな容姿端麗で華があって仕事もできる営業主任と、仕事のできも容姿も平凡で平社員の私と、どこが似てるっていうのよ」

　軽くチロッとにらんでみせると、梨乃は「あはは」と笑う。

「ごめん、ごめん。でも実際、社内でも仲いいのは杏沙だけじゃない」

「まあ、そうだけど……」

　それだけは否定できない。

　かといって、拓海が社内で孤立することはない。

　出る杭を打つような仕打ち、いわゆるいじめなどもなく、定期的に開かれる同期会ではそれなりに楽しく過ごしている。

　だが、女子は拓海に恋心を抱いて完膚なきまでに振られるか、近づきがたくて距離を取るかのどちらか。

　男性は優秀な彼に対して対抗心があったり劣等感があったり、今一つ仲良くなりきれず、当たり障りのない距離を維持している。

　男女含めて同期のうち拓海とプライベートで会うのは杏沙だけなのだ。

　それは杏沙のさっぱりした性格と、男女ともに接し方が変わらないことが理由だろう。

　終始モテオーラ全開の拓海にも媚びることなく、仕事上良きライバルではあるが嫉妬心などで敵視しない。

　一緒にいても気楽で、関係が崩れることのない、信頼できる存在。

　だから拓海が杏沙を抱いたのは、『絶頂を経験させたい』という純粋な親切心と揺るぎなき友情からなのである。

「彼にはその気あるよ。私の勘は当たるんだから」

　一度も外したことがないと、ドヤァな顔で自慢げにのたまう梨乃の視線が、再度拓海に注がれる。

　どんな確信があって梨乃がそう感じるのか。杏沙には理解できない。

　複合機から自席に戻る拓海と目が合うと、「お前ら、仕事しろ」と口パクしてくる。

　仕事のできる男が発する静かな圧は、クールだけれど言に従わせる力がある。知的なその表情からは営業主任としての責務しか感じられない。

　その様子が、杏沙の浮ついていた気分を落ち着けた。

「その勘、今回ばかりは外れるから。主任の言う通り、仕事しよ。ほら、デスクの内線が鳴ってるよ」

　追い立てるように梨乃の椅子を押すと、彼女は慌てて電話を取った。

　杏沙もしっかり気持ちを切り替え、メールソフトを立ち上げた。







　メールボックスには、たくさんの問い合わせメールが溜まっている。杏沙は順番にメールを開封していった。

　内容は、価格相談、物件の詳細な質問など様々だ。その一つ一つに、丁寧に返信をしていく。

　不動産の営業には三種ある。

【販売】自社で所有する戸建てやマンションを個人に紹介して販売する。

【賃貸仲介】住居、事務所、店舗、借りたい人の条件を聞き、賃貸契約を提案する。

【売買仲介】売主と買主をマッチングして売買契約を提案し、商談をまとめる。

　その中で杏沙の部署が行う仕事は販売と売買仲介である。賃貸仲介は店舗ベースのため、杏沙たちは扱うことがないのだ。

　そして杏沙が所属しているのは売買仲介部門。三年ほど販売部門を経験したあと異動したのだ。

　住宅購入希望のある客が訪れる建売物件やモデルルームがある販売に比べ、売買仲介の仕事は難しい。

　売買仲介は土地や建物を売りたい人と売値を相談して、決定したら物件情報をウェブサイトに公開する。

　閲覧した人から問い合わせなどを受けたら対応し、両者の条件が合えば間に入って商談をまとめるのだ。

　問い合わせてくるのは居住するための住宅を買う一見の客がほとんどだが、土地や建物などを不動産投資用として購入する客も多い。

　不動産投資する常連客の担当になれれば営業としては安泰である。彼らは頻繁に高額の物件を購入してくれるからだ。

　そんな顧客が杏沙にも一人だけいる。

　アラブの石油王の元妻（今は未亡人）であり、日本全国にいくつものビルを所有し、銀座にある宝石店のオーナーでもある結ゆう城き麗れい華か。

　移動は運転手付きのリムジンかプライベートジェット。

　いつでもどこでも数名のイケメン執事を引き連れ、常に高級な服を身に纏い、五本の指すべてに大きな宝石のついた指輪をしている、御年六十歳の優美で富豪なマダム。

　売買を担当した際に杏沙のさっぱりした性格が気に入られ、『いい出物があったら、私に真っ先に知らせて。この会社ではあなたからしか購入しないわ』と、にっこり微笑んでくれたのを昨日のことのように覚えている。

　しかしいくら良い顧客がいたとしても、仲介の仕事は待っていればやってくるものではない。

　まず自分が扱う優良な不動産を見つけることから始めなければならないのだ。

　──それが、難しいのよね……。

　そろそろ結城マダムにもいい情報を提供したいのだが、彼女のお眼鏡にかなう物件がなかなか見つからないのが悩みどころだ。

　拓海はその手腕に長けているし、投資する顧客を何人も抱えている。

　良い商談を行うには、情報収集もそうだが、他地域の不動産業者や物件オーナーとの信頼関係も大切だ。

　杏沙を含め、ほかの営業たちは努力して信頼を得て物件情報をもらうのだが、拓海の場合は向こうから「売りたい」「買いたい」「紹介したい」と寄ってくることが多い。

　まさに仕事ホイホイ。天職である。

　──まあ、藤森の場合、どんな職業でも天職になるんだろうけど、みんながうらやむのも、無理ないよね。

　でも拓海が扱いきれない仕事は部下に回るので、売買仲介部門の売り上げの大半は彼で持っていると言っても過言ではない。本当にすごい人だ。

「高梨」

「はい？」

　ふいに名を呼ばれて杏沙が顔を上げると、拓海がそばに来ていた。拓海は杏沙の横に立ち、トン、とデスクに手をつき、やおら口を開く。

「昨日申請があった三日後の古民家内覧の件だけど、俺が同行することにした」

　落ち着いた声音だけれど、どこかうれしそうにも見えるきれいな瞳を見つめ、杏沙は「えっ？」と声を出していた。

「主任がですか？　でもお忙しいのでは？」

「都合はつけた。だから具体的な行程が決まったら教えてくれ」

「あ、でも申請書の通り今回は都内ではなく遠方ですし、いつものように半日で終わらないかと」

「いいんだ。一日かかることは承知してる」

　拓海の指先がトントントンとデスクを叩く。

　わかっていることを聞くなという感じだ。

「では……主任の都合のいい出発時間を教えてください。先方と調整しますから」

「高梨の決めた通りでいい。すぐに予定を立ててくれ」

「……わかりました」

「じゃ、よろしく」

　杏沙は、ひらっと手を振って自席に戻っていく拓海の背中を呆然と見つめた。

　──びっくり……信じられない……。

　この部署では女子が行う営業行為において、重要な規定がある。

【女性営業が一見の客に対応する際は必ず男性営業または男性社員を一名伴うこと】

　これは、過去に一人でマンションの内覧を行った女性営業が男性客に性的な暴行を受けた事件があったためだ。

　マンションでもオフィスでも、入り口のドアを閉めて鍵をかけられれば二人だけの密室状態になる。それを悪用されてしまったのだ。

　内覧業務を終えた直後から女性営業の挙動が不審だったため、当時の女性同僚たちが心配して悩みを聞き出し、ようやく事件が発覚して相手を告訴したと伝わっている。

　それ以来設けられた規定であり、拓海が主任になってからは内覧だけでなく、社外で行われるすべての業務に同行する決まりとなった。

　だから、杏沙たち女子が外勤で売買仲介業務を行う場合、営業主任に申請して同行社員を決めてもらうことになっている。

　けれど入社してから今まで拓海が同行した例は一度もない。

　常に予定が詰まっていて余裕がない上に、主任になってからは管理者としてのデスクワークが増えたためである。

　実際のところは〝女性営業との接触を避けるために拓海が断っていた〟というのが理由だろう、と杏沙は思っている。

　それなのに、今回に限って都合つけたとは……多忙な主任が同行を決意するくらい、みんなは忙しいのか。

　それとも単純に今回の案件に興味があるからか。

　呆然としていた杏沙だが、ふいに横からの熱い視線を感じてハッとして振り向いた。

　梨乃が物言いたげな、キラキラした笑顔を向けてきている。

　──うわっ、梨乃ったら、絶対なんか勘違いしてる！

「ち、違うからっ」

「なんのこと？　私はなにも言ってないよ？　ただ、すご～く貴重なシーン見ちゃったな～と思ってるだけ」

　にこーっと笑う梨乃の頭の中には、杏沙と拓海の関係についての妄想が広がっているに違いない。

　──拓海との関係は、入社以来ずっと変わっていないのに。たとえ、あんなことをしても。

　汗ばむ肌。濡れた唇。拓海にすべてをさらけ出し、お互いの匂いが交じり合った濃密な夜。

　絶頂寸前の感覚と拓海のセクシーな声と表情がフラッシュバックしてしまい、杏沙は思わず頭を抱えた。

　──こんなエッチなこと、仕事中に考えちゃうなんて……昨夜の出来事は、なかったことにしたい……。

　自信満々な拓海の鼻をへし折るなんて、売り言葉に買い言葉的な勢いに乗るんじゃなかった。

　せめて仕事中だけは、思い出さないように気を引き締めないといけない。

「そ……そうよねっ。梨乃の言う通り、主任が同行してくれるなんて、ラッキーで貴重な体験よね。この機会に、いろいろアドバイス受けちゃおう～」

　慌てて口にしたことが棒読みのセリフまがいになってしまい、笑顔を引きつらせた杏沙の背中に冷や汗がたらりと流れる。

　余計に怪しまれたかもしれない。

　梨乃の無言の笑顔攻撃も相まって、杏沙は動揺しながらも客と調整をし、拓海に内覧の行程を連絡したのだった。







　そして内覧当日の朝。

　杏沙は髪をきちんとセットしてしわひとつないスーツを着る完璧なイケメンに対し、一言物申した。

「藤森が一緒に行ってくれるのはすごくありがたいんだけど、私に同行しちゃったら、ほかの人にも同行しなきゃだめだよ」

「ふむ、だめ、か？」

　拓海に語尾を繰り返され、杏沙はギクッと肩を揺らした。

　同期として申す苦言だからか、新幹線のホームという非日常的な場所にいるせいか、相手が上司なのに敬語がおろそかになっていた。

　杏沙はもにょもにょと「すみません。つい、ため口になってしまい」と口ごもると、拓海はあっさりと「かまわない」とのたまう。

「俺に注意してくれるのは、課長を除けば高梨だけだから。貴重な存在だよ」

　うれしそうな口調だが、それでも何事かを思案するように人差し指で顎をさすり、首を傾げている。

「でもそうだな……正直に言うと、俺には高梨とほかの人を平等にするのは厳しい。けど、主任としてなら、俺なりに努力するよ」

　営業主任として慎重に言葉を選んで発言しているようだ。

「ぜひ、お願いします」

　拓海から営業同行宣言を受けた日、部署内にはあっという間に話が広がって微妙な空気が流れたのだ。

　多くの人が『マジで？』と驚き、仲介部門だけでなく販売部門の女子までもが『え～、ずるい』などと嫉妬していて、なんだか気まずい思いをしたのだ。

　梨乃だけが訳知り顔でニコニコしていたのだが。

　──あの子の勘違いは、藤森に彼女ができるまで治らないよね。

　拓海が杏沙の同行を決めたのは、ほかの女子たちと違い、親友としての気安さがあるからだ。ただそれだけのことだ。

　ホームに滑り込んできた新幹線に乗り込み、京都に向かう。

　到着した京都駅から在来線に乗り換え、古民家のある最寄り駅に着いたのは約束の時間の十分前だった。

　田舎の駅とはいえ、そこそこの規模の商業施設が併設しているため、行き交う人が多い。

「待ち合わせは改札のそばですけど、まだ来てないかも」

　ぼそっとつぶやく杏沙の隣で、拓海はさらりと一目見回した。

「ん？　あそこにいらっしゃる男女がそうじゃないか？」

　拓海が示すほうに、夫婦らしき若い男女がスマホを弄りながら立っている。ちらちらと顔を上げる様子は人待ち顔だ。

　事前にもらった顧客情報にある年齢にも合っている。

「そうみたいです。さすが主任、鋭いです」

　杏沙は急ぎ足で近寄り、「私、高梨と申します。失礼ですが、立たち花ばなさまですか？」と声をかけた。

「はい立花です。彼女は妻です」

　顔を上げた女性のほうが拓海を見て驚いたような顔をし、固まっている。拓海に初対面した女性に見られる定番の反応だ。

「物件を見るのを楽しみにしてきました。今日はよろしくお願いします」

　そう言って立花夫は軽く頭を下げ、杏沙もお辞儀を返す。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします。では早速移動しましょうか」

　ここからさらにタクシーで移動すると、古民家に着いたときには十二時近くになっていた。

　古民家の周りには田畑が多くて民家はまばら、美しい田舎の風景が広がる。

　辺りを見回して「きれいなところね」といった立花妻の目がキラキラと輝いた。

「この家は古いですが雨漏りしませんし、中は少し修理すればすぐに住めますよ」

　周囲の景色に見とれる立花夫妻に声をかけつつ、杏沙は玄関の鍵を開けた。

　内覧を開始すると立花夫妻は熱心に各所を見て回り、リノベーションの構想を話し合っている。

　リモートワークが普及している昨今では都会に留まる必要がない。古民家を改装して住みやすくし、畑仕事をしながらの暮らしを希望する若い層が増えているのだ。

　立花夫妻もそのようで、縁側に立ち、周りの景色を眺めて環境のチェックをしているようだ。

「庭も広くていいね」「ブランコ置きたい」などと話しているのが聞こえてくる。

　その様子を眺めていた拓海が、スッと杏沙のわきに立ち声を潜めた。

「高梨。夫妻のうち、財布のひもを握ってるのはどっちだと思う？」

「ご主人ですか？」

　高額の買い物といえば、主たる収入を持つほうに決定権があるだろう。立花夫妻の場合、事前情報に記載された職業から主人がそうだと考えられた。

「違うな。奥さんのほうだ。その奥さんの反応がいいから、押せば即決するよ」

　美声でこそっと耳打ちされて、杏沙の鼓膜が歓喜に震える。

「ほ……ほんとですか？」

「ほんと。だから、くすぐってみろ。いけるから」

　杏沙にはわかっている。くすぐるのは購入意欲だ。

　──でも、でも、普通の言葉なのに、藤森にささやかれると、どうして甘くてエッチに聞こえるの……。

　単なる仕事上の会話なのに、いちいちときめいてしまうのは、拓海の破壊力抜群な魅力のせいだろう。

　いや、杏沙がスケベなだけかもしれないが。

「それから、差し入れ。渡せばさらに購入意欲が増すかもな。合わせて試してみろ」

　杏沙の耳に顔を寄せ、またもひそっと声を投じてくる。

　拓海の吐息で耳が熱せられたように熱く、さらに差し入れの入った袋を手渡しされて指がするりと触れれば、自然と恋の予感が脳内を駆け巡ってしまう。

　杏沙の場合はベッドの記憶がプラスされてしまうから、ときめき効果は数倍に膨れ上がる。

　──ダメダメ、しっかりしなくちゃ。

　上司としてアドバイスしているだけなのに、恐ろしいほど魅惑的だ。

　親友だと自負する杏沙だから、なんとか平静を保っていられるものの、仕事の同行でこんなふうに接近されたら、ほかの同僚女子ならば理性が崩壊するのは間違いない。

　一分にも満たないこのやり取りで、拓海が同行を避ける理由が心底理解できてしまった。

　──やっぱ、ほかの子の同行はやめたほうがいいかも。

「ありがとうございます」

　小声で伝えて中身を見れば、小さなペットボトルのお茶とワッフルが入っていた。

　いつ購入したのだろうか。それに立花妻に購入決定権があると、どうしてわかるのだろう。

　杏沙はありがたく差し入れを使うことに決め、立花夫妻に渡した。そうすれば、お礼を言って差し入れを口にした彼らの表情が和む。

　杏沙はすかさず物件推薦の言葉を並べた。

「周辺には鮎釣りのできる川も湧き水もありますし、少し足を延ばせば温泉もありますから、スローライフの環境としては抜群です。ですから、この物件は問い合わせがとても多いんですよ。みなさん、環境のいいところで子育てしたいみたいですね」

　ほかにも物件の状態の良さ、価格、考えられるランニングコストなどをさらっと説明すると、拓海の言う通り、お茶を飲む夫妻の表情が明らかに変化してきた。

　特に立花妻のほうは決意に満ちた目に変わったように見え、立花夫の腕を引いて杏沙から離れ、こっそり話をしている。

　この物件に対する最終的な意見交換だろう。

　こういうとき、もしも二人の会話がけんか腰になったとしても、仲裁などを考えずに見守るのが鉄則だ。

　話を終えて杏沙のもとに来る立花夫妻の表情が晴れやかだ。

「ここ、今まで検討してきた中で一番いいなと思ってたんですが、現物見るまで決めかねていたんです。でも高梨さんの説明でここに決めることにしました。なにより、妻が気に入ってるんで」

　立花夫は購入を決めてリラックスしたのか、デレッとした笑顔を見せる。拓海の指摘通り、立花妻に決定権があったようだ。

「ありがとうございます！」

　隣にいる拓海が無言で杏沙に差し出してきたのは、物件の購入意思を確認する仮押さえの書類だ。痒いところに手が届く、さすがのアシストぶりである。

「では、立花さま、まずはこちらの仮押さえの書類にサインを……」

　立花夫妻は慎重に書類を読み、夫がサインをした。この書類をもって物件を商談中とし、本契約に進んでいく。

「では本契約については改めてご連絡いたします。その間にお考えが変わりましたら、いつでもご連絡ください」

　立花夫妻と駅で別れ、拓海と杏沙は京都駅に向かった。遅い昼食として駅弁を買い、新幹線の中で食す。

「今日はありがとうございました。でもどうして決定権が奥さんにあるってわかったんですか？」

「それは、ご主人が俺と似ていたから」

「？　立花さんがですか？」

「ああ、そっくりだったよ」

　──どこが？

　立花夫妻は普通の容姿だったので、プライベートに町ですれ違ったら、気づかないと思われるレベルだ。一瞬で人目を惹いて忘れられない容姿である拓海とは、雲泥の差があった。

「性格ってことですか？」

「そう。俺が結婚したら、ご主人のようになる。なにより奥さんが大事で、独占欲が強くて過保護」

「数時間しか一緒にいなかったのに、そこまでわかったんですか!?」

「当然。まあ立花さんの場合は俺と行動が一緒だったから、余計にわかりやすかったよ」

　──一緒……って、どんなところが？

　立花夫妻が建屋の中を見て回っているとき、立花夫は特別な行動を取っていなかったように思う。

　ずっと立花妻のそばにいて真剣に会話している様子は仲睦まじく見えたが、内覧する夫婦ならばどこも似たような感じである。

　立花夫のどの部分が、拓海と一緒だというのか。

「う～ん……」

　いくら考えてもわからない。夫が妻を大事にしているのは伝わってきたが、独占欲と過保護が不明なのだ。

「さりげない手助け、周囲への警戒心、いつでも腕の中に入れられる距離、奥さんのことはすべて自分がする。まあ、ほかにもあるけど、細かいところまで言うときりがない。だから奥さんが買うと言えば、決まると思った」

「そうだったんですか……私には、普通の、どちらかといえばクールな態度に見えました」

「それは、ご主人がクールに見えるように振る舞っていたから。でも俺の目はごまかせないよ」

　そう言ってニッと笑う目がきらっと光って見える。普通ならばドヤァな笑顔になるのだろうが、拓海の場合は自慢げにならない。

　立花夫のこともだけれど、立花妻があの場で購入を決めるほどに物件を気に入っていると見抜いたのもすごいと思う。

　これがトップセールスの観察眼なのか。

　拓海がスピード出世できたのは、外見の良さだけでなく、鋭い観察眼と、差し入れやアシストなどの細やかな気遣いも要因なのだ。

　物件オーナーや顧客も、拓海ならば仕事を任せても良いと思うのだろう。

　──そういえば、主任として部下をまとめる能力も優秀だっけ。

　社長からも一目置かれるわけだ。杏沙など到底敵わない。

「主任のすごさがよくわかりました……」

　一度だけのデートで相手が理想の女性でないと見抜くのも、拓海の鋭い観察眼があってのことなのだ。

　杏沙がため息をつくと、拓海がくすっと笑みを漏らす。

「今日のことは鈍感な高梨にはわからないから、落ち込むな。それより、今夜飲みに行こう。契約決まった祝いにおごってやる」

　頭をポンポンと撫でている拓海の目が優しくて、杏沙の鼓動が跳ねる。

　──同い年なのに、私のほうが子どもみたい。でも、そんなにきれいな目で見つめられたら、どうしていいかわからないよ。

　ときめいているのをごまかすために、杏沙はわざと唇を尖らせた。

「鈍感は余計です。おごりなら、たくさん飲んじゃいますからね」

「いいよ。明日は休みだし、責任は俺が持つから」

　いつものように飲む店を決め、二人が会社に戻ると定時を過ぎていた。
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　足元がおぼつかない杏沙の体を支えながら、拓海がタクシーから降りると、彼女は呂律が回らない口調で口ずさむ。

「ああ～、夜風が気持ちいい～」

　飲酒で火照った頬に当たる涼やかな風が心地いいのだろう。腕の中にいる杏沙はへらぁっと笑っている。

　拓海は愛しげに杏沙を見つめた。

　──酔っ払ってもかわいいとは……。

　契約祝いでいつものお店で気分よく飲み、その後タクシーに乗り、つい先ほど杏沙の自宅前に着いて車から降りたところだ。

　支払いを済ませたタクシーは走り去ってしまったが、拓海にとってはさしたる問題ではない。自分の帰宅よりも無事に杏沙を部屋まで運ぶことが先決だ。

　しかしタクシーの動向に気づいた杏沙が驚き、少しばかり焦っているようだ。腕の中で「あれぇ？」などとつぶやき、わたわたと手足を動かしている。

　その少し滑稽な動きさえもキュートだと感じるとは、かなりの重症だと自分でも感じていた。

　──放してほしいのか？

　華奢な体を包む腕をそっと緩めてみると、案の定一人で立とうとする。

「藤森、送ってくれてありがとね。でも、こっからは大丈夫～。だから、またタクシーを呼んで」

　腕の支えから離れて自分一人で立った彼女は、ふらっとよろめいてしまった。

　焦った拓海は「危ないっ」と叫び、すかさず一本の腕で杏沙の腰を支えてホッと息を吐く。

「ちょっと飲ませすぎたな」

〝仕方ないなぁ〟という、少し緩んだ表情で見つめていると、杏沙の表情がぼぉっとし、じっと見つめ返してくる。

　その潤んだ瞳が美しく、なにを考えているのかわからない危うさも相まって、杏沙のすべてが謎めいた魅力となる。

　──無防備なこの顔は、もう誰にも見せられないな。

　杏沙に関わることはすべて自分が面倒を見たい。

　すでに拓海の独占欲は肌を重ねた夜に火がついているが、燃料が投下された今夜は鎮火できない程に燃え上がっている。

「だから……いいのよね」

　とろんとした表情で突如放たれたセリフに、拓海の胸がきゅんと震える。

　なにも前振りがなく意味不明だが、「いい」という単純な言葉が拓海に言い知れぬ高揚感を与えてくる。

　それでも恋愛感情のこもった「いい」ではないことを覚り、上がった気分がすぐに消沈する。

　拓海の心を翻弄させられるのは、世界中でただ一人、杏沙だけだ。

「なにがいいんだ？　高梨のことは俺が責任持つって言っただろ。部屋に連れて行くから、どこ？」

　暗に強要しているのを覚られないように優しい口調で問うと、杏沙は建物のほうを向いた。

「あそこ、二階の隅っこ……」

　おぼつかない指で自分の部屋を指す。

「ふむ。角部屋か」

　──あそこなら、おんぶでなく横抱きにして連れて行けるな。

　横抱きとはお姫様抱っこだ。

　拓海は無言で杏沙の体を抱き上げた。あれだけ飲んで食べたというのに、まったく重さを感じない。

　抱き上げた瞬間、彼女は「うわっ」と声を上げたが、拒絶の言葉を吐かない。自力で階段を上ることは無理だと自覚しているからだろう。

「動いたら危ないから、そのままおとなしくしてろよ」

「……うん」

　階段をすいすい上っていくと、ふいに杏沙が体に頬を摺り寄せてきた。恋人に甘えるようなその行為に、拓海の胸がドキドキと高鳴る。

「藤森……」

　なんとも甘えた声を出すから、上半身を支える腕にぐっと力がこもった。

　立ち止まって唇を奪い、胸の内を告げたい衝動に駆られるが、今はそのときではないとぐっと耐えた。

　二階の一番奥にたどり着き、部屋番号と表札を確認する。

「ここだな。鍵は？」

　脚の先から丁寧に下ろした杏沙の体を、拓海は後ろから抱きしめるようにして支えた。

　アルコールの混じった杏沙のフローラルな香りが漂ってきて、密かに髪に口づける。

「えっと～……鍵は～」

　鍵を求めてバッグをあさる様子を見つめつつ、もっとセキュリティのいいところに引っ越すべきだと考えた。

　──うん、俺のところがいい。完璧だから。

　しかし二人で住むには狭いから、結婚するには大きな家を用意するべきだろう。その際には杏沙の意見を取り入れたい。

　希望はなんでも叶えてやりたい。広大な庭を持つ一軒家でも、なんならタワーマンションの最上階でもいい。資金など心配しなくてもいいのだから。

　──あの立花夫のように、溺愛ぶりを仲介人に見せつけるのもいい……。

　それならばすべての不動産会社を回るべきだろうと、拓海はほくそ笑む。

　そんなふうに先走った妄想を繰り広げている間に、杏沙はようやく探し当てた鍵を鍵穴に差し込もうとしている。

　だが、どうにも穴が逃げていくらしい。

「あれぇ？　ささらない。なんで～？」

「杏沙、俺に貸して」

　拓海は勢いに任せて名前呼びを実行し、するっと鍵を奪って容易に開錠してスマートにドアを開けた。

　すかさず杏沙の体を運び込むようにして玄関に入り、電灯のスイッチを探り出して点け、慎重に手を離す。

「杏沙、ちゃんと靴を脱いでから上がらないと」

　自分で立ってはいるがふらふらしており、拓海はハラハラと見つめる。転びそうになったらいつでも体を支えられるよう準備もしていた。

「ん……わかってる～」

　そうはいっても手足がおぼつかないようで、杏沙はぺたんと玄関の上りはなに座ってしまった。

「ふぅ」と息を吐き、靴は履いたままだ。

　杏沙の前にかがみ込んで顔を見れば、頬を紅潮させて潤んだ瞳が見つめてくる。無防備でヌーディーな唇がもの言いたげに半開きになっていて、なんとも色っぽい。

　──愛らしすぎて、どうにかなりそうだ。

　今このときの自制心を試されている心地になる。

「この酔っ払いは世話が焼けるな」

　ため息交じりの声を出すが、心の中は杏沙の世話をする喜びに満ちている。

　靴を脱がせる手つきはすこぶる丁寧に、まるでシンデレラのガラスの靴を扱うがごとく、慎重に並べた。

「藤森は優しいね」

「そうでもない。俺が世話するのは、この酔っ払い姫だけ」

「あはは、酔ったら藤森の姫になれるのね」

　酔っ払いは無邪気に笑う。

　明日になったら、今夜のことを覚えていないかもしれない。だから拓海は大いに意思を伝え、名前呼びすることに決めていた。

　記憶の片隅に残ることを願って。

「俺の姫は、杏沙姫だけ」

「……なら……いつも酔ってなきゃ……」

　杏沙はすでに睡眠モードに入っていて、目を閉じてうとうとしていて反応が鈍い。

「杏沙、こんなところで寝たらだめだ。ベッドに行かないと」

「ん……面倒……連れてって」

「もちろん、仰せのままに」

　まどろむ杏沙の体を支え起こし、玄関先だけれど服を脱がせていく。そうすると、以前つけたキスマークが薄いながらも残っているのを見つけた。

　そのうちのひとつに唇を寄せてチュッと吸い上げる。赤みを増したそれを見つめ、しばし独占欲を満たした。

　──白か。今日も清楚だな……。ふむ、ブラも外したほうがいいよな。

　酔っ払いの安眠を守るためには、胸を締め付けないほうがいいだろう。

　ホックを外してするっと抜き取り、キャミソールとショーツだけにして抱き上げた。

　柔らかい肌に意識が集中しがちだが、静かな湖の光景を思い浮かべ、なんとか釈迦のごとくに煩悩を打ち消した。

「ベッドは向こうか？」

　反応を期待せずに問うが、部屋数が少ないためすぐにベッドを見つけることができた。

　──ワンルームか。狭いな。

　決して安くない家賃を払って窮屈な暮らしをしていることを思うと、なおさらに転居させたくなる。

　そっとベッドの上に下ろし、掛け布団をかける。杏沙はすやすや眠っており、朝まで目覚めそうにない。

「かわいいな……」

　明かりは玄関から届くものしかないが、部屋の中はきれいに片付けられていると見えた。

　インテリアにはぬいぐるみなどの女子らしい色合いはなく、杏沙の性格のようにさっぱりシンプルだ。

「さて、今からどうするか」

　ぼそっとつぶやいて自分の取るべき行動を考えた。

　──俺から離れられないようにするために。

　こんなチャンスを放って帰宅するべきではない。

　拓海は玄関先で散らかした杏沙の服を拾って部屋の中にまとめ置き、自身も服を脱ぎ始めた。







堕ちて、溺れろ。








　朝日を感じてまどろむ中、杏沙の頭がズキンと痛んだ。

「ん……痛っ……」

　無意識に心地よい場所を求めて寝返りを打つと、人肌のぬくもりを感じて顔をうずめる。

「大丈夫か？　昨日は飲みすぎたな」

　美声が耳に届き、きゅっと抱き寄せられて頭がヨシヨシと撫でられている。そのありえない状況に気づき、杏沙はぱっと目を開けた。

　──えっ？

　きれいな胸筋をさらし、寝起きなのに色気を駄々洩れにしたイケメンがさわやかに微笑んでいる。

　そのキラキラした雰囲気は目にまぶしいほどで、ぼんやりしていた意識が一気に覚醒した。

「ふ、藤森!?　なんで!?」

　──しかも、裸で！　まさか、またしちゃったの!?

　焦った杏沙が自分の格好を確認すると、以前とは違い、しっかりと下着を身に着けている。しかし、ブラを着けていないのはなぜか。

　──それに、キスマークが一個だけ赤くなってるような……？

　だが、下半身に名残はない。

「おはよう。その驚き方、昨夜のこと覚えてないだろ」

「き、昨日のこと……？　覚えて……」

　いつもの店でたくさん飲んだことは覚えている。拓海と一緒にタクシーに乗ったことも。そのあとの記憶があいまいだ。

　もしかして拓海のところに泊まったのか。そう思ってみるも、狭い部屋の様子はどう見ても自宅であった。

　──私、藤森をお持ち帰りしちゃったってこと？

「あ、あの……」

「やっぱりか……。あんなに甘えてきたのに、忘れられたのはショックだよ。俺は精いっぱい尽くしたんだ。それなのに」

　藤森は沈んだ声音を出し、瞳に悲しみを宿らせて杏沙を見つめている。

　杏沙は罪悪感に苛まれた。

「私が？　藤森に？」

　──甘えたの？　どうやって？

　なんとか思い出そうとするが、二日酔いの頭痛と、裸の拓海が自分のベッドにいる事実に動揺して集中できない。

「そう。この唇も、目も、俺を捉えて離さなかった」

　拓海の手が杏沙の頬に触れ、親指の腹で唇をそっと撫でる。

　自分を見つめる切なげな瞳と唇に受ける官能的な刺激に囚われて、杏沙は身動きができないまま胸をときめかせてしまう。

　同時にズキズキと頭が痛み、「うっ」と顔をゆがめた。

「まったく。この、酔っ払いが」

　非難するような言葉とは裏腹な、笑みを含んだ柔らかい口調だ。

　昨夜の杏沙は酔っ払って醜態をさらしたであろう。

　それなのに杏沙に対する怒りも蔑みも込められていなくて、ただ〝仕方ないなぁ〟という思いだけが伝わってきている。

　それはあきらめではなく愛情が感じられるもので、〝拓海になら、なにがあっても嫌われることはない〟と思わせられるものだった。

　拓海が抱いているその愛情は友人としての親愛の情で、それ以上のものではないはずだ。

　それは杏沙にも言えることで、拓海に対しては友人以上の感情を持たないようにセーブしている。

　そうしないと二人の関係が壊れてしまうから。

　だけど、具合が悪くて弱っているのも相まって、杏沙は無性に甘えたくなっていた。

　──そばにいてほしいな……彼女でもないのに、ずうずうしいか……。

「頭痛だけ？」

　額に触れる拓海の手はひんやりしていてとても気持ちがいい。杏沙はされるがままに身を任せ、目を閉じた。

「うん……ズキズキする」

「わかった。ゆっくり寝てろ」

　拓海は杏沙の背中をポンポンと叩いてベッドから下りて服を着ると、玄関のほうに向かっていく。

　──そっか。やっぱり帰っちゃうよね。

　いくら親友とはいえ、これ以上を求めるのは無理だろう。

　杏沙の具合が悪いのは病気ではなく自業自得なのだから、帰宅する拓海に対して声を上げることができない。

　今日は休業日だから、拓海にも予定があるに違いないのだ。

　たとえばデートとか。

　パタンとドアが閉まる音がすると、しゅんと気持ちが落ち込んだ。

　昨夜はどれだけの世話をかけたのか。覚えていない自分の所業を恨めしく思う。

「あ～、あんなに飲むんじゃなかった」

　拓海の機嫌も良くて話が弾み、お酒もおいしかった。それに普段は飲みすぎだとストップをかける拓海が、昨夜に限ってなにも言わなかったせいもある。

　おそらく二人とも飲酒が過ぎて羽目を外してしまったのだ。

　こうなると、今まで杏沙に飲酒の失敗がなかったのは、拓海の管理のおかげだったと思い知らされる。

『飲んでばかりじゃ悪酔いする。ほら食え。口を開けろ』

『これを飲んだら飯を食え』

『それでやめとけ』

　はぁ～っとため息が漏れる。

　仕事の厳しさも些細な愚痴も失恋の痛手も、拓海と飲んで憂さ晴らしをしてきたのに、一度も悪酔いをしていない。

「いつも藤森任せだったなんて……私ってほんと、おバカ」

　おかげで人生初の二日酔いである。反省しきりだ。

　喉の渇きを感じた杏沙はのろのろとベッドから下り、キッチンでコップ一杯の水を飲んで再びベッドにもぐり込んだ。

　目をつむっても拓海の顔がちらついている。

　心細くて寂しくて、人恋しくてたまらない。具合が悪いと心も弱るのだ。

「寝てるのか？」

　──えっ？

　ぱっと目を開けると、拓海が見下ろしていた。

　──いつの間に？　物音にはまったく気づかなかったのに。

「藤森……帰ったんじゃなかったの？」

　問えば拓海は「なに言ってんだ」と、少しむっとした顔をする。

「俺が杏沙を放って帰るわけないだろ。コンビニに行ってきたんだ。スポドリとフルーツ買ってきたから……食べられるか？」

　言いながらコンビニ袋を杏沙に見せる。

「……うん」

　拓海の顔を見ただけで身の内に歓喜が湧き上がり、どうにも笑顔が抑えられない。杏沙は掛け布団を引き上げて、へらぁっと崩れた顔を隠した。

　──でも、聞き間違いかな。今、名前呼びされた気がするんだけど。

　歓喜と小さな疑問が心の中で渦巻いて、なにも言えずにいる杏沙の顔を拓海が覗き込む。

「朝より顔色がいいな」

　そう言って安堵した顔をする。

　しかし、顔色がいいのは回復したからではなく、杏沙の胸がドキドキしているせいだ。頭痛は和らいではいない。

「それ以外にも買ってきたものあるから、あとでキッチン借りるよ」

　拓海はベッドのそばに座ってコンビニ袋をガサゴソするとやおら立ち上がり、杏沙の背中に手を差し入れてあっと思う間もなく体を起こした。

「藤森？」

　体を起こした疑問を込めて名を呼ぶと、拓海はベッドの上に腰かけて杏沙と向き合った。

　ついで、クールな表情でカットしたフルーツが数種類入った器と、プラスチックのフォークを見せる。

「フルーツ食べるだろ。口を開けてくれ」

「えっ、自分で食べられるよ？」

「杏沙は具合が悪いんだから、フルーツさえも手に重く感じるだろ。おとなしく厚意を受けるべきだ」

　──また名前呼びしてる……！

　聞き間違いではない。はっきりと耳に届いた三つの音の並びは、間違いなく自分の名前だった。

　──どうして。なんで。どんな心境の変化？

　昨夜、きっかけになるような出来事があったのか。

　友人同士でも名前呼びし合う例もあるだろう。けれど二人の関係は一歩引いた姓呼びで、それが友人としての線をしっかり自覚させていたのだ。

　それに〝フルーツさえも手に重い〟とは、すこぶる過保護になっている。

　二人の関係が微妙に変化したのは間違いない。

　動揺する杏沙をよそに、拓海は「あ～ん」と言いながらイチゴを刺したフォークを口元に運んでくる。

「杏沙のために買ってきたんだから」

　こうなれば、従うしかない。

　拓海の差し出すフォークを受け入れると、口の中にさわやかな甘酸っぱさが広がった。ほんの少しの果汁だけれど、先ほど飲んだ水よりも体内に沁み込んでいく心地がする。

「おいしい」

「よかった。二日酔いにはビタミンＣがいいんだ。頭痛のもとになってる成分を分解させるから、食べれば楽になる」

　さっきまでクールな表情をしていたのに、今は蕩けるような甘い笑みを向けてくる。

「うん、ありがと。ごめんね、迷惑かけて」

「そう思うなら、しっかり食べて体調を戻せよ。俺がずっとそばにいるから」

　少し潤んだ目で見つめながら優しく頭を撫で、かいがいしく口までフルーツを運んでくれる。

　──どうしよ、優しすぎるよ……。

　拓海には杏沙をときめかせている自覚はないのだろうか。

　こんなに甘やかされれば、女として愛されていると勘違いしてしまう。

　がしかし、杏沙はおめでたい思考に陥ってはならないのだ。

　拓海が杏沙に行うことすべては、友人ゆえの思いやりであり、純粋な厚意なのだ。

『二人は親友』

『私は彼の理想の女性ではない』

『優しさに負けてはいけない』

『逆の立場なら、私も同じことする』

　等々心の中で必死に唱え、拓海が口に入れてくれるフルーツを咀嚼した。

　カットフルーツが空になると、拓海は「しばらく寝てろ」と言い残し、キッチンに向かった。

　ザーッと、水道を使う音が狭い部屋の中に響く。

　二日酔いにはフルーツがいいなんて、拓海はなんでも知っている。気のせいか頭痛も楽になってきていた。

　──ほんとに、素敵な人なのよね……。

　仕事、容姿、一途さ、セックス、すべて優良な完璧に近い男。不可なのはただ一点、振った女性に冷酷であることのみ。

　しかしそれも女性からの執着を避けるためには仕方がないことで、半端な態度を取っていればストーカー被害にあうことも考えられる。

　過度な執着は怖い。

　それに拓海の場合は冷酷な態度を取っても批判も非難もされない。

　──なぜなら、完璧だから。

「だから、いいのよね」

「なにがいいんだ？　昨日も同じことつぶやいてたけど」

　ハンカチで手を拭きながら、きょとんとした表情で問いかけている。

「昨日も？」

　拓海は「そう」と相槌を打ちながら、ベッドの上に腰かける。

「俺が杏沙を抱き寄せているとき……俺のことを、この熱いまなざしで見つめながら言ってた」

　伸びてきた両手が杏沙の頬を包み、端整で甘い顔が至近距離まで迫る。

　杏沙の顔がボッと音がするかのごとく、熱くなった。

「おかげで俺の心は囚われたままだ。〝いい〟ってなんのこと？　教えてくれ」

　イジワルそうな微笑みなのに、とんでもない魅力を放っている。

　それに逃がさないという意のこもった目は、視線で焦げそうなほどに熱いと感じた。

「と、囚われたって……あの……」

「言葉の意味そのまま。だから教えて？」

　ギシッとベッドがきしむ音がし、杏沙の顔周りのマットが沈んだ。拓海が両肘をついたのだ。

　そのせいで顔がますます近づいている。そのキスをしそうな距離に、杏沙の胸は壊れそうなほどにときめいていた。

　この状況にどう対処したらいいのかわからず、逃げたくても両頬を包まれていては身動きができない。

「でも、同じ意味じゃないかもしれないし……？」

「それでもいいから」

　──声もまなざしも、どうしてこんなに色っぽいの……。

　返答次第でなにが起こるかわからない。そんな、ゾクゾクするほどの危険な香りを纏わせている。

　杏沙はごくんと喉を鳴らし、口を開いた。

「……藤森は完璧だなって思ったの」

「うん。どこが？　全部教えて」

「藤森は……仕事は営業も部下の扱いもうまくて有能だし、性格も……理想の女性を追うとこは一途だと思うし、優しくしてくれるし、こんなふうに面倒見もいいし、容姿も見惚れちゃうくらいに素敵で……」

　先ほど考えていたこと。そのすべてを言う前に杏沙の声が詰まった。

　それはセックスのことだ。どう伝えればいいのか迷う。

　ふと体を重ねた夜の魅惑的なボイスを思い出し、下半身にあのときの快感がよみがえってしまった。

　体の芯がきゅんと痛み、蜜がじゅわっとあふれる感覚がする。

　──こんなときに思い出すなんて。二日酔いなのに、私ってなんてエッチなの……。

「……それだけか？」

　至近距離にある形のいい唇が動くたび、官能的な空気が濃くなる。蠱惑的な声に誘惑されるように、杏沙の欲望が増していった。

　──藤森に愛されたい。

　あわよくば、独り占めしたい。

「その……エッチも……よくて……」

　おずおずと口にすると、拓海の唇がゆっくり動き、きれいなカーブを描いた。

「それが、〝いい〟の？」

　見つめてくる瞳は蕩けるように甘く、自分の唇をゆっくり舐める舌は官能的に映る。

　拓海の見せることすべてが杏沙の淫らな記憶を呼び覚まし、ますます体が熱くなっていった。

　──このままじゃ、やばい。私から襲っちゃいそう！

「そ、そうじゃなくて。完璧だから、どんなに冷酷な態度を取っても嫌われなくて、いいってことなの」

　慌てて説明すると、拓海は虚を突かれたような表情になった。のもつかの間、すぐに表情が戻り甘い空気を纏う。

「なにがあっても、杏沙には冷酷になれない。それに昨日も伝えたけど、俺が酔っ払いにたいしてこんなふうに親切にするのは、杏沙姫だけだよ。俺はほかの誰も世話をしないし、誰にも杏沙を任せない」

　──なんか、とんでもないことを言われているような……。

「姫って……じゃ、じゃあ、いつも酔っていようかなっ」

　甘いムードを消すためにも冗談っぽくすると、拓海の手が両頬から外れた。

「昨日もそう言ってた」

　笑いながら身を起こし、人差し指でトンと杏沙の額を突く。

「早く二日酔いを治せ。俺のためにも」

「……うん」

　名前呼びする理由を聞きそびれているが、拓海は帰る様子がないから、また尋ねるチャンスがあるかもしれない。

「昼飯作るから、キッチン借りるよ」

　杏沙はようやく気づいたのだった。拓海は杏沙の世話ばかりしていて、自分のことを一切していないことに。

「藤森ごめんね。キッチン、すごくちっさいけど自由に使っていいから。冷蔵庫の中身も好きなもの使っていいよ」

　幸いなことに食材を購入したばかりで、冷蔵庫の中には肉も野菜も豊富な材料がそろっている。

　拓海は冷蔵庫の中を物色し、「よし、うまい飯作ってやる」と、ニッと笑う。

　ガタガタと鍋を出す音を聞きながら、罪悪感に苛まれた杏沙は一刻も早く頭痛を治そうと思ったのだった。







　そして午後五時過ぎ。

　拓海の献身的な看病（？）のおかげで、杏沙は完全復活していた。

　彼が作った昼飯は、アルコールを分解するというビタミンＢ１の入った豆腐、肝臓にいいというシジミのインスタント味噌汁、加えて野菜と卵の入った雑炊、とことん二日酔い仕様だったのだ。

　しかもそれをすべて「あ～ん」で食べさせてくれたというかいがいしさ。

　酔っ払ってお持ち帰りしてしまったせいで、拓海の貴重な休日をつぶしたのだ。それに見合う礼をするべきだろう。

　というわけで杏沙はベッドからスッと下り立ち、のんびりとスマホを弄っている拓海に宣言をした。

「夕食は私が作る」

「もう平気なのか？」

「うん、おかげさまで治ったよ。藤森には改めてお礼するね」

　顔を上げた拓海の目が、杏沙の体をさらりと流した。

「……キッチンに立つ前に、服を着たほうがいいな」

「わっ、そうだった！」

　身に着けているのは白地のキャミソールとショーツのみ。ブラさえも着けていないのだ。こんもり膨らんだ部分にツンとした頂点がはっきり浮かび上がっている。

　杏沙は慌ててクローゼットからスウェットの上下を引っ張り出して素早く着込んだ。少々胸元が心もとないが、この際ブラは着けないままでいい。

「俺は、そのままでもかまわなかったけどね」

　拓海はクスクスと笑う。

　冷や汗をかいていた杏沙はコホンと喉を鳴らした。

「……藤森、お風呂入ってなくて気持ち悪いよね。夕食作っている間に、シャワー浴びてさっぱりするといいよ。着替えがなくてごめんだけど」

「そうだな……じゃあ、お言葉に甘えて。バスルーム借りるよ」

「うん。バスタオルは脱衣所の棚にあるのを使って」

「夕食楽しみにしてる」

「任せて。おいしいの作るね」

　拓海は相槌の代わりにひらっと手を振って脱衣場に消えていった。

　任せてとはいったものの、杏沙はメニューを考えていない。

　──藤森の雑炊、おいしかったな……。

　野菜は細かく刻んであったし、卵はふんわりしていた。

　味も優しくて、料理が得意そうなのは意外だった。レシピも豊富なのかもしれない。

　またひとつ、完璧要素が加わってしまった。

「藤森には誰にも敵わないよ」

　茄子、ピーマン、玉ねぎ、にんじん、ひき肉。

　野菜たっぷりドライカレーに決まりだ。

　茄子を一口大にしてほかの野菜をみじん切り。固形カレーの素をお湯に入れて溶かし、茄子、肉、その他の野菜の順に炒める。すべての野菜がしんなりしたら、液体になったカレーの素を加えて煮詰めていく。

　簡単でおいしい料理だ。

　ぐつぐつと煮込んでいると、スパイシーな香りが立ち上ってくる。食欲がそそられる匂いに、杏沙のお腹がぐぅっと鳴る。

　体は健康。拓海のおかげで感謝しきりである。

「あとは、ケチャップとソースで仕上げるだけね」

「いい匂い。へえ、ドライカレー？」

　バスルームから出てきた拓海が鍋を覗き込んだ。

「うん」

　隣からふわっと漂うフローラルな香りは杏沙の使うシャンプーのものだ。カレーの強い香りにも負けずに漂ってくる。そのくらい、近くにいるのだ。

　けれどまったく嫌じゃない。

　むしろ、もっと近づいてほしいとさえ思っている。

　そっと抱き寄せてほしいとか……考えてしまう。

「俺、これが好きなんだ。一気に腹が減ってきたよ」

　杏沙の欲望とは裏腹な、拓海の喜ぶ声がするだけだ。

　──バカみたい。昼間にちょっと甘いムードになったからって、期待しちゃいけないのに。

『俺はほかの誰も世話をしないし、誰にも杏沙を任せない』

　あの言葉を聞いたときは動揺したが、きっと特別な感情はないだろう。あるとすれば、親友としての独占欲か。

　杏沙は拓海の理想の女性ではないのだから。

　だからはっきりと〝愛している〟という言葉を聞くまでは、友人としての距離を保って付き合うべきだろう。そうしたほうがいい。

　──好きにならないように、しっかりセーブしなくちゃ。

「好物でよかった。もうすぐ出来上がるから、向こうで待ってて」

　そう言って振り向いた杏沙の目に、バスタオルを首にかけている拓海が映った。

　濡れた髪と湯上りで紅潮した頬、それに適度にはだけたシャツから覗く胸元がとてもセクシーだ。

　まるで恋愛映画の主人公のように、拓海のいる空間だけが輝いて見える。

　──こんな狭い部屋にいてもらうの、ほんと申し訳ないよ。

　対して杏沙は着古したスウェットとボサボサの髪。恋愛映画で言えば、女主人公の引き立て役レベルしかない。

　ご飯作る前にシャワー浴びておけばよかったと思うも、もう遅い。

　酔っ払って二日酔いになり、みっともないところばかりを晒しているから、女性としての杏沙の評価は駄々下がりに違いない。

　こんな無頓着な女性を完璧男の拓海が愛するなんて、天と地がひっくり返ってもないだろう。

　拓海が放った言動の謎も相まって、杏沙の心中はジェットコースターのように浮き沈みを繰り返している。

　こんな感情を味わったことがない。

　男女の関係は、今まで単純だった。

　相手が『好き』と告白してきて友達として会ううちに杏沙も好意を持つようになり、恋人に昇格していたのだ。

　だからこんなふうに翻弄されるのは初めてのことで、その元凶がモテすぎ男だと思うと少々憎らしくもなる。

　そんな杏沙の心理を知らぬ拓海は濡れた髪のまま座ってスマホを弄り、料理が出来上がるのを待っている。

　まるで恋人のようだが、そうではない。

　煮詰まってきたドライカレーの仕上げをし、盛り付けをしてテーブルまで運ぶと拓海の顔がはしゃぐ子どものように変わった。

　──こんな無邪気な顔もするのね。

　いつもクールな顔をしているのに、ここ最近は、今まで知らなかった表情ばかりを見ている。

　もっと違う顔もするのだろうか。

　泣いたり、怒ったり。そんな表情も見てみたいと思う。

「おいしい。杏沙は料理が上手だな」

「藤森はオーバーだよ。カレーの素使ってるから誰でも同じ味になる」

　くすくすと笑う杏沙に対し、拓海は「そんなことない」ときりっと言い返す。

「仕上げの分量でだいぶ差がつくんだから。杏沙のは、絶妙に俺の好みだよ」

「ふぅん、それを言うなら、藤森こそ。お昼食べた雑炊すごくおいしかったよ。どこで腕を磨いたの？」

「一人暮らしが長いから当然」

　お互いの料理の腕を褒め合う、ほのぼのとした雰囲気が心地いい。こんな時間が続けばいいと思う。

　けれど、料理が出来上がって二人でテーブルを囲むと、改めて感じる拓海の上品さと部屋の狭さ。

　ベッドと家具を置いた八畳の部屋では、ゆったりとくつろぐスペースはないといっても過言ではない。

　身長の高い彼をこんなところに一日中閉じ込めていたのだ。日ごろは広い空間で過ごしているのだから、さぞかし窮屈だっただろう。早く解放しないといけない。

　あと少しで拓海がいなくなる。

　そう考えると寂しさがよぎった。

「ごちそうさま。うまかった。ありがとう」

「どういたしまして。藤森、ほんとにありがとね。すごくお世話になっちゃった。もう帰らないと、だめだよね。だから、すぐにタクシー呼ぶね」

　食べ終わった食器を片付けようと伸ばした杏沙の手に、拓海の手のひらが重なった。

「呼ばなくていい」

　拓海の手は重ねただけでなく、ぐっと強く握っている。

「でも、歩いて帰らせるわけにいかないもの。バスや電車よりもタクシー使ってほしいし」

「いいから、呼ぶな」

「へ？」

　──どういうこと……？　自分で呼ぶってこと？

「帰りのタクシー代は、私に払わせてほしいんだけどな？」

「うん……そうしてもらうかな。でも今は呼ばなくていい」

「？」

　杏沙の頭の中にいくつもの疑問符が躍る。

「帰りたくないって言ったら、どうする？」

　中世の貴公子のように唇で指に触れ、そのまま杏沙を見つめてニッと笑う。

「うっ……」

　そんなとてつもなく破壊的な色気を持った紳士的な行為で、付き合いたての彼氏に甘える女子のようなかわいいセリフを言うとは……！

　予想外すぎて頭が真っ白になり、口をパクパクさせる杏沙の体がひょいっと動かされ、家具を背にして拓海の腕に囲い込まれた。

　家具に腕を突きたてている拓海の片脚が、杏沙の膝の間にすぅっと入り込んでいる。

　背は家具、両側は腕、前方は脚。四方を塞がれていては逃げることもできない。静かな部屋の中には、杏沙のドクドクと動く心臓の音だけが響いている気がした。

「まず、昨日さんざん甘えて煽ってきたのに、誘惑に堪えた俺を褒めてくれ」

「煽ったって、私が？」

「うん。俺に頬を摺り寄せてきたし、色っぽい顔で甘えた声を出して、ベッドまで連れてって……と」

「そ、そんな……」

　──私が、そんなふうにしたの？　ほんとに？

　どちらかといえば杏沙は甘えられるほうで、ほろ酔いしても甘えたことはない。

　どれだけ思い出そうとしても甘えた覚えがないけれど、拓海がそうだと言うなら事実なのだ。

　拓海は無言のまま杏沙を見つめ、返答を待っている。身動きできないこの状況を打開するには要求通りにするしかない。

　杏沙はぐっと喉を詰まらせながらも褒め言葉を探した。けれど杏沙の少ない語彙では難しく、やっとのことで引き出したのは……。

「え……えっと……大変よくできました？」

「俺は小学生かよ」

「ごめんっ……でも特大の花丸つきだから」

「許さない。俺は大人の男だから、それじゃ満足できない」

　イジワルにも色っぽく微笑む端整な顔が近づいてきて、思わず目をつむると、ひそっとした美声が耳に届く。

「杏沙がほしい。杏沙は俺がほしくないのか？」

　はむっと耳たぶが甘噛みされてチュッと吸われ、首筋がゾクゾク震えてなにも考えられなくなる。

「前、俺なしではいられない体にしたつもりなんだけど。どう？」

　ささやき声を投じながら耳たぶを舌先で弄る。拓海の吐息でもくすぐられ、杏沙の腰がそわそわ震えて下半身に熱を帯びてくる。

　太ももの間にある拓海の膝がもぞもぞと動いて刺激されると、体の記憶が呼び覚まされて否が応でもこの先を期待してしまう。

　──抱いてほしい。

　でもそんなことをしたら、いけない関係に陥るだろう。お互いに特定の人はいないけれど、親友の枠が崩れるのは避けたい。なのに……。

「んっ……そんなこと……。たった一度なのに……そんなこと、あるわけない……」

「何度もイかせたつもりだったけど足りなかった？　杏沙の体は強欲だね」

　耳にふぅっと息が吹き込まれると、杏沙の体がゾクゾクしてふるるっと震えた。

「ち、違うの……」

「違わない。それなら今度こそ、身も心も俺に堕ちて溺れるように、あの夜以上にイかせてあげようか」

　蠱惑的なボイスの宣言は、鼓膜だけでなく脳までも痺れさせる。

　言葉の意味を理解する前に、顎に指が添えられてくいっと動き、杏沙の視界が拓海の顔でいっぱいになった。

「待っ……」

　杏沙の声を遮るように拓海の唇が重ねられた。

　食べられるかのごとく何度も唇を吸われている。

　あの夜にした優しくも刺激的なキスとは違う。気遣いの塊である拓海らしくない、乱暴ともいえるもの。

　呼吸さえも奪われる激しさに抗うことができず、杏沙は拓海の背に腕を回してポンポンと叩いた。

　──ちょっ、苦しいからっ。

　渾身のメッセージを受け取ったのか、拓海が唇を離したので杏沙は大きく息を吸い込んだ。

「ごめん。感情が先走って冷静さを欠いてた。でも悪いけど、もう止める気はないから」

　杏沙の体が拓海の腕に掬われてふわりと浮き、大きく一歩動くとすとんとベッドの上に下ろされた。

　横になっている杏沙の上に拓海が覆いかぶさり、獣のような情欲を宿した瞳に射すくめられる。

　拓海から発せられる、燃えるように甘い熱に浮かされている。杏沙の中の親友という心のブレーキが外されて、止められない欲に変わっていった。

　今このときに肌を重ね合うのは、前回のお試しとは違う意味を持つ。とても危険な香りがする。

　けれど朝からじわじわと拓海の熱に煽られていた杏沙は、拓海からの最後の一押しで心の垣根を壊されてしまったのだ。

　このあとの関係の変化などどうでもいいとさえ思い、今はただ切に彼を求めている。

　──彼が、ほしい。

　それに拓海は言ったのだ。

『なにがあっても、杏沙には冷酷になれない』と。

　杏沙も同じ気持ちで、拓海には冷たくできない。

　──彼と私の想いは、きっと同じ熱量。

　杏沙は言葉の代わりに拓海の首に腕を回し、そっと引き寄せて唇を合わせた。

　瞬間、拓海の体が驚いたようにぴくっと揺れて制止したが、すぐさま強く唇を押し付けてきた。

　けれど先ほどのような乱暴さはなく、柔らかく優しく、甘い。杏沙の反応をたしかめながらの行為。これが本来の彼の触れ方だろう。

　クチュっ……チュッ……ムチュッ。

　お互いの舌を絡め合うと唾液の混じる音が響き、その淫靡さに扇情されて、二人は夢中で舌を合わせた。

　杏沙の技術はつたないながらも、互角に唇を合わせていた。それでもいつの間にか主導権を握られていて、拓海のペースにはまっていく。

「ん、ふっ……」

　拓海の舌は艶めかしく動いて口中を攻め、杏沙の弱いところを刺激してくる。

　歯列をなぞり、舌のサイドから裏までをチロチロと愛撫してくる。くすぐったいような気持ちよさに蕩けさせられて、なにもできずに甘い息を吐かされるばかりだ。

「んっ……ふっ……ん……」

　──だめ……どうにかなっちゃう……。

　気持ちよすぎて自分を失いそうで、せめてもの抵抗に拓海の服をぎゅっとつかむけれど、攻めは一向に衰えず、却って深くなっていった。

　上顎を舌先でくすぐられれば、腰がゾクゾク震えて体も心もとろんと蕩けてしまう。

　さらに舌先をジュッと吸われると、甘い痛みを伴う刺激に体の力が抜け、拓海の首に回していた腕はしどけなくシーツの上に落ちていった。

　杏沙の意識が拓海の色に染められて、涙に濡れた視界はぼんやりしている。それを覚ったように、ちゅぽんと、音を立てて唇が離れた。

　目の前で動くつややかに濡れた唇が艶めかしく、杏沙はとろんとした瞳で見つめた。

「色っぽい顔……堕ちろ。俺は本気だ」

　杏沙の頬を包んでいる拓海の声は微かにかすれ、視界が少しぼやけているせいか瞳も揺れているように思える。

　拓海の口にした『本気』の想いは、どこにかかるのか。

　体のつながりか、心のそれか。堕ちるのはどこか。そんな疑問さえも今は些細なことに思えてしまう。

　体を求め合うお互いの心にあるのは、ただの所有欲にすぎないのかもしれない。

　友人としての拓海を失いさえしなければ、この行為に杏沙への愛がなくてもいいと考えている。

　それほど杏沙は今、拓海を欲しているのだ。

「うん、なにも考えられなくして」

「……その言葉、後悔するなよ」

　拓海の指が杏沙のスウェットの裾をつかんですぽっと脱がし、ついでパンツもするすると下ろして足先から引き抜いた。

　身に着けているのは白いキャミソールとおそろいのショーツのみ。日中過ごしたそのままの姿になると拓海の目がスッと細められた。

　拓海はデコルテに唇を寄せ、白い肌に残る痕跡のあとをたどるように吸い上げていく。マーキングの花弁は以前にもまして濃くなった。

「それ……どうしてつけるの？」

「杏沙が今を忘れないようにしてる」

　大きな手のひらでこんもりした山を裾野から包み込むように、ゆっくり撫で上げる。

「柔らかいな……でも、ここ」

　言いながらキャミソールの布をぴんと張らせ、頂点でツンと、その位置を主張している尖りをさらに際立たせた。

「見ろ。ほかは柔らかいのに、ここだけ硬く尖ってる……そんなに俺のキスが気持ちよかったの？」

　ぷっくりした部分を見せつけつつ、イジワルな瞳でそんなことを尋ねられれば、恥ずかしくて仕方がない。

　杏沙はついっと目を逸らした。

「そんな……聞かなくても、わかってるくせに」

「俺がさんざん貪った、杏沙の小さな口で言ってほしかっただけ。でも、杏沙の欲張りな体はそれだけじゃ満足しないんだろ」

　山頂で張られている小さなテントの中心を、すり……と親指の腹でこすった。

「んん……」

　羽でくすぐられているような淡い刺激に、杏沙の肩がぴくっと揺れる。

「もっと」

　そうすれば指の動きが早まり、淡かった刺激が強くなっていく。

　こすり、叩き、はじく、を繰り返す先端を小刻みに弄る優しい指使いは、ゾクゾクするような快感を与えてくる。

　爪の先でカリカリと刺激されると蜜壺からジュワッと透明な液があふれた。

「あっ……んん……んっ」

　──こんな……布越しなのに……。

　拓海は杏沙に快感を送りながら、乱れ喘ぐ姿を静かに見ている。その端整な顔がふと微笑み、ふいに沈んだ。指で弄り続けていた尖りをちゅぅっと吸う。

「ぁあっんっ」

　突如もたらされた痛みにも近い甘い刺激で杏沙の背が跳ねる。

　拓海のほうに胸が突き出されて「もっと」とせがむような形になり、容赦なく蕾を吸われてしまう。

　チュパッ、ジュッ、チュッ。

「や……そこばかり……あっあっ」

　口と指で送り込まれる快感に喘ぎ、下半身にはどんどん熱がたまっていく。

　割れ目がぐっしょり濡れて疼いて仕方がなくて、杏沙はきゅっとシーツをつかんでこらえた。

　拓海の唇が吸い上げたそれから離すと、唾液で濡れた薄地の布がピトッと肌に張り付き、ピンクに色づいた蕾が透けている。

「布越しなのに、そんなに感じたの？　エッチな体になったね」

　拓海は透けた部分をツンと指ではじきながら蠱惑的に微笑む。

「っ……藤森のせいよ」

　涙目で訴えると唇がついばまれ、拓海の指がキャミソールの肩ひもにかかった。

「俺のせいなら、もっと淫乱にいやらしくなれ」

　細いひもが肩から外され、胸を覆う布がするんと下にずらされる。

　白い布はみぞおちのあたりにとどまり、ずらされた肩ひもは、肘付近の中途半端な位置で止まっている。

　腕が動かしづらく、まるで拘束されているようで、窮屈に感じた杏沙がひもを外そうと身じろぐと、拓海の手がストップをかけた。

「そのまま」

「なんで？」

　つややかな白い肌には拓海が強めたマーキングと、桜色に色づいた蕾がつつましくもツンと起ち、各々存在を主張している。

「さらにエロくなるため」

　拓海はツと舌を出し、杏沙に見せつけるようにチロチロと蛇のように動かす。官能的で艶めかしいそれから目を離すことができない。

　──直に舐めてもらえたら……。

　舌の先がツンと立った蕾に近づいていき、杏沙の体が期待でゾクゾク震える。

　けれどぴたっと止まってしまう。赤く尖った舌が淡いピンクの先端に触れそうで触れないのが、もどかしくてたまらない。

　杏沙が胸を突き出すと、レロ、と舌先が触れて痺れるような快感に襲われた。瞬間、彼の口角がくいっと上がる。

「自分から突き出すなんて、そんなに舐めてほしかった？　もっとしてあげるよ」

「んくっ」

　硬く尖った舌がツンツンと先端をはじく。

「あん、あっ」

　指の愛撫を受けていた蕾がきゅうっとねじるように摘まれ、舌ではじかれていたほうはコリッと甘噛みされる。

　両方の尖りに同時にもたらされた強すぎる刺激で、杏沙の体に電流が流れたかのようにびくんっと揺れた。

「ああぁっ」

　腰が浮いたところを利用するように、ショーツがするっと脱がされて床に放り投げられる。

「今、ちょっとイッたな」

「……ん」

　杏沙は赤くなった頬を隠した。

　過去に不感症と断罪された杏沙だ。胸だけで達したなんて信じられないことだけれど、一瞬頭が真っ白になったのだ。達したと認めるほうがいいだろう。

「ついでに言うと……」

　スッと耳元に唇を寄せ、「耳だけでもイってただろ？」とささやく。

　杏沙の首筋がゾクゾクして、拓海のすることすべてに敏感な反応をしている。

「うそ……でしょ」

「ほんと」

　拓海はクスと息を漏らす。

　音のみが耳に届いた、それすらも気持ちがいいと感じている。どうしてなのか。拓海限定なのか、別の人でもこうなるのか。

　──でもほかの人と試したいとは思えない。藤森だけでいい……。

　杏沙の股間にあてがった拓海の指が、割れ目を上から下に向かってツーッとたどった。

「ああっ」

　胸をかわいがられていた最中に溜まる一方だった下半身の疼き。

　どうしようもなく高まっていった熱と拓海の魅惑に扇情されて、少し触れただけの刺激でも強い悦びを感じてしまう。

「もうグショグショになってる。ちょっと触っただけなのに」

　拓海が濡れた指を杏沙の目の前にかざし、見せつける。

　──自覚はあったけど、ここまで濡れてるなんて。

　割れ目を幾度かゆっくりなぞられただけなのに、蜜壺からとろりとした液があふれ出していたのだ。

　杏沙の蜜で濡れたそれはテラテラと光り、親指と中指をピトッと合わせて離すと、透明な液が細い糸を引く。

「や……そんなの見せないでよ、藤森。恥ずかしいよ」

　杏沙はついっと顔を反らして目をつむった。

「でもこれは杏沙が俺で感じた証拠なんだ。しっかり見てくれないと」

　今までになく、なんだか甘えるような口調だ。

　──う……まるで、いい子いい子の頭撫で待ちみたいな……〝大変よくできました〟は、大人だってすねたくせに。

　それでも甘え口調に負けて視線を戻すと、予想に反する光景が待っていた。

　拓海は見せつけている指を口元に寄せ、ネチョッと音がしそうなほどのそれをゆっくり舐めとり、ぺろりと舌なめずりをして杏沙を見つめる。

　長い指をレロ～ッと舐め上げる赤い舌はゾクゾクするほどエロティックだ。端整な顔でされる行為は、余計に淫靡さが際立つ。

　今までその舌に愛撫されていたのだと思うと、下半身がドクンと波打った。

「杏沙……この指で、どこを触ってほしい？」

　杏沙の感じる穴の最深部まで届きそうな長い指。

　それで奥をかき乱されるのを想像するだけで中イキの感覚を思い出し、子宮がじんじんしている。

「どこって……そんなの、決まってるでしょ……」

　しっとりと濡れた杏沙の秘部は、さらなる拓海の愛撫を待ち焦がれている。

　杏沙はもじもじと脚をすり合わせた。

　これでわかってほしい。

　そんな意味を込めて熱い視線を送るけれど、拓海は杏沙の髪を撫でながらしれっとのたまう。

「決まってないから教えて」

　卑猥な名称なんて口にしたことがない。杏沙は口元を手で隠しながら、こそっと声を出した。

「……クリとか……その、気持ちいいところ全部」

「それは、ここのことかな」

　拓海の手が動き、敏感な花芽を探りあてた。指の先でツンと突かれた甘美な刺激が下腹部まで届き、じわっと蜜をこぼす。

「んん、そこ……あっ」

　指の腹で円を描くようにくりくりと捏ねられると、花芽がどんどん熱くなっていく。

　杏沙はシーツをぎゅっとつかみ、待ち望んでいた抗えない気持ちよさに身をゆだね、ひたすらに喘ぎ声を出した。

「あっ……イイ……んっ、そこ……あっ……」

　ふいに動いた拓海が杏沙の脚の間に入り込んだ。抱え込むように太ももをぐっと支え、大きく広げて沈み込む。

　拓海の顔が股間のそばに迫り、杏沙はハッとして手を伸ばした。けれど、キャミソールの拘束があっていまいち届かない。

「あっ、だめ、お風呂入ってなくて、汚いからっ」

　上半身を起こして頭を手のひらで押したり抑え込むようにしても、杏沙の太ももをがっちりホールドしている拓海はびくともしない。

「平気だからおとなしくしてろ。杏沙のここはサンゴの宝石みたいにきれいだし、この突起した感じるとこ、俺にとっては小さな真珠」

　先を尖らせた赤い舌が花芽をレロッと舐め上げ、そこに灯がともったような熱が生まれる。

「んぁぁっ」

　杏沙の体がぴくんと反応すると、拓海の舌の動きが激しくなった。

　花芽を上下左右にレロレロと嬲る。

「あっ……あっ、それ、だめ……ぁ」

　否応なく送り込まれる甘美な刺激で、杏沙の意識が官能の沼にずぶずぶと沈んでいく。抵抗する力が弱められていった。

　拓海の舌が強弱をつけて花芽をはじくと、快感は頂点にまで達した。

　──気持ちよすぎて、もう……も……ぅ……。

「あぁぁいっちゃうぅぅ」

　強い快感に溺れて腰がガクガク震え、頭を押しのけようとしていた手は、いつの間にかぎゅうぅと抱き込むようにしていた。

　杏沙が達しても拓海の舌は止まらない。

　花芽だけでなく蜜の滴る穴をも弄る。割れ目をレロ～ッと舐め上げ、花弁を開いて硬くした舌をにゅっと差し込んだ。

「っ……」

　ぬるっとした熱いモノが穴の浅いところをレロレロと攻める。

「あっ、あっ。まって……藤森、それ、だめっ……だめだからぁぁ」

「ダメ？　……ここ、俺に舐めてほしくてヒクヒクしてるのに。鏡で見せたいくらいだ……こうするとさらに」

　言いながら花芽を指先でくるくると捏ねられてしまう。

　──こらえなきゃ……でも……気持ちよすぎて……。

　拓海の唾液でぬるぬるに濡れそぼっている花芽は、乾いた指でも滑らかに嬲られて快感を強めていた。

「んんん」

　花芽を弄られると下腹部が熱くなり、さらなる快感を求める膣壁が硬いモノを欲するようにヒクヒクしてしまう。

　それが入り口にまで伝わってるとは思ってもいなかった。

「見せてあげようか」

　拓海に脚を開かれているだけでも恥ずかしいのに、自分では見たこともない秘部を見せられるなんて──。

「っ、鏡なんて……あっ……だめっ……わかったからぁ」

「なら素直に舐められてろ」

　命令口調なのとは裏腹な優しい声だ。

　それでも手加減はない。

　花芽は指で嬲られ、蜜穴は舌でしごかれる。そこが熱くてたまらなくて、切ないほどの熱がせり上がってくる。

「あぁぁ藤森、イク、いっちゃうぅ」

　すがるように拓海の頭を押さえつけると、ゾワゾワするような震えとともに熱波が体の中を突き抜け、あっさりと達してしまった。

　痙攣が収まっても、花芽と蜜穴への愛撫は緩めることなく続き、とめどなく蜜があふれる。

　ジュルッ、ジュッ、チュッ、ジュルル。

　愛液をすする卑猥な音が響き、杏沙の目から恍惚の涙がこぼれる。

　涙で濡れる目に、いっぱいに脚を広げた股間に、拓海が顔をうずめているのが映る。

　誰もが見惚れる美男子で、会社トップの花婿候補である拓海。そんな彼が杏沙に奉仕しているのだ。

　ふと湧き上がった優越感と与えられる甘美な悦びに酔いしれていると、硬いものが杏沙の中にぬぷっと挿ってきた。

「あっ」

　ぬぷっ……ぬぷっ……ぬちょっ……くちゅっ……くちゅっ。

　ゆっくりと出し入れが繰り返されるそれは、以前感じた拓海の男根よりも明らかに細い。

　けれど確実に杏沙の弱点をこすっている。

「あ、あ……あ……」

　体を起こしている拓海は、感じている杏沙の表情をじっと見つめている。普段なら気恥ずかしいそれが、今はもっと見つめていてほしいと思っている。

　もっと、イジワルしてほしい、とも。

　だって、拓海の指はじらすようにじわじわと攻めるから、波のように押しては引いていく快感がもどかしくなる。

「も、もっと……強く、して」

　切ない声で口にすると、指の動きが早まった。お腹側の柔ひだをぐりぐりと攻めたあと、奥を強く抉る。

「ああぁっ」

　グチュグチュグチュグチュグチュグチュグチュ。

　指が激しくピストンしてあふれる蜜と絡まる音が響く。あまりの気持ちよさと甘い熱で、杏沙の白い肌がピンク色に染まった。

「あぁぁぁぁ、あぁぁ、も、だめぇ、いくぅっ」

　拓海の指と舌でさんざん弄られて高められていた熱が、限界まで達してはじけ飛ぶ。

「気持ちよかった？」

「……うん」

　拓海は杏沙の目からこぼれる涙をチュッと吸った。

「今からもっと気持ちよくするから、また泣かせるよ」

　そう言って拓海は杏沙の体を起こして中途半端に着ているキャミソールを脱がし、自分の服を脱ぎ捨てていく。

　ボクサーパンツも脱いで床に放り投げると、股間には情欲をたぎらせた猛々しいモノが天井に向かって反り立っていた。

　それに避妊具をかぶせている。

　──こんなに大きかったっけ……。

　杏沙の喉がごくんと鳴る。

「杏沙、俺の膝においで」

　拓海は両手を広げて杏沙を呼び込んでいる。

　贅肉がなく程よく付いた筋肉美に比例した股間の猛るモノ。

　そんな大人のエロティシズムが渋滞している姿で、自分の子どもを膝に呼ぶようなセリフを言うとは……！

　──でも、ちょっと、子どもをかわいがる姿が想像できちゃった。

　またひとつ、拓海の意外な面を見た気がしていた。

　拓海の手に導かれるまま向かい合って座ると、杏沙の腰が支えられる。膝に乗ってはいるものの、少し腰が浮いた格好だ。

　杏沙は拓海の肩に手を乗せた。

「杏沙はなんで笑ってるの？　余裕だね」

「なんでもないよ」

「そっか。笑っていられるのも今のうちだよ」

　拓海がスッと腰を動かすと、笑っていた杏沙の唇がきゅっと引き結ばれた。

「んっ」

　青筋の立った太いモノが杏沙の割れ目にこすり付けられている。あふれた蜜を纏わせるように前後に動き、白い肌の間から赤みを増した肉棒が現れては消えている。

　敏感な部分をこすられれば消えかけていた灯が再燃して、杏沙の蜜穴から蜜がじゅわじゅわとあふれる。

「あ、あ」

　──もう……早くほしい……。

　花芽と花弁をしっとりと濡らしていたそれがまんべんなく剛直にいきわたると、杏沙の腰が持ち上げられた。

　テラテラ光る肉棒の先を割れ目にある小さな穴にあてがい、ゆっくりと慎重に杏沙の腰を沈めていく。

　極太のそれは狭い道を押し広げ、とんでもない充足感をひき連れて、膣壁をこすりながらずぶずぶと挿ってくる。

「んん……お……おっきい……藤森っ、あっ……いい……あぁっ」

　正常位よりも深くつながっているようで、挿入されただけでゾクゾクする快感が得られる。膣壁で剛直を締め付け、天井を見つめてプルプルッと震えた。

「気持ちいいのは、まだこれからだよ」

　杏沙の体を持ち上げて落とし、ずんっと子宮の壁を叩いた。

「ああんっ」

　最奥にボンッと炎が上がったかのような熱が生まれ、一瞬で杏沙の五感がからめとられた。触感も意識も聴覚も、なにもかもが拓海とつながった部分に集中してしまう。

　上下に体を揺さぶられると胸のふくらみがプルンプルンと揺れ、ベッドがギシッギシッときしむ。

　ベッドマットの弾力が上下運動を助長し、極太の肉棒が限界まで抜かれ、膣の柔ひだを激しくこすりながら最奥を突く。

「はっ、あ、はぁっ、はあぁっ、中が……奥が、熱いぃ」

　杏沙が限界を迎えそうなのに、拓海は息ひとつ乱れていない口調でイジワルなことをささやく。

「まだイッたらだめだ」

　グチュギシッ、グチュギシッ、グチュギシッ、グチュギシッ。

　とろとろと流れる液が硬いモノでかき乱される淫猥な音とマットがきしむ音が合い、杏沙の聴覚を刺激する。

　──こんな……イッたらダメなんて無理……。

「あっ……激し……音、隣に、聞こえちゃうからぁ……」

「音か。俺は、むしろ聞かせたいんだけど」

　一定のリズムを刻んだ音が止まり、その代わりに拓海が腰を回し奥をぐりぐりと抉る。

「俺ので悦がってる杏沙の声も」

「んんんんっ」

　杏沙の中をネチョネチョとかき回しながら、花芽をきゅっと摘まんだ。

「あぁぁっ」

　花芽にもたらされた疼痛をきっかけに、脳まで痺れるような快感が全身に広がった。

　びくんっと体を揺らして背を反らすと、上半身がぐらっとふらつく。

「おっと」

　後ろに倒れそうな杏沙を拓海がすかさず支え、「イクの早すぎ。まだダメだって言っただろ」と言いながらヨシヨシと背中を撫でる。

　杏沙は拓海の首にしがみついて身をゆだね、こそっとつぶやいた。

「藤森のイジワル。あんなふうにされたら、イッちゃうよ」

「俺がこんなふうにイジワルするのは、杏沙だけ」

　拓海は腰を跳ねらせ、ずんっと突いた。

「あんンっ」

　達したばかりだというのに、容易に熱がよみがえって一度突かれただけなのに子宮がじんじんしてしまう。

　拓海の指が杏沙の耳にかかっている髪を梳き、耳たぶをチュッと吸う。

「んんっ」

「世話をするのもイかせるのも、なんでも。だから、光栄に思え」

　──光栄って……前も言ってたっけ。

　ぼんやり考える杏沙の視界がスッと揺らいだ。コロンと寝転がされ、手をついてお尻を突き出すように誘導される。

　けれどなにもする様子がなく、杏沙は拓海の視線を感じていた。

　お尻を突き出して、秘部をさらけ出している淫らな格好を眺められているのだ。

　羞恥、なにをされるかわからない怖さ、快感を得られる期待。興奮して体と心がゾクゾクしている。

「この姿勢、崩しちゃだめだよ」

　お尻に手が触れ、桃を愛でるようにさわさわと撫でる。ついで指で花弁をぱかぁっと開かれ、蜜の滴る穴にぬぷっと硬いモノが挿ってきた。

　それは、穴をみっちりと埋め尽くすような太さはない。

　──入れてくれないの？

　物足りないと、少し残念な気持ちがよぎるけれど、ポッとともった快感の種火に意識が囚われた。

「ぁっ」

　杏沙の気持ちいいところを探るようにピストンさせている。指を回転させながら奥まで進み、一か所にとどまるとぐりっと抉った。

「あぁんっ」

　拓海の指はそこばかりを強くこすって攻めるから、杏沙はぴんと腕を伸ばして悶えるのをこらえた。

　ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅ。指の動きに合わせて淫らな音が響く。

「あああああ」

　どうにも抗うことのできない熱が溜まっていく。なにかが差し迫るような、新たな感覚に襲われていた。

「藤森っ、ダメぇ……やだっ……なんか、変なのっ……やだ、おかしくなっちゃうぅ」

「おかしくなれ。見ててやるから」

「やっ、だめ……だめなの……そこばっかり、だめぇぇ……」

　ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅ。拓海は容赦なく一か所をこすって、淫猥な音がますます大きくなる。

　熱くて、なにかがおかしくて。

　──も……我慢……できない……。

「はぁあぁぁぁ……い、イクぅぅ……っ」

　ぐちゅぐちゅと鳴っている激しい粘着音が止むのと同時に杏沙の腰が痺れてガクガクし、ブシャァッと透明な液体が飛び散った。

　それは拓海の手を濡らし、ベッドマットにぽたぽたと雫を垂らした。

　当の杏沙は気づいていないが、達したとき、今までとは違う解放感があったのはわかっていた。

　──今の、なんだったのかな……。

　はあはあと息を乱し、クッションにぺたんと頭を預けた。うつぶせにぐったりとする杏沙の体の上に拓海が覆いかぶさった。

　うなじにチュッと口づけを受ける。

「これ、杏沙のせいだよ」

　達したばかりの虚ろな目に、びっしょりと濡れた拓海の手が映る。

　杏沙の胸がドキンと鳴って目が冴え、顔が赤く染まった。

「えっ、うそ」

　──まさか、お漏らししたの？

「ほんと。今度は俺のモノで潮吹いてもらおうかな」

「……塩？」

　杏沙はそうつぶやいてハッとした。しおは塩でなく鯨の潮吹きだと。

「信じられ……あぁんっ」

　ふいに背中を舐められ、くすぐったさに身をよじらせると、割れ目に当てられた剛直がズッと挿った。

「んあっ」

「くっ、これ、さすがにきついな……」

　ぼそっとつぶやきながらも一気に奥まで挿し込み、腰を前後に揺さぶり始めた。

「あ、あっ」

　うつぶせになった状態で入ってくる圧迫感は、座位とは比べ物にならない。膣壁の感じる部分すべてを強くこすって、苦しいほどの快感を送ってくる。

　ズチュッ、ズチュッ、ズチュッ。

「あっ、あ、これ……あ、つよ……い……むり……あっ」

　拓海が腰を動かすたびに杏沙の体が揺れ、圧迫された胸のふくらみがふにふにと形を変える。

「堕ちて溺れろ。楽になるから」

　背中をレロ～ッと舐められ、ちゅうっと吸われる。

　くすぐったさとちりっとした痛みと、ツンと立った蕾がシーツにこすられるのも快感になって、体中が性感帯になったかのようだ。

　拓海の揺さぶりが早まると中をグジュグジュにかき回され、下腹部がグズグズに蕩けていく。

「ああぁぁ」

　じわじわと上るはずのオーガズムが何度も訪れてしまい、杏沙はクッションの端を必死につかんでいた。

「ま、待って……んぁっ……藤森……あっあっ、休も……はあ、ぁっ、んくっ」

　杏沙の口の中に、荒い息を吐く拓海の指が入れられて、舌を挟んでしごいた。

「だめ。俺はイジワルだから」

　途切れることのない膣内の快感に加え、舌の性感帯を刺激されて虚ろになった杏沙の目に恍惚の涙が浮かんだ。

　耳も肌も声までも拓海に征服されている。

　何度目かもわからない頂点を迎えて痙攣する杏沙の体を、拓海はコロンと転がしてあおむけにすると、ぐぐっと脚を開いた。

「今度は俺もイクから、もうちょっと頑張れ」

　部下を励ますような口調だけれど、覆いかぶさっている拓海から漂う肉食獣のような情欲が、怖いくらいにたぎっている。

　──体力に限界はないの……？　藤森の心にあるのは、支配欲、それとも征服欲？　でも、この欲望の染まった目がうれしい……。

　拓海の言葉通り、堕ちてしまったのかもしれない。

　ぐぐっと挿し込まれた剛直が、高まりきった杏沙の感度をさらに上げてくる。

「ああぁ、あっ……ふっ、藤森……キスして」

　杏沙は拓海の肩にしがみつき、ねだった。

　刹那に驚いた表情をした拓海だけれど、杏沙の唇を愛しそうに塞ぐ。キスをしながら奥を穿った。

　唇を塞がれながらガクガクと揺さぶられ、強い快感に翻弄されて声も息もままならない。

　──苦しい……けど、気持ちいい……。

　このままどうなってもいいとさえ思う。

　キスをやめ、いっそう強く腰を打ち付けていた拓海の唇がぐっとゆがんだ。

　拓海の生み出す快感の渦に突き落とされ、杏沙の意識が真っ白に染められる。高まりきった熱を放出して、脳裏に火花を散らした。

「ああぁぁ……！」

「くっ、俺も……」

　拓海は腰の揺さぶりを緩め、はあはあと荒い息を吐く。

　杏沙の中からずるっと抜き出した肉棒は、愛液と自らの精にまみれている。拓海は避妊具を外して後始末をし、ぐったりしている杏沙の体を拭いてそっと頭を撫でる。

　杏沙は幸福感で満ちていた。

　セックスの最中はドＳっぽかった拓海だが、終われば途端に甘くなる。気だるい体には拓海の優しさが心地いい。

「ん……藤森……」

　名を呼び、甘えるように拓海の体に頬を寄せる。

「ご満足されましたか？　姫」

　姫呼びをされ、杏沙は笑みをこぼした。

「うむ……よきにはからえ」

　このままずっと横になっていたい。

　そう思って目を閉じている杏沙の耳に、イジワルなささやき声が投じられた。

「ところで杏沙、ベッドびしょびしょだけど、どうする？」

「ええっ!?」

　飛び起きた杏沙が見たのは、雨漏りがしたかのように、ベッドマットがぐっしょりと濡れた光景だった。







リセット








　普段通りに始業する会社。いつも通りに仕事を開始する社員たち。そして、通常と同じオフィスカジュアルを着てメイクをし、出勤してきた杏沙。

　平凡で変わらない日常のルーティンだけれど、ひとつだけ、いつもと違う点があった。

　──まさか、こんなことになるなんて……。

　パソコンを立ち上げた杏沙は小さく息を吐いた。自席に座り、男性営業に資料を渡す拓海の背中を盗み見る。

　きちんと整えられた髪、仕立てのよいスーツ、座っていても姿勢がよく上品だ。部下に指示をする様子は、仕事ができる男のオーラが光り輝いている。

　どこかしこも最高得点な極上の男。

　杏沙はその完璧なビジネスマンの姿に変貌していくさまを、今朝目の当たりにしている。

　杏沙が身支度をする傍らで、拓海も身だしなみを整えていた。

　そう。今朝、杏沙は拓海の部屋から出勤してきたのだ。

　こうなったきっかけは『ベッドびしょびしょだけど、どうする？』という、拓海からの問いかけだった。

　あまりの惨状にびっくりして戸惑った杏沙が言葉に詰まっていると、拓海はにこっと微笑んだ。

『これじゃ寝られないから、俺のマンションに行こうか』

『でも、迷惑じゃ？』

『汚したのは俺が原因。前にも言ったけど、杏沙のことは全部、俺が責任持つから』

　拓海から発せられる『責任』という言葉。

　ビジネスや日常、あらゆるシーンで使用され、内に多くの意味を含むものだけれど、今は謝罪の意味が込められている。

　そう思った杏沙は彼の言葉に甘えることを伝え、拓海のマンションに泊めてもらった。

　一泊でもぐっすり寝られればありがたかった……のだが、一晩だけでなく、休業日を終えた今も拓海の家にいる。

　つまり二泊し、今夜も拓海のところに帰る予定である。

　同棲を始めたわけではない。

　単に拓海がベッドの弁償を申し出たのだ。

　さすがに『弁償するほどじゃないから。気にしないし』と杏沙は断ったのだけれど、『俺が気にする』と、その他巧みな話術で押し切られてしまった。

　拓海の思う方法で弁償することを了承すると、すぐにベッド処分の手配がかけられ……現在、杏沙の部屋には寝具がない状態になっている。

　──電光石火の迅速対応……まさに仕事がデキる男そのものだった……。

　即日ベッドがなくなったことに唖然とする杏沙に、拓海は平然とのたまった。

『ベッドが用意できるまで、泊まればいい』

　休日なのを利用してショップまでベッドを見に行ったのだけど、拓海のお眼鏡にかなうものがなく、購入に至っていない。

　拓海の条件は、デザイン、大きさ、クッション性、耐久性、素材、価格……挙げればきりがない。

　──意外に拘りがあって頑固なんだから。

　自室のベッドはさぞかし良いものなのだろう。見た目は普通の高級品だが、たしかに寝心地が良い。

　でもまあ支払いをするのは拓海なので、彼が納得するものにすればいい。ベッドについては、任せることにしている。

　だが寝具が整うまでの間、拓海のところに泊まることが問題だ。

　──昨夜も……。もう、どうしてあんなに絶倫なの……？

　覆いかぶさってくる拓海の色気たっぷりの裸体と、何度も絶頂を迎えさせられたのを思い出し、杏沙の頬がかぁっと赤くなった。

『ちゃんと杏沙を寝かせる時間作るし、あの汚れの心配もしなくていいから』

　吸水シートを敷いたから準備は万端だと、端整な顔で魅惑的に誘われて腰が砕けるキスをされれば、杏沙の心と体は抵抗力を失う。

　なし崩し的に体を重ねてしまった。

　告白されてないし、気持ちを伝えてもいない。杏沙の立場は友人のままだ。

　──これじゃセフレだよね……。

　でも拓海は杏沙に気持ちがあるかのように、甘く優しく振る舞う。

　寝起きのキスと頭撫でなど、一緒にいる間はいつもどこかに触れられている。

　──少しは気持ちが伴っているって、期待してもいいのかな……いつか、はっきり本心を聞いてみないと。

　そう思うものの、会話次第で喧嘩になって親友を失う可能性もある。

　それが怖い。

　パソコンで資料作りをする杏沙のデスクに、ふと影が落ちる。

「高梨、先日の立花さんの件、進捗状況は？」

　とん、とデスクに手が置かれ、拓海がパソコンモニターを覗き込んだ。彼のつけているメンズパフュームのさわやかな香りと、そばにある長い指に意識が集中してドキドキしてしまう。

　──ダメダメ、今は仕事中なんだから。

　自分を叱咤し、きりっとした表情を作った。

「売主に買い手が決まった旨を連絡したところです」

「売買契約関係の書類も出来上がったら見せてくれ。チェックする。それから、契約確認時には俺も同席するから、日程決まったら教えてくれ」

「はい。承知しました。書類は今日中に仕上げます」

「よろしく」

　手をひらっとさせて自席に戻っていく。その途中、女子社員が近づいて話しかけた。

　クールな表情の拓海に対し、頬を染めてうれしそうにしているのは、販売部門の営業の子だ。

　──あの子も、拓海に恋してるみたい。

「杏沙、あの子に気を付けたほうがいいよ」

　突然こそっと話しかけてきたのは、隣席の梨乃だ。拓海に話しかけている販売部の女子を見る目が、キランと光って見える。

「気を付けるって、なにを？」

「部門違うのに主任に相談を持ち掛けたり、お弁当を作ってきて渡したり。いい子ちゃんアピールして、なんとか主任を落とそうとしてる」

　それくらいのことならばモテすぎ男の通常運転だ。運休もダイヤ改正も起きないだろうし、気を付けるべきことはないように思う。

　ただ一点、彼女が理想の女性ならば別だが。

「いつもと変わらないと思うけど」

「あの子、専務の娘さんなのよ。結構美人よね」

「えっ、娘って、それほんと!?」

　驚きのあまり思わぬ声の大きさになってしまい、杏沙はハッと口を押さえた。梨乃がシーッと人差し指を立てる。

「極秘の情報なの。だけど秘書課の子から聞いたから間違いないよ」

「梨乃は、そんな個人情報をどうやって……？」

「だって秘書課の子も主任を気にしてるから、双方で情報交換してるのよ。私は社内の裏情報ゲット。彼女は私から主任の趣味趣向や動向をゲットするの。ウィンウィンの関係。簡単よ」

　結構重要な情報も手に入ると、不敵に笑う。

　さすが情報のスペシャリストである。しょっちゅう杏沙に探りを入れてくるのも情報交換のためだったのだ。

　──人脈、恐るべし……スパイもできそう。

　しかしなぜ、見返りもない杏沙に情報提供してくるのか。

「それでね、あの子が夢中だからって、専務が縁談を考えているらしいよ。かっこいい上に有能だから婿にピッタリよね」

「……え」

　杏沙の胸がドクンと嫌な音を立てた。

　──縁談……？

　杏沙が拓海を見れば、まだ彼女と会話を続けている。

　職場では淡々としている彼にしては長い時間を割いていて、すごく親しい間柄に見えてしまう。

　彼女は入社して一年にも満たない。若く、社会経験も少ない。そんな子が拓海の結婚相手になるのか。

「はっきり言って子どもっぽいし、レベルが釣り合わないよね。でも秘書課の子も焦ってたわ。結婚しちゃうかもしれないって。その子、専務付きなのよ」

　専務付きの秘書の情報ならば確実だ。

　杏沙の心臓の嫌な音がどんどん大きくなっていき、全身が心臓になったかのようにドクドクと鳴った。

「主任もあの子と結婚したら将来は重役になれるだろうし。このまま恋人ができなかったら縁談受けるかもね」

　梨乃がじーっと杏沙を見つめている。

　心の中を探るような、真意を試しているような視線だ。

「う、うん、そうだよね！　主任には、いい話よね！」

　きわめて平常心なのを装うと、梨乃は額に手をやって、はぁっと息を吐く。

「平気そうにしてもすごく顔色悪いから。杏沙はしっかりしなよ。同期のよしみで忠告したんだから、後悔しないようにね」

　梨乃は「主任の相手は杏沙しかいないと思ってる」と、真面目な顔つきをする。

　いつだって彼女はそう言っている。

　二人を応援している、と。

　そして拓海の理想の女性が杏沙である、と。

　今までの杏沙なら笑って〝そんなはずない〟とごまかしていた。お互いに恋人ができて結婚しても、彼との友情が続けばよかったのだから。

　だが今は〝そうかもしれない〟〝そうであってほしい〟と切に願っている。

　失いたくないものが、友人から愛する人に変化したのだ。

「……ありがと。心に刻むね」

「ちゃんと素直になってね」

　梨乃は言葉を残し、ニッと笑ってデスクに向かった。

　話が出ているとはいえ、実際に専務から縁談を持ち掛けられるとも、彼が受けるとも決まったわけではない。

　冷静に、落ち着かなければならない。

　けれど不安のほうが大きい。

　杏沙はなんの力もなく、確実に拓海の理想の女性だとも言えない。

　今はただのセックスフレンドだ。結婚相手としての条件を専務の娘と天秤にかけたら、杏沙は大敗するだろう。

　──だから、せめて仕事で成果を出さないと。

　自分に自信をつけたい。

　雑念を払い、書類作りに集中した。

　そのおかげで午後一に書類作りを終了し、拓海のチェックを無事にクリア。一息つく杏沙のスマホがピロンと着信を告げた。

「あ……マダムからだ」

　杏沙にとっては大切な顧客である、結城マダムからメールが届いた。

【そろそろあなたに会いたいわ。今夜は暇かしら？　久しぶりにお食事しましょ。連絡ちょうだい】

　プライベートのお誘いだ。営業にとっては顧客の接待である。

　仕事で成果を出す。

　そのためには結城マダムとの縁を切らしてはならない。

　杏沙はスマホを手に廊下に出て、マダムと連絡を取った。







　午後七時。

　フレンチレストランの前に立ち、杏沙は自分の服装をチェックした。

　定時に退社して自宅に戻り、手持ちの服の中からドレスコードに合うものを選んで着替えてきたものの、相手は最高レベルのセレブだ。

　彼女と会うときは、失礼のないように身なりを最大限に整えなければならない。気に召さなければ機嫌を損ねることもありえる。

　緊張の面持ちで入店して案内されたのは、予想していた通りの個室だった。

　結城マダムは淡い紫のシックなドレスを着ている。髪にもデコルテにも指にもアクセサリーを着け、悠然と微笑んでいた。

「こんばんは結城さん。ご無沙汰していました。相変わらず若くておきれいですね」

　──初対面では娘さんが代理で来たと思ったのよね……。六十歳とは到底思えない若さと美貌なんだもの……。

　肌はしわひとつなく艶々で、スタイルも抜群。三十歳以上若いはずの杏沙のほうが老けていると思えたくらいだ。

「こんばんは。杏沙ちゃん、久しぶりね」

　結城マダムは着席を進めながら華やかな笑顔を向けてくる。

　今夜は若い男性も一緒だ。彼も杏沙に笑顔を見せる。

　少し浅黒く、堀の深い異国情緒のある顔立ちをしている。笑うと白い歯が映えて、きらっと光るようだ。

　──わ、イケメンさん。

「今夜はね、杏沙ちゃんに紹介したい人を連れてきたの。この子、私の末息子よ」

　──ということは、石油王の息子!!

　杏沙はハッと指先で口元を押さえ、彼の顔を見つめた。

　言われてみれば、目元が結城マダムに似ている。

　母親の遺伝子をよく受け継いでいるのだろう。中東の濃い顔立ちではなく、程よくミックスされているから濃い目の日本人顔という端整さだ。

「はじめまして。私の名前は、アキームといいます。三十歳です」

「高梨杏沙です。お目にかかれて光栄です。日本語がお上手ですね」

「はい。日本に来るために、一所懸命、勉強しました。でも、今は、美しいアズサと一緒だから、ちょっと緊張してます」

　アキームは両手で胸を押さえ、人懐こい笑顔をする。気さくな人柄のようだ。

「あの、私も、アキームさんがかっこいいので、緊張してます」

　──なんか、お見合いみたいだけど。違うよね!?

　不穏な気配はするが、どう考えても杏沙と石油王の息子は釣り合わない。気のせいだと思うことにした。

　食事が運ばれ、ワインをたしなみつつ、歓談を始める。

「アキーム。杏沙ちゃんは、とっても素敵な女性なの。お仕事は真面目だし、性格は明るくて公平性がある。それに、とても気が利くのよ」

　結城マダムがあからさまに褒めちぎるので、杏沙は汗が出てしまう。

「そんな、身に余る評価です」

「あら、私は心からそう思ってるのよ。杏沙ちゃんはもっと自信を持ってちょうだい」

「ええ、そして、アズサはとても美しい女性です」

　アキームがまぶしいものを見つめるようなまなざしで微笑んだ。

「まあ、アキームもそう思うわよね！」

「はい、マザーと同じ、日本の女性、大変素晴らしいです」

　結城マダムが手放しで喜び、不穏な状況は悪化している。

　杏沙は緊張して手が震え、ワインも料理も味がよくわからなくなってきていた。

「杏沙ちゃんは、年頃でしょう？　とても魅力的だし、お付き合いしているお方はいるのかしら？」

「はい？」

　──とうとうそんな質問が……。

「将来を約束している恋人はいる？」

　結城マダムだけでなく、アキームも食事の手を止めて杏沙の答えを待っている。

　──将来の約束……。

　杏沙の脳裏に拓海の姿が思い浮かぶが、今のところは堂々と恋人だと言えない。

　いないと答えるのは簡単だけれど、今は正直な気持ちを伝えないと後々面倒なことになりそうだ。

「恋人ではありませんが、好きな人はいます」

「まあ、そうなの。恋をするのは素敵なことよね。私も若いころを思い出すわ～」

　結城マダムは石油王との出会いと恋愛の話をし、杏沙はその運命的な恋に聞きほれた。

　旅先で知り合って恋に落ち、身分差を感じて恋をあきらめて日本に帰国してしまった。その後も彼を忘れられずにいたところ、石油王が結城マダムを迎えに来たという。

「異国の地で生活するのは大変だと思う。でも私が麗華を守るから、結婚してほしいって。プロポーズされたの」

　まさにシンデレラ。夢の世界だ。

「素敵ですね……うらやましいです」

　うっとりする杏沙の表情を、アキームは微笑んで見つめている。

「実は、アキームはね、日本で事業を始めたいそうなのよ」

「はい。私は日本を市場にしようとしてます」

「しばらく日本に滞在するから、その間、杏沙ちゃんに仲良くしてほしいの。ね、アキーム？」

　結城マダムに促されたアキームがうなずき、すくっと立ち上がった。背が高く、八頭身スタイル。目分量だけれど拓海の身長よりも少し高そうに見える。

　彼はスタスタと杏沙の横に移動すると、サッと跪いた。さらにそっと杏沙の手を取る。

「えっ、アキームさん!?」

　予想外の状態に、杏沙はおろおろとするばかりだ。

「私はアズサに申し込みます」

　──申し込むって、なにを!?

「今から、私と一緒に、過ごしてください」

　杏沙を見つめるアキームの目は潤み、キラキラとしている。

　──一緒に過ごすって、どういうこと!?　まさか、夜を!?　中東では初対面の女性に求愛をするのが常識なの？

「あの、その、これは……？」

　助けを求めて結城マダムを見ると、彼女はオホホと笑った。

「杏沙ちゃん、ごめんなさい。慌てなくていいわ。アキームは自分が日本にいる間エスコートをしてほしいと、言ってるだけなのよ」

「はい。私は日本語、少しだけです。いろんな場所、アズサと行きたいです」

　アキームの笑顔は警戒心をなくす魅力がある。セレブのお坊ちゃまたちは、天然人たらしなのかもしれない。

「私が案内するのもいいけど、年のせいかすぐに疲れてしまうのよね。だから、信頼できる杏沙ちゃんに頼みたいのよ」

「そういうことなら。休日にしかご案内できませんけど、お任せください。どんなところに行きたいですか？」




　エスコートの件は結城マダムを通して連絡を取ることになり、笑顔の結城親子と別れた。

　時刻はすでに午後十時を過ぎている。結城親子との対面が長引いてしまった。

　結城マダムが手配してくれたタクシーに乗り、帰途に就く。しばらく車窓を流れる景色を眺めていた杏沙はふとスマホを取り出した。

　画面に残る通知の多さに「わっ」と声を上げる。

　電話、メッセージアプリ、ＳＭＳ。

　発信者はすべて拓海だ。

【どこにいる？】

【遅い】

【杏沙のマンションにもいない。どこ？】

【すぐに連絡くれ】

【帰ってこい】

「え、なにこれ。なんかあったの!?」

　いつも落ち着いている拓海がこんなにメッセージを送るとは、大変な非常事態が起きているに違いない。

　知り合いが倒れたとか、事故にあったとか。

　おりしもタクシーがマンション前に到着したので、急いで拓海の部屋に向かう。

　拓海から預けられている合鍵を使って玄関を開けると、リビングのほうから、ふらふらっと彼が出てきた。

　スマホを持ったまま杏沙を見てしばし固まっている。

「あの、ただいま。なんかあったの」

「なんかあったか、だと？」

　つかつかと勢いよく歩いてきた拓海がふわっと杏沙を抱きしめた。抱擁する腕がどんどん強くなっていく。

「えっと、藤森……？　どしたの？」

「連絡がないし、家に来ないから……頼むから、心配させるな」

　絞り出すような声音が、切なく胸に響く。

　──そんなに心配してたの？

「ごめんなさい。急だったから接待の準備が忙しくて、連絡するの、忘れてて」

「接待って、誰を？　報告なかったよな？」

　拓海の声に不穏な影が落ちる。

　──しまった……！

　会社の規定では、女性営業が接待するときは上司に報告することになっている。内覧の件と同じ理由だ。

「あ……それも、すみませんっ。相手が結城マダムだったから、つい、おろそかに。安心だったので……」

「安心だと？　俺はそう思わない」

　抱きしめられて顔が見えないが、変わらずに拓海の声は不穏さを含んだままだ。恐る恐る背中を撫でてなだめてみるも、空気は変わらない。

　──すっごく、怒ってる。どうしよう！

　今まで拓海を怒らせたことがない。初めての緊迫した状態に、杏沙の背中に冷や汗が流れ、ごくんと喉を鳴らした。

　心配させたのも、未報告なのも、全部杏沙の配慮不足だ。

　──マダム、やっぱり私、気が利きません……。

　叱られても自業自得だ。

「ごめんなさい、これから気を付けます」

「退社後に予定ができたときは、絶対に、連絡すること」

「はいっ、必ずしますっ」

「それと……」

　抱きしめられていた体がふわっと浮き、そのまま連れ去られるようにしてリビングのソファまで移動した。

　並んで座ると杏沙はもじもじと彼を見上げた。

　端整な顔が怒ると、とんでもない迫力がある。

「報告。どこでどんな接待をしたのか、全部。許すのはそのあとだ」

「はい」

　杏沙はしゅんとし、結城親子との対面とアキームとの約束を話した。

　その間も拓海は何事かを思案するように顎をさすっている。

「これほど伝わってないとは……難しいもんだな」

　チッと舌打ちするような音が聞こえ、杏沙は肩を揺らした。イラッとした雰囲気がひしひしと伝わってくる。

「あの、なんのことでございましょうか？」

　びくびくしすぎてさらにぎこちない敬語になってしまう。

　そんな杏沙をチロッとにらんだ拓海はうつむき、「はぁ～」と深いため息をついた。なにを考えているのかわからず、杏沙はどぎまぎしていた。

「それ、俺も同行する」

「はい？」

「アキームさんは石油王の息子だ。忍びで来てるんだろうけど、重要人物であり、エスコートは接待となる。俺も行くよ。アラビア語が話せるから、通訳としていけば喜ばれるだろう」

「ええぇっ!?　話せるの!?」

　驚きのあまり、杏沙は口を開いたまま彼を見つめた。

「一時期、中東に住んでいたことがあるんだ。親の仕事の関係で」

「そうなの……すごいね……」

　拓海は英語も仏語もネイティブなのだ。さらにアラビア語もとは。ひょっとしたら、ほかにも話せる言葉があるのかもしれない。

　彼の家のことはまだ知らないが、またひとつ、藤森拓海という人物の完璧要素を知ってしまったのだった。
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　エスコート当日、拓海は杏沙と一緒にアキームとの待ち合わせ場所に立った。

　カラーシャツにジャケットとスラックス。特別な関係を示唆するため、シャツの色目は杏沙と同色にしてみた。完璧なスタイルだ。

　淡いブルーのワンピースにベージュのジャケット。シンプルながらに愛らしいスタイルの杏沙は、パンフレットを手にそわそわしている。

「うまく案内できるかな」

「大丈夫だ。俺がフォローするから」

　拓海は緊張している杏沙の背をそっと撫でた。

「うん、頼りにしてる」

　杏沙がふわっと笑う。愛らしさに拓海の胸がキュンキュンと鳴る。

　自分のものであって、完璧にそうでない。

　もどかしい状態はいつまで続ければいいか。

　もう告白してもいいだろうか。

　執着と独占欲の強さに驚いて逃げはしないか。

　今までの彼女の恋愛はあっさりしていたのだから、拓海はそれが怖かった。

　だからはっきりと気持ちを伝えず、言葉や態度から感じ取って意識させ、離れられなくなるようにじわじわと攻めているのだった。

　そのためにベッドの購入を口実に自宅に招き入れ、快適で甘い快感付きの毎日を送らせている。

　しかし、正直、先日の電話とメール連投はやりすぎだったと思っている。

　いくら取り乱していたとはいえ、普通ならば『キモイ』とドン引きされそうな回数だったし、憔悴した姿もチラ見せしてしまった。

　──たった三時間、所在が不明だっただけなのに……いや、でも夜だったし……惚れた女が危険な目に合ってないか、心配なのは仕方ないよな……。

　とにかく無報告で行われた接待への注意で、キモさから気を反らすことができたのは幸いだった。

　原因は見合い然とした食事会。

　結城麗華は息子の嫁候補にしているだろうが、そうはさせない。

　杏沙を気に入っているのは見る目があると称賛しているが、今日の案内でしっかりとけん制しておくつもりだ。

　場所は有名な観光スポット。外国人も多く訪れる、世界遺産【日光の社寺】だ。アキームが徳川家康に興味を持っており、リクエストしたという。

　社寺入り口付近の駐車スペースに入ってきた黒車から、浅黒い肌の男性が現れる。異国然とした服装の彼が待ち人のアキームだ。

　杏沙がいち早く反応している。

「アキームさん。お待ちしていました」

「こんにちは、アズサ、今日も美しいですね」

　アキームは杏沙に甘い笑顔を向け、彼女もまんざらではなく「ありがとうございます」と、うれしそうにしている。

「アキームさんこそ、素敵です」

　杏沙は照れる表情もかわいい。

　杏沙を見るアキームの目にこもる感情は、拓海のそれと同じだ。

　──ふむ、身長は俺と同じくらい。顔もスタイルもまあまあ良いほう。物腰は柔らかく品がある富豪。そして口説き上手か……。

　負けられない戦いだ。

「彼は、藤森さん。私の会社の上司なんです。アラビア語が話せるので、一緒にご案内します」

「おお、フジモリ。はじめまして。アキームです」

《はじめまして。お会いできて光栄です。杏沙の恋人の、藤森拓海と申します。日光は素晴らしいところです。しっかりご案内しますよ》

　握手の手を伸ばしながらアラビア語を使うと、笑っていたアキームの目が挑戦的なものに変化した。

《恋人？　思い違いじゃないか？　彼女はフジモリを恋人だと思っていない》

　互いに作り笑いをしてガシッと握手を交わす。

《そうだとしても、俺にとっては恋人で間違いありません。杏沙にとっても、俺は、誰よりも近しい男ですよ》

《ははっ、どういうことだ？　あいまいだね。彼女は愛らしい人だから、僕も気に入ってる。奪っても恨まないでくれ。マザーからも、彼女のハートを射止めるように言われてるんだ》

　なんともさわやかな笑顔でのライバル宣言だ。

《受けて立ちましょう。絶対に渡しませんよ》

　互いのライバル心を確認して、拓海はニッと笑う。

　悔しいが、アキームはイイ男だ。敵だが、彼女の魅力を理解する仲間でもある。大人げない、いがみ合いにはならない。

　握手を終えると、杏沙はきょとんとした顔をしていた。

「藤森すごい」とつぶやき、ハッとしてアキームに笑顔を向ける。

「あ、じゃあ、早速行きましょう。どの社寺も素晴らしいんですけど、特に東照宮は見ごたえたっぷりですよ」

　杏沙が先頭に立ち、ガイドのように観光案内を始めた。
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　──う、すごい注目浴びてる。

　杏沙は引きつった笑顔を浮かべた。

　長身のイケメン二人。いつだってモテオーラ駄々洩れでお洒落なカジュアルスタイルの拓海と、ディグラと呼ばれる中東の衣装を身に着けたアキーム。

　二人ともランウェイを歩くモデルのような輝きを放っているので、注目されないはずはない。

　老若男女、彼らを眺めてこそっと話をしている。

　あのかっこいい人たちは何者か。そして、あのちんちくりんな子はなに？　などと言ってそうだ。

　──こんな視線は慣れてるけどね……。

　拓海と一緒にいれば、ほぼ百パーセントそうなる。

「アズサ、あのマークはなに？」

　スッとそばに寄ってきたアキームが内緒話をするような距離感で尋ね、東照宮の文字が彫られた石柱を指す。

　マークとは上部にある金色に輝く紋のことだろう。

「あれは三つ葉葵のご紋です。徳川家康のマークですよ。あれで威光を示すんです」

　──あ、ちょっと近すぎかも……。

　無意識に他人を排除している空間が侵され、さりげなく距離を取ると、離れた分だけ寄ってくる。顔も近いままだ。

「はい。ミツバアオイマーク。意味ある？」

　今度は耳打ちをするような声音だ。

　大げさではなく、まるで腰を抱かれるような距離感に困惑してしまう。

「えっと、そうですね……」

　──落ち着かなきゃ、落ち着いて。突き飛ばしちゃダメ。今は接待中。

　杏沙は懸命に頭を働かせた。

　学生時代に学んだことだ。ご紋の由来はなんだったか。たしか、合戦のときに葵を敷いた盆に食べ物をのせた逸話が、三つ葉葵のデザインの元だった気がする。

　しかし難しい日本語が多いし、間違ったことを伝えるべきではない。困っていると拓海が「俺に任せろ」と杏沙の前に出た。

　パーソナルスペースを侵害していたアキームとの間に拓海が割り込み、杏沙はホッとする。

　途端に肩の力が抜けるのを感じる。アキームに接近され、思ったよりも緊張していたことに気づいた。

　──藤森の背中、すごく安心できる……。

　それに声を聞いただけで心が軽くなっていた。自分が考えていたよりもずっと、拓海のことを信頼している。

　拓海がアラビア語で説明をし、アキームが神妙な顔で耳を傾けている。

「よくわかりました。勉強になります。フジモリ、先生ですね！」

　グッジョブとアキームは喜び、先に進もうとはしゃいだ。

「ありがとう藤森。助かっちゃった」

「当たり前だ。杏沙の役に立つために来たんだ。東照宮の知識は全部頭の中に入れてある。もっと俺を使え。利用しろ。一人じゃないんだから」

　少しだけ怖い顔をして指先でツンと杏沙の額を突く。

　──利用……か。はた目には冷たい物言いかもだけど……。

　杏沙が困っていたのは質問内容だけではないと、拓海は覚っているのだ。

「うん。思いっきり、こき使うね」

　──ほんと……好き。

　手をつなぎたい。

　もっと近づきたい。

　彼のすべてを自分だけのものにしたい。

　そんな思いが杏沙の胸にあふれてきている。

　でもこの思いを口にしたら友人ではなくなり、杏沙の気持ちを負担に感じた拓海は距離を取ってしまうだろう。

　拝観料を支払って先に進むと、建物に施された色鮮やかな美しい装飾が目にまぶしく、アキームは興奮気味にあれこれと興味を示した。

　眠り猫を見学し、徳川家康の墓標に向かう。道は、予想以上に険しい坂があった。

　軽々と進む拓海とアキームとの足の長さと筋力の違いに辟易しながら、杏沙は日ごろの運動不足を痛感している。

　階段が続くところでとうとう躓いてしまい、杏沙はよろめいた。とっさに伸ばした足が階段を踏み外し、体が階下に向かってふわっと浮いた。

「わぁっ」

「杏沙！」

　緊迫した声とともに伸びてきた腕が杏沙の体を難なく支える。受け止められた杏沙の視界に映った顔は焦った表情の拓海だった。

「危なかったな。平気か？　足をひねってないか？」

　アキームも心配そうに見守っている中、拓海は慎重に杏沙を立たせる。

「うん……なんともないみたい……ただびっくりして。ありがと」

「気をつけろ。このあとはずっと俺に掴まっとけ」

　安堵した声。優しい気遣い。小さな手をしっかり握る大きな手のひら。杏沙の胸がドキドキしているのはアクシデントのせいだけではない。

　──指を絡めてるなんて……恋人みたい……。

「アズサ。この先、ゆっくり。ソンチョウに」

「アキーム、違います。ソンチョウじゃなく、慎重ですよ」

　拓海の指摘で「おお、日本語難しい」と、大仰に困ってみせるアキームがおかしくて、杏沙はくすくすと笑った。

　その後は大きなハプニングもなく楽しく観光をし、拓海とともに行った初接待は無事に終えることができた。

「じゃあ、アズサ。また会いましょう」

　アキームは満足そうに微笑み、拓海のほうをちらっと見て帰宅していった。







「はい。梨乃、お土産あげる」

　昼休み、社内の食堂。杏沙が眠り猫のキャラクターがデザインされた包みの箱を差し出すと、梨乃の顔がぱあっと明るくなった。

「ありがとう」

　猫を溺愛する梨乃はうれしそうに箱を眺めたあと、ニマッとする。

「杏沙がこんなところに行くなんて珍しいじゃない。ね、主任と旅行したの？　とうとうカップルになったか」

「違う、違う。出かけたのは主任もだけど、二人きりじゃないから。メインの相手は外国人で、主任は通訳」

　実質接待だと話すと、梨乃はがっかりしたようにカクンと首を垂れた。

「な～んだぁ……二人ともモタモタしすぎ。ほんと、歯がゆいんだから」

　あんな完璧男はいないと梨乃は力説するが、それは杏沙も重々承知している。

　あらゆる面に優れており、女性の扱い方も極上。たまに冷酷になったり強引だったりの難点もあるが、基本的に性格はいい。

　アキームの件も、拓海は嫌な顔ひとつせず毎回付き合ってくれるというし、それどころか、杏沙よりも真剣に観光地を調べ上げ、役目をこなしてくれたのだ。

　──私が頼まれたことなのに。

　だが、接待は休日を利用しているためショップに行けず、ベッドの弁償が遅れているのが少々問題だ。杏沙は今も拓海のところで寝泊まりをしている。

　恋人まがいに甘やかされるのも変わらず、このままではペットのごとく飼いならされてしまう。

　いつの間にか名前呼びがデフォルトになっているし、正直、自分の気持ちに気づいた今はとてもうれしいのだが、二人の関係は依然として友人のまま進展していない。

　──藤森の本心がわからないのよね……。

　二人の体の関係は、あくまでも友人である拓海の『杏沙に絶頂を味わわせる』という親切心から始まったものだ。

　このままセフレの関係であるならば、拓海の理想にかなう大切な人ができたときに祝福しなければならないのは、つらい。

　ずるずると拓海のところに居続けるより、布団だけでも購入して自宅に戻るべきかもしれない。一緒に生活している日数が長いほどに、離れるときのつらさが増す。

　梨乃の言う通りに想いを告げられたら……と考えるが、失敗した場合は大きなリスクがある。杏沙は覚悟ができていない。

　拓海を失いたくないのだ。

　告白した途端、冷淡に突き放されるのが怖い。

　それならばいっそ友人のままのほうがいいという結論になる。

　そう思えば気分が沈み、しゅんとしてテーブルに視線を落とした。

「そんな簡単じゃないよ。いっそ、くっつかないほうがお互い幸せかもしれないし」

「ふ～ん、そういうの、いまいち理解できないんだけど、好きだけど恋人にならないほうがいいってこと？　じゃあやっぱり、あの話は本当なのかな」

「なんのこと？」

　視線を上げると、梨乃が考え込むように首を傾げていた。

「……最近、主任が誰に誘われても会う約束しなくなった。受付の美女も、総務部のアイドルも、冷たくあしらわれて雑談すらできないみたい。そのわけ、知ってる？」

　つい最近の出来事ならば、杏沙が拓海の家にいるからか。

　たしかに拓海は、杏沙が寝泊まりするようになってから早く帰宅している。しかも今は休日さえも独占している状態だ。

　常に一緒にいる拓海が誰かとデートできるはずもない。女子たちと雑談さえもしない理由は不明だが……。

　そんなもろもろの事情を梨乃に話せるはずもなく、杏沙は首を傾げ、逆に問いかけた。

「梨乃は知ってるの？」

「例の専務の娘、あの子が〝専務の娘と婚約するから、遊ばないのは当然〟だって、〝過去の女関係は精算してる〟って、親しい子たちに話してる。驚いたみんなが専務の娘って誰？と聞くと、そのうちわかるって意味深に笑うらしいの」

「え……それほんと？」

　婚約が本当なら、拓海は杏沙に報告するはずだ。しかし専務の意向で内密に進めている話なら、その限りではない。

　杏沙の心臓が、ドクンと嫌な音を立てた。

「このネタ教えてくれた子は首をひねってたし、私も信じられないんだけど、先週主任が専務の部屋に来たって秘書の子が言ってたから、縁談の話があった可能性はある」

　梨乃は名探偵のように顎をさすり、つぶやいた。

「愛より将来的に安泰なほうを選択したのかな」

　梨乃は探るような目で杏沙を見つめている。勘の鋭い彼女には、杏沙の心のすべてが見透かされていそうで怖い。

「どう思う？」

「……わからない」

　──婚約するなら祝福しないと。大丈夫……きっと、平気……まだ、傷は浅いはずだから。笑って言えるはず。

　拓海の縁談が決まったならは、却っていいのかもしれない。杏沙のポジションは確実に永遠の友人となるのだから。

　そう納得しようとするも、杏沙の心は重い。

「でもそれにしたって、話があってから、婚約決めるの早いよね。今まで噂にもならなかった相手なのに、やっぱ信ぴょう性ないわ。杏沙、主任にたしかめてみてよ」

「えぇっ、私が？」

「こんなことを主任に聞けるの、杏沙しかいないでしょ。私じゃ、〝くだらんこと、ほざくな〟って叱られちゃう」

「なに言ってんの。私だって叱られるよ。主任が怒ると、めちゃくちゃ怖いんだから」

　杏沙の記憶によみがえるのは、無報告の接待がばれたときのことだ。あのときの、すべてが凍り付きそうな空気は二度と味わいたくない。

「杏沙、噂をすれば専務の娘だよ」

　梨乃が視線で示すほうには、以前拓海と親しげに話をしていた販売部の女子が数人の子たちと一緒にテーブルにつくところだった。

　杏沙たちが座っているテーブルの斜め横、耳を澄ませば会話が聞こえてきそうな位置にいる。

「例の話、あの子たちにもするんじゃない？」

　梨乃の目が獲物を見つけた獣のように輝いている。彼女の情報収集に対する興味と欲には誰も勝てない。

「と思ったら、伏兵登場かな」

　梨乃が言い終わるや否や、杏沙の背後で「ちょっと、いいかしら？」と、きつめな口調の声が響いていた。

「藤森さんのことで根拠のない噂を振りまいてるの、あなたでしょ。彼が迷惑してるから、やめてちょうだい」

　振り向けば、受付の美女といわれている女子社員がテーブルわきに立ち、怒りの表情で専務の娘を見下ろしていた。

「迷惑って藤森さんが言ってたんですか？　それってうそですよね。先輩、無視されてるんでしょう？　はっきり振られてるのにわからないんですか？　そちらこそ、根拠のないこと言わないでください」

　専務の娘はトゲのある声で言い放ち、余裕の表情でふふっと笑った。

「たしかに、〝話しかけないでくれ〟と言われたけど、それは、なにか事情があるからよ。でなければ、この美しくて賢い私が嫌われているはずないもの。時期が来れば、彼は私を選んでくれるわ」

　受付嬢は自信ありげにのたまい、にやっと笑った。

　あの自信はどこからくるの、と梨乃が呆れた声を出している。

　おそらく、室内で彼女たちの会話に耳を済ませている人たちも同意見だろう。

　過去にも拓海に恋する女性たちの間で、何度か似たようなやり取りがなされていたのだから。

　そのすべてが、女性たちの空回りで終わっていると知っているのだ。

「うわぁ、藤森さん、思い込みの激しい人に付きまとわれて、ほんと、お気の毒です」

　専務の娘が蔑むような物言いをし、受付嬢はカッと顔を赤くして「違う！」と叫んだ。

「思い込みじゃないわ。藤森さんは優しく微笑みながら話してくれていたのよ。私に気があるのは間違いないもの。あなたこそ、勘違いしてるんじゃないかしら？　偽りの話を言い回って、彼の気を引きたいだけじゃないの」

「いいえ、噂の根拠ならありますよ。藤森さんは〝結婚する気はある〟〝プロポーズは自分がする〟と専務に伝えたそうですよ。そのうち発表がありますから、楽しみにしててください」

「なんであなたがそれを知ってるのよ」

「情報の出どころは秘密です。でも真実ですよ」

「ふんっ、それなら、そのプロポーズは私のものよ！　準備中だから、今は、話しかけるなってことよね。藤森さん、ほんとにかわいい人だわ……冷たい物言いも愛情の裏返しなのよね……」

　受付嬢は手のひらで頬を押さえてうっとりとし、「ま～た思い込んでる」とつぶやいた専務の娘をキッとにらみつけた。

「負け惜しみね。まあいいわ。藤森さんに拒否された専務の娘の泣き顔と、あなたの間抜け面を楽しみにしてるから」

「それはこっちのセリフです」

　バチバチッと火花が散りそうな雰囲気に、周囲が固唾をのんで見守っている。

　二人は無言でにらみ合っていたが、受付嬢がふと杏沙のほうに顔を向けた。

　にやっと意味深な笑みを向けてくる。

「あらっ、藤森さんの〝ただの同期でご友人なだけの高梨さん〟じゃないの。これから彼と飲むときは、〝彼の婚約者になる私〟に断ってからにしてちょうだい。まあ、絶対に、許可しないけどね。愛する人がほかの女と会うのは嫌だもの」

　受付嬢は「頼んだわよ」と言い放ち、フンッと顔を背けて食堂から出ていった。

「さすが社内一のモテ男……」

　誰かがぼそっとつぶやいたのをきっかけに、室内がざわざわとし始めた。

「主任がプロポーズするって！」

　嬉々とした表情の梨乃が杏沙を見つめている。その目は杏沙が相手だと確信しているようだった。

「う、うん。でもほんとかな。相手は、噂通り、専務の娘さんかな？」

　杏沙は乾いた笑い声を出した。頭の中がごちゃごちゃだ。

　拓海が結婚を考えている相手がいる。

　理想の相手が見つかったのだろうか。しかし、杏沙はそんな話を聞いていない。

　──でも……。

　拓海の相手が杏沙ならば、すでに愛を告げられているはずだ。その機会はたくさんあったのだから。

　拓海の結婚が、杏沙の知らないところで現実味を帯びてきている。こうなる前に縁談のことを聞いておけばよかったのだ。

　たとえ、『くだらんこと、ほざくな』と叱られても。

　杏沙は自分の手が震えていることに気づいた。

　──やばい、いつかは藤森にも愛する人ができると覚悟していたはずなのに。私、予想以上にショック受けてる。

　彼を愛しているから。

　しかし拓海にとって杏沙はセフレだ。

　彼が結婚するのなら関係もやめなければならない。

　セフレの終焉を告げられ、友人として結婚相手を紹介されることになる。

　いやそもそも始まりも告げられていないのだから、自然に終わるのかもしれない。

　拓海の手がほかの人の肌に触れる。

　あの美声で愛してるとささやく。

　想像しただけで寂しくて悲しいのに、実際に結婚すると告げられたら無様に泣いてしまうだろう。そうなる前に距離をとったほうがいい。

　そうすれば少しは頭が冷えて、杏沙以外の人が拓海の隣で笑っていても平気でいられるはずだ。そうなったら、また一番の友人として会えるのだ。

　すべて、肌を重ねる前に戻す。

　──しっかり、リセットしよう！

　あの夜からずっと、一緒にいる時間が多すぎたのだ。

　杏沙は両手のひらを握りしめて唇をきゅっと結び、今日から拓海の家に戻らないことを決意した。







　昼の食堂の一件は、すぐに社内に広まっていた。

『モテ男の藤森拓海は誰にプロポーズするのか』

　その話題で持ちきりだが、本人が外出中なだけに誰も真相をたしかめられない。

　もちろん、杏沙も。

　今夜からもう拓海の家で寝泊まりしない。

　そう伝えたいのだが、相手がいなければどうしようもない。行動予定ボードには帰社予定は定時過ぎとあり、正確な時間は不明だ。

　終業時、杏沙はエントランスに向かいながらメッセージアプリを開いた。文字を入れて送信をタップする。

【今夜は帰りません。ホテルに泊まります】

　──とりあえずは、これでいいよね。

　正しくは『今日から拓海の家に泊まらない』のだけれど、そこまで書くと理由まで説明しなければならない。それは直接話すべきことだ。

　なかなか既読にならないのは、スマホを見られる状態ではないのだろう。拓海が帰宅するまでに見られればいい。

　杏沙がエントランスに降りていくと、出入口付近に人が溜まっていた。みんな外を見てざわめいている。

　その中に同期の男性社員を見つけたので、杏沙は声をかけた。

「なにかあったの？」

「わきの駐車場にレールスノイスがあるんだ。それで石油王っぽいイケメンが外に立ってる。誰かを待ってるみたいなんだけど、社長の知り合いではないらしい」

　レールスノイスとは世界の名だたる高級車。一台数千万もの価格がするので、オーナーは富豪のみだ。

　──石油王って、まさか!?

　人をかき分けて外に出た杏沙が目にしたのは、よく見知った人だった。

「アズサ！　待ってました」

　白い歯を見せ、輝くような笑顔を向けてくる。

「アキーム。どうしてここに？」

「食事の誘いです。アズサ、デートしましょう。昨日、話せませんでした。二人で話したい。フジモリ、内緒です」

　アキームは人懐こい笑顔で手を差し出した。

　杏沙にとって彼は接待の相手と区分されているが、今回は明確にデートの誘いをしているのだ。

　とっさに断る理由が見つからず、杏沙は困ってしまった。

「なに？　高梨の知り合い？」

　その声は、先ほどの同期の男性社員だった。

「そう。お客さんの息子さんで……」

　答えながら振り向けば、エントランスで群がっている社員たちの注目を一身に浴びていた。その誰しもの表情と目の輝きが、驚きと好奇心と羨望を映している。

　人はどんどん増える一方で、恥ずかしくなった杏沙はとっさにアキームの手首を握り、わきの駐車場に向かった。

「アズサ、食事、ＯＫですね？」

　アキームの落ち着いた声がし、杏沙は戸惑いながらも「はい」と答えたのだった。








☆☆☆









　拓海が帰社したのは、杏沙を乗せたレールスノイスが出発してまもなくのことだった。

　わきの駐車場に停めた営業車から降り、エントランスに向かうと、興奮冷めやらぬ雰囲気の社員たちが立ち話をしていた。

　──なにかあったのか？

　少し興味が湧いたが、わざわざ立ち止まって話を聞くまでもない。拓海は足早にそばを通り過ぎ、社屋に戻った。

　そのままの勢いでエレベーターに向かう拓海の前に、女子社員がスッと立ちはだかった。思わず眉を顰める。

「藤森さん、おかえりなさい。待ってたんです」

　頬を染めた笑顔を向けてくるのは、いつも受付にいる人だ。男性社員たちの評価は社内一の美女らしいが、杏沙が一番の拓海にとっては十人並みとしか思えない。

　これまで受付嬢には、ほかの社員たちと同様に同じ会社で働く者として敬い、普通に接してきた。

　だがこの人は、陰で『藤森さんは私のことが好き』『もうすぐ藤森さんが恋人になる』とうそぶいているらしい。

　たしかな情報筋から伝わったことなので真実だろう。

　受付嬢とは雑談のみで食事もしたことがないのにもかかわらず、なにを根拠にそう思っているのか謎だ。

　情報提供者によれば『逃げられないように周囲から固めていく作戦』だそうだが、固められるほどの関わりもない。

　今まで関わってきた人たちとは違うタイプで、きっぱり遮断したい相手だ。それゆえに、きつく拒絶してきたつもりだった。

「あなたには、話しかけるな、としっかり伝えたはずですが」

　冷たく言い放つもひるむ様子がない。

　それどころか頬を染めて「ふふっ」とうれしそうに笑う。

　話の通じなさに不気味さを覚える。

「私、知ってるんですよ？　準備中なんですよね。でも、今、してくださっても全然かまいません。そのほうが、勘違いしてる人たちにアピールできますから」

「なんの話かわかりません。失礼します」

　──こんな人が企業の顔となる入り口に立っているとは、いつか不利益を被るだろう。引っ込めるよう、人事に忠告をしておくべきだな。

　拓海はエレベーターのボタンを押すが、三基すべてが上階でとどまっていた。受付嬢は一方的にしゃべり続けて立ち去る気配がないため、一刻も早い昇降を願った。

「そうそう、アピールといえば、さきほど面白いものを見ました。藤森さんのただのご友人の高梨さん」

　受付嬢の口から出た名を聞き、拓海の肩がぴくっと揺れた。

　──なにを言うつもりだ？

「あの人、どこまで目立ちたいのかしら。今日なんて、石油王っぽい人にレールスノイスで迎えに来させたんですよ。あんなイケメン、いったいどこで雇ったのかしら。お金かけてまでモテアピールするなんて、なにを考えているのかしらね」

　──石油王、アキームか！

　日光ではことあるごとに拓海が杏沙との間に入り、アキームと話をさせなかった。それゆえにサプライズで迎えに来るという作戦に出たのだろう。

　衆目の中では誘いを断りづらいからだ。

「ひょっとしたら、藤森さんの気を引くためだったのかも。それなら失敗ですよね～。藤森さんは不在だったんだから」

　受付嬢は「そっか。計画失敗して、焦っちゃって。すごい傑作～」と一人で納得し、くすくすと笑う。

　──アキーム、約束もなしに迎えに来るとは。杏沙をどこに連れて行った？

　普段拓海は冷静で、どんなことがあっても女性相手に激昂することはない。だが、このときばかりはそうではなかった。

「だから藤森さん、もう高梨さんとは一切関わらないでほしいんです。だって、あなたは私と」

　突如、エントランスホールに「ガンッ」と激しい音が響き、受付嬢が「きゃぁっ」と声を上げた。

　アキームに対する焦りと受付嬢への怒りで我を忘れた拓海が、拳でエレベーターの扉を叩いた音だった。

「黙れ」

「え？」

　拓海は驚いている受付嬢の顔を怒りのこもった目で見据えた。

「おめでたい人だ。あなたごときが、杏沙のなにを知ってる」

　拓海は感情を吐き出すようにドスの利いた声を出し、受付嬢の顔が恐怖にゆがんだ。じりじりと後ずさりをしている。

「……あ……？　ふ、藤森さん……？」

　受付嬢との距離を縮め、相手を押しつぶすような威圧をかけた。

「モテアピールだと？　誰もがあなたと同じ思考を持つと思うな」

「あ……あの……どうしました……？　こんな、好きな女に取る態度じゃ」

「ふざけるな。俺は、微塵もあなたに興味を持っていない。むしろ顔も見たくない。さっさと失せろ」

　青ざめる受付嬢を冷たい目で見下ろし、ふいっと背を向けた拓海はスマホを取り出した。画面に表示された杏沙からのコメントを目にし、愕然とする。

「ホテルに、泊まる……？」

　受付嬢がなにかを叫んで走り出したが、拓海の耳には届いていなかった。







俺を愛してくれ








　都心から少し離れたところに建つ、豪華な和風の屋敷が食事の場だった。

『アズサと和食を楽しみたい』

　アキームが結城マダムに相談し、五つ星を誇るこの料亭に決めたという。

　ライトアップされた庭園が美しく望める八畳ほどの和室に二人きりだ。

　和服を上品に着こなした店員が部屋に訪れ、豪華な懐石料理と有名な銘柄の日本酒が並べられた。

　──緊張しちゃうな……。

　料理が並べ終えられ「ごゆっくりお楽しみくださいませ」と、女将を名乗る妙齢な女性がお猪口に日本酒を注ぎ、静かに退室していく。

　アキームはお猪口を手にし、目の高さに掲げたのちに口をつけた。

「どうですか、ここまで来ました車、気に入りましたか」

「もちろんです」

　人生で乗ることなどないと思っていた高級な外国車は、揺れも少なく宇宙空間を滑っているような心地がした。

「夢のようなすごい体験でした。宇宙に行ったらあんな感じなのかも、と思うくらいに」

　アキームは「あはは」と屈託なく笑う。

　とんでもない富豪なのに、気取らない人だ。

「アズサなら、いつでも乗せられます。車はアズサのために用意したんです。これから一緒にいれば、夢は毎日になります」

　アキームはストレートに好意を示してくる。だが、彼がなぜ想いを寄せてくれるのか、杏沙にはわからない。

「……どうして、私なんですか？　知り合って間もないでしょう？」

「はじめましてのとき、アズサに運命、感じました。きれい、笑顔がかわいい。話すとドキドキします。毎日、会いたいです」

　ひとめぼれ、ということなのか。

　アキームの恋愛観は、結城マダムからの影響が大きいのかもしれない。

　彼女と石油王とのラブストーリーはたいそうドラマチックだったのだ。杏沙も憧れてしまったほどに。

「すぐに幻滅しちゃうかもしれません」

「いいえ、マザーから聞いてます。アズサ、気取らない、優しい、素晴らしい。気持ちは変わりません」

　アキームの恋情が込められたまなざしが杏沙の居心地を悪くさせる。早くこの場から逃れたいと考えてしまう。

　──今まで、誰に告白されても動じなかったのに……。

「でも、私には好きな人がいるんです」

「知ってます。でもその人は恋人じゃない。きっと私のほうが金持ち。アズサの望み、なんでも叶えてあげられる。ジュエリーも、旅行も、車も、全部あげられる。幸せにできます」

　たどたどしい日本語で紡がれる、石油王の息子からの求愛。多くの女性が憧れるシンデレラのような出来事だ。

　富豪である彼とともに人生を歩めば、間違いなく不自由のない生活を送ることができる。老後も結城マダムのように悠々自適に暮らせるだろう。

「だから、アズサの恋人にしてください」

　おそらく、拓海への想いは叶わない。彼のプロポーズを断る猛者な女性は、この世に存在しないはずなのだ。

　だからといって、すぐにほかの人と恋はできない。というより、これから誰にも恋心を抱けないかもしれない。

　──こんな苦しいのは、初めて。

　今までほかの人としてきた恋愛は本気ではなかったのだと、今さらながらに思い知っている。

　振られても、いつだってあっさりと次に進めていたのだ。憤りや悲しみはあったけれど、長くは続かなかった。

　──だって、彼が……藤森がいたから。

　杏沙が必要とするとき、必ずそばにいてくれる人。

　愚痴も悩みも、喜びも、共有してくれる人。

　こんな男性は、ほかにいない。

　だからこそ失いたくなくて、友人でいいと、離れなければそれでいいと、ずっと心にブレーキをかけていた。

『愛する人がほかの女と会うのは嫌だ』

　受付嬢の言葉は、狭量な心の問題ではなく、真理だ。

　拓海が婚約すれば、友人として会うこともできなくなるかもしれない。

　──そうしたら、私はどうしたらいいの？

　アキームからの率直で強い求愛は、杏沙が心の底に押し込めていた感情を引き出し、頬を流れる雫となった。

　拓海と距離を取れば平気になるなど、到底不可能な浅い考えだ。

「アズサ、どうしました？」

　アキームのおろおろした声がするが、あふれる涙は止まらない。

　拓海の存在があるからこそ、今まで失恋しても泣いたことがない。それも、たった今気づいていた。

「ごめんなさい、やっぱり私は彼が好きなんです。だから、アキームとは恋人になれません……泣いてごめんなさい」

「いいんです。アズサ、これ。涙、拭いて」

　そばに来たアキームがハンカチを差し出し、杏沙はありがたく受け取った。そのとき、「失礼します」と声がかけられ、入り口のふすまがスッと開けられた。

　びくっと顔を上げた杏沙が目にしたのは、この場所を知るはずのない彼の姿だった。

　──藤森？

「杏沙……！」

　険しい顔つきでつかつかと歩み寄ってきた拓海は、アキームを押しのけた剣幕とは裏腹に、そっと杏沙の手を握った。

　心配そうな、切なそうな瞳で杏沙を見つめている。

「なにがあった？」

　どうしてここに？　と疑問が湧いたものの、今は事態を収束させるべきで、杏沙は呆然としながらも口を開いた。

「私が勝手に泣いて……彼は悪くないよ……」

「フジモリ、あなたはしっかりするべきです」

　すぐさま事態を理解した拓海は「乱暴して申し訳ございません」と真摯に頭を下げた。

　むすっとした様子のアキームだったが怒りは小さかったようで、拓海の謝罪をすぐに受け入れた。

　そして二人はアラビア語で会話を始めてしまったので、杏沙はきょとんと見つめるばかりになった。

「それでは、アキーム。すみませんが杏沙は体調が悪いようなので、俺が連れて帰ります」

「え、あの、でも」

「杏沙、いいんだ。帰ろう」

　アキームも承知しているようで、コクンとうなずいている。

「あ、じゃあ、ごちそうさまです。ありがとうございました」

　拓海に手を引かれつつも急いで礼を言う杏沙に、アキームは笑って「サヨナラ」と手を振っている。

　最後は笑顔で、というアキームの気持ちが伝わってきて、杏沙も笑顔を返したのだった。







　拓海に手を引かれながら店内を歩く最中、杏沙は頭の中を一生懸命に整理していた。尋ねたいことが山のようにあるが、なにから手を付ければいいのか迷う。

　──とにかく落ち着いて話ができるとこに行かなきゃ。

「ね、どこに行くの？」

「……今はまだ、秘密」

　料亭から出た杏沙の目に飛び込んできたのは、とてつもなく長い車体の乗用車だった。

　その車は長すぎて既定の駐車場に入らなかったのか、入り口そばのスペースに停められている。

「リムジンがある」

　杏沙がぼそっとつぶやくと、拓海はその車に近づき、こともなげにのたまった。

「これは、俺のだよ」

「ええっ!?」

　予想外のことに、杏沙は拓海の顔をまじまじと見つめた。

　彼は余裕の微笑みを浮かべて見つめ返してくる。

　──どういうこと？　リムジンってすごく高いんじゃないの？

「俺のって、借りたの？」

「まさか。ずっと計画してたことがあって、購入した。二日前に納車されたばかりだよ」

　拓海がドアを開け、恭しく「どうぞ」と促す。

　おずおずと乗り込むと、サイドの窓に沿う長いソファとテーブルがあり、車の中はリビングルームの様相を呈していた。

　運転席と後部座席の間にはボード状の壁があり、くり抜かれた窓状の穴から運転手の姿が確認できる。

　ソファは座面が広く、ゆったりふかふか。テーブルにはワインと簡単なオードブルが設置されている。

　エンジンがかけられると、天井の所々に埋め込まれている照明がイルミネーションのように輝き、神秘的なムードを醸し出した。

　──豪華すぎる……。

　わずか数時間の間に二台もの最高級車に乗るとは、人生はなにが起こるかわからない。

　──これって、夢じゃないよね？

「出発してくれ」

　拓海が命じるとリムジンは滑るように走り出し、彼は慣れた手つきでグラスにワインを注いだ。

　ホルダーに置かれたワイングラスの中でルビー色の液体がゆらゆらと揺れる。

「まずは、乾杯しよう」

　拓海がグラスを掲げ、杏沙もそれに倣った。

　なぜ拓海はリムジンを手に入れたのか。

　どうして杏沙の居場所を知ったのか。

　それによくよく見れば、拓海の格好はいつもと違っている。

　整髪料で髪を整え、スーツは三つ揃え。高級感あふれる姿は大企業のトップ並みの装いで、杏沙は絶賛混乱中だ。

　いつもと違う彼。

　杏沙を迎えに来た彼。

「藤森って、何者？」

　思い切って問うと、拓海はグラスをホルダーに置き、不敵な笑みを浮かべた。

「収益が五億ある投資家。仕事をしてるのは趣味。最近は、ただ杏沙に会うためだけに、会社に行ってた」

「五億!?」

「そう。世界中の企業に投資してる。実は友健ホームも俺が筆頭株主で、特別議決権を持ってるんだ。ある意味、俺が会社の持ち主」

　特別議決権とは、株主総会の際、取締役解任や合併解散などの経営に関する重要事項を単独で可決することができる権利だという。

　杏沙はぽかんと口を開けてしまった。

　住居環境から、なんとなく只者ではないと感じてはいたが、企業に縛られる御曹司とは一線を画す人だった。

「親父はもっと稼いでて、ドバイに住んでるよ。俺は宗教が肌に合わないから、日本に帰ってきてる」

「……だから、アラビア語がペラペラなのね……」

　知らなかった拓海の事実は驚くことばかりだ。

「実は、結城マダムとも知り合いで、そこから私の居場所を知ったとか？」

「違うよ。杏沙の居場所がわかったのは、伝手を駆使して結城マダムとコンタクトを取ったから」

　本来ならば働く必要のないセレブ。いつでも自由になれる人。

　そんな拓海が、どうして〝杏沙に会うために会社に来ていた〟などと言い、さらうようにして料亭から連れ出したのか。

　──もしかして……私と同じ気持ちなのかな。

「ところで、俺からの質問」

　ふと拓海の声音が低くなり、穏やかだと感じていた空気に急速に緊張感が混じっていく。

「あのメッセージのこと。どうして、今夜はホテルに泊まることにした？」

　杏沙の心に湧き起こっていた疑問と淡い期待が、拓海の気迫で打ち消された。

　──そういえば、彼には……それに理想の女性が……。

「アキームとそうするつもりだったのか？」

　そう問いかけてくる拓海の声音には、怒りだけでなく切実さが混じっているとも感じられる。

「違うよ。彼は関係ない、藤森が結婚するって噂を聞いて……少し距離を取ったほうが、お互いのためだと思ったから。私たちはただの友人でしょ。いつまでも藤森の家にいたらいけないし……」

　杏沙は耳に入ったことすべてを話し、ぐっと唇を結んだ。

　拓海は手のひらで髪をくしゃっとさせ、「はぁ～」と大きな息をついた。

「こんなに伝わっていなかったとは」

　整髪料で整えられた髪が乱れてしまい、打ちひしがれた様子が強調されている。その姿は、いつも毅然としている彼らしくない。

「料亭にたどり着くまで、俺がどんな思いでいたか……」

　力なくつぶやく彼からは哀愁が漂い、肩を震わせているようにも見える。

　──まさか、泣いてるの？

「あの……藤森？」

　杏沙が肩に手をかけようとすると、拓海はスッと顔を上げた。その横顔には驚くほどの冷淡さがあり、杏沙の背筋がぞくっとした。

「噂はほぼ間違っていない。専務から縁談があったのは事実。だけど、即座に断ってる。そのときの会話が捻じ曲げられて伝わったようだ」

　専務から『昨今の若者はシングルを通す傾向にあるが、きみは結婚する気はあるか』と問われ、『ある』と答えた。

『娘はどうだ。販売部にいる子だ。考えてみないか』と勧められ、『断る。愛する者には自分から求婚して結婚する』と返答した。

　拓海の話からは誤解されるような点は見つからない。

　けれど彼と関わりを持つ多くの女性たちは、執着して思考を短絡化させる傾向がある。彼が常に『おめでたい思考』だと両断するものだ。

　専務の娘も、断られた事実を捻じ曲げて受け取ったのだろうか。

　勧められた縁談よりも自分で愛を勝ち取るつもりだと、その相手は自分だと、解釈したのかもしれない。

「ごめん、俺がはっきり伝えなかったせいで誤解させた。だから、今からちゃんとしようと思う。杏沙、手を出して」

　求められるがまま差し出した杏沙の手を取った拓海は、内ポケットからなにかを取り出した。指先には、きらっと光るリングがある。

「あ……それ……は？」

「婚約指輪。誰よりも幸せにすると約束する。結婚してくれ」

　彼は真摯な声音を出し、真剣な面持ちで杏沙の指に指輪を嵌めていく。慎重に行う手が、少し震えているようにも思う。

　拓海の手に支えられている杏沙の左手薬指には、大粒のダイヤが光っていた。

「断らせないよ。もう絶対に手放せないから」

「……うそ……」

「うそじゃない。俺はずっと、杏沙のことしか見ていない」

　拓海の声も目も甘く蕩けるように優しく、杏沙の胸にじわじわと幸福感が湧き上がってきた。

「私も……拓海のことが好き……でも、それがわかってしまえば離れていくと思って……友人としてでも一緒にいたくて、失いたくなかったから、想いを告げることができなかった」

「杏沙……ようやく、俺の名を呼んでくれたな」

　拓海の目がいっそう柔らかくなり、杏沙の頬を両手で愛しげに包んだ。

「俺の愛は重いんだ。好きになった相手を押しつぶしてしまいそうなほどに。ややもすれば嫌われてしまう。それが怖くて、杏沙のあっさりした恋愛ぶりを見てきて、友人に徹しようとしてたんだ。あの夜までは」

　拓海の指が杏沙の顎にかかり、親指が柔らかい唇を弄ぶ。

　それだけで拓海と肌を合わせたときの感覚がよみがえり、杏沙の体の芯にポッと灯がともる。

「でも、理想の女性は……？」

　息がかかりそうなほどに近づいた拓海の唇が、「フェイク」と言葉を紡ぐ。

「理想の女性探しは、重すぎる杏沙への愛を覚られないようにするため」

　拓海はチュッと杏沙の唇を吸い、ニッと微笑んだ。

「今まで会ったと報告してきた人たちは、社会人として『一度限りの約束』として食事に付き合っただけで、それ以上のことはなにもしてない」

「え、でも、私が伝え聞いたのは……『一晩一緒に過ごした』『素敵だった』って。だから、私、ずっとお試ししてるって思ってて」

　拓海の顔が苦々しげにゆがむ。

「それは誤解だ。フェイクとして放っておいた俺が悪いんだけど……あの人たちは、あたかも関係を持ったように話して、周囲をたぶらかしていた。実際は食事しながら話をしただけ。だから冷酷に対応していたんだ」

「じゃあ……もしかして、私を抱いたのが長年ぶりってこと？」

「そう。実はほぼ未経験といってもいい。きっかけは、男はいらない宣言。あれで俺の欲望が止められなくなった。誰とも縁をつながないなら、俺の腕の中に閉じ込めるって」

　ずっと隠されていた彼の本心。

　早く告げてくれていれば、という怒りよりも愛しさが湧いてくるのは、惚れた弱みだ。それに杏沙も恋心を抑制して隠していたのだから、お互いさまといえる。

「あらゆる欲望を抱くのは杏沙だけだよ」

　杏沙の髪を愛しげに撫でる拓海の指が心地よくて、うっとりと目を細めた。このままずっと彼の手に甘えていたい。

「今まで俺がどんな思いで接してきたか、今から、とことん教える」

　心地のいい空間と彼の魅惑的な雰囲気に酔わされて、ここが運転手つきの車の中だと忘れてしまいそうになる。

　けれど濃厚に唇を重ねられた途端にハッと現実に立ち返った。運転手の存在を無視してしまうのはまずい。

「ん……待っ……たく……み……」

　ストップをかけたくても重ねられた唇からは、簡単に逃れることができない。

「なにも考えるな」

　一瞬の隙が作られるもすぐに唇が支配され、ねっとりと絡められる舌が、杏沙の理性を奪っていく。

「ふぅ……んっ……」

　上顎のくぼみをくすぐられれば腰がゾクゾクと震え、視界がじんわりとにじむ。

　チュッ、チュッ、とついばむように舌先を吸われ、痺れるような気持ちよさに陶酔してしまう。

　彼のキスはどうしてこんなに甘くて気持ちがいいのか。ここが車内だということも、忘れ去ってしまうほどに。

　──私も……もっと……。

　さらに深くつながることを望み、杏沙は拓海の肩に腕を回した。

　二人の想いが同じならば遠慮はしない。杏沙も積極的に唇を合わせ、彼の舌をチュッと吸った。

　途端にポスッと背中に衝撃を受け、目を開けると拓海の顔の向こうに星空のように輝く天井が見えた。

　彼は上着を脱いでシャツになり、ネクタイを緩めている。

　いつもと違う拓海のスタイルは、ドレスコードが必要な事情があったのではないのか。たとえば、パーティーのように改まった催しから抜けてきたとか。

「脱いでしまっていいの？」

　杏沙の問いかけに、拓海はふと動きを止めて「ああ」とつぶやいた。

「もういいんだ。この格好は、アキームに負けない財力があることを、彼にアピるためだったから」

「かっこよかったから、もうちょっと見ていたかったけど」

「これからは飽きるほど見せられるよ。だから今は俺の裸を堪能してくれ」

　そう言ってすぱっとシャツまで脱ぎ、たくましい上半身を露わにした。贅肉がなく腹筋も割れていて、誰もが見惚れてしまう裸体だ。

「で、でもここ、車の中だし、すぐそこ外だし。防犯が、心配でしょ」

　それにボードの向こうには運転手がいるのだ。車が長くて後部座席の会話は聞き取れないにしても、音は筒抜けだ。

「大丈夫だ。車はもう俺の私有地に停まってる。安心しろ、大切な杏沙の声は誰にも聞かせるつもりはないから、人払いしてある」

「私有地って!?」

　がばっと起き上がって窓の外を見れば、暗いながらもこんもりと木が茂っているのが見えた。しかも、すべての窓から見えるのは木だけだ。

　──ひょっとして、山？

「ここ、どこ」

　呆然としている杏沙の服が拓海の手によってするする脱がされていく。少しばかり抵抗するも、彼の手は止まらない。

「俺の二つ目の家。別荘のうちのひとつ。ここは庭の中で、建物までかなり歩く。それで今の俺は、少しの移動時間も待てない。ここで杏沙を抱きたい」

「別荘……ほかにもあるの……」

「海外にもある。全部、連れてってやるから。楽しみにしてろ」

　拓海がリモコンらしきものを操ると窓にシェードが下り、外部への視界が遮断された。車内のイルミがいっそうきれいに輝いて見える。

　リムジンは特別仕様にされていて、エンジンが止められても後部座席の電力は止まらないという。

「すべて、杏沙に喜んでもらうために、準備していた」

　下着姿になった杏沙の体が抱えられ、拓海の膝の間に下ろされる。すっぽりと腕の中に入ってしまい、耳元に近づいた唇からふぅっと息が吹き込まれた。

「んんっ」

　レロ～ッと耳朶が舐め上げられ、ゾクゾクと震える杏沙の耳に、再度拓海のささやき声が投じられる。

「だから、観念して抱かれろ」

　ぷちん……。

　わずかな音とともに下着が緩められ、するっとはぎ取られて二つのふくらみが露わになった。

　拓海の大きな手のひらがふくらみを包み、むにゅっむにゅっと、ゆっくり揉む。

　柔らかな白い肌に十本の長い指が食い込み、桜色の尖りがツンと立って、触れてほしいとばかりに自己主張を始めた。

　彼は尖りを指の間に挟み、ふくらみの底辺から持ち上げて円を描くように揉み、桜色の頂点をさらに際立たせる。

　きゅうっと蕾を突き出す官能的な指の動きに、杏沙の思考が淫猥に染まった。

「柔らかくて、愛しいな……。俺だけの杏沙にしたくて、俺だけを見て、感じてほしくて、杏沙に接するたび、心の中ではみっともないほどに懇願していた」

〝俺を愛してくれ〟と。

　低音の甘い声が杏沙の鼓膜を揺らす。

「んん……」

　首筋がゾクゾク震えてくすぐったさに首をすくめようとするも、拓海の顎に阻まれて息を吹き込まれ、さらに感じさせられてしまう。

「あ……だめ……そればっかり……しないで」

　拓海の唇が耳たぶをしゃぶり、ピチャ、ピチャ、と淫靡な水音がする。ついで肌をついばむように首筋にキスが落ちれば、杏沙の鼓膜は彼が出す音に支配された。

「それなら杏沙の感じるとこ、どこ？　教えてくれ」

　弱いところを知っているくせに、耳元でばかりささやきかけるのはずるい。

　──でも、じれったくて……触ってほしい……。

　指の間に挟まれている胸の尖りがじんじんしている。彼の指や舌で転がしてもらえたら、どんな快感が……と、期待ばかりが膨らんでいた。

　──もう、我慢できない。恥ずかしいけれど……。

　杏沙は頬を染めて目を潤ませた。

「お願い……乳首をいじめて……」

「いじめるって、こう？」

　指先で、ツンッと尖りをはじかれ、電流が流れたような刺激に襲われる。

「ああっ」

　指の腹でトントンと叩くように細かい振動を送りながら、杏沙の耳たぶをピチャピチャとしゃぶり、耳穴に息を吹き込む。

「んんんっ」

　弱い耳を幾度も襲う快感で杏沙の意識が一瞬飛びかけて、体がぶるるっと震えた。

「今イッたね……こういうのがいいのか？」

「しらない……拓海のいじわる……」

　今の愛撫だけで下腹部が熱くなり、蜜壺からは透明な液がじゅわじゅわとあふれ出ている。

「光栄だね。こうして杏沙にイジワルできるのは、もう俺だけだから。イジワルな男らしく、下もいじめてあげるよ」

　彼の右手がゆっくりとショーツのほうに下っていき、白いレース生地の中に侵入した。

　杏沙の白い肌、血管の浮き出たたくましい彼の腕と、可憐なレース生地のコントラストが淫猥さを増して、杏沙の情欲を煽る。

　今までに何度も絶頂を味わわされた彼の手。否が応でも気持ちよさを期待してしまい、彼の手から目を逸らすことができない。

　男らしい腕のその先にある長い指が隠されている花芽を暴き、クニッと弄る。

「ああん、んンっ」

「杏沙は、ここをいじめられるの、好きだろう？」

　クニュ、クニ、クニュクニュ、グニッ。

　拓海の指は容赦なく花芽をこすり、挟み、転がす。

　蜜壺からは愛液がとろとろとこぼれてショーツにじっとりとにじみ、花芽は熱く膨張する。

　拓海の指は花芽だけでなく、胸の尖りもすりすりとこすって快感を送ってくる。

「あ、ぅ、あっ」

　喘ぎ声を出していると顎が掬われ、唇が拓海に塞がれて舌をちゅるっと吸われてしまう。

「ふっ、んんんん」

　──こんな……気持ちよすぎて……苦し……。

　けれど、愛し愛されている拓海にいじめられていることが興奮を煽り、さらに感度を強めている。

　じわじわ攻めあげる快感の波に飲み込まれ、抗うことのできない恍惚に身をゆだねた。

　拓海の指が花芽を押しつぶすと、高まりきった熱がぶわっとはじける。

「んんんんーーーーー」

　刹那に意識は虚ろに染められ、ただ火照った体をめぐる恍惚の波だけを感じている。

　唇を塞がれたまま強い快感にビクビクンッと体を揺らし、目には涙がにじむ。彼にぐったりと体を預け、解放された唇を半開きにしてぼんやりと前を見つめた。

　じんわりとゆがんだ視界に映った拓海がニッと笑う。

「前より感じやすくなったみたいだ。場所が興奮する？」

　問いかけながら彼はソファから降り、杏沙の前に座った。

　杏沙を見つめる目には、たしかな愛情がこもっているとわかる。

　──拓海はいつも同じ目で見ていてくれたのに、前にはわからなかった。というか、感じないようにしてたのかな。

　傷つかないように、自衛してた。

「多分、恋人になれたから、かな」

　気恥ずかしいながらも口にすると、拓海の頬に赤みが差し、照れたように微笑む。

　それは心底うれしそうで、同期であり友人として付き合ってきた杏沙だが、拓海のこんな表情を見るのは初めてだった。

　営業がうまくいったとき、昇進したとき、どんな喜ばしい場面でも彼はクールな笑顔のままだった。

　杏沙は拓海の頭にそっと触れ、手のひらでくしゃっとしたせいで乱れていた髪を直した。

「私、拓海に愛されて幸せだよ。十分すぎるくらいに」

「それは困るな。杏沙には、この先もっと幸福を味わってもらうつもりなんだから」

　髪を直す杏沙の手を取り指先に口づけた。

「直さなくていい。髪は、今から杏沙にも乱されるから」

　口づけながら上目遣いにした彼の瞳が蠱惑的で、杏沙の胸と下腹部をきゅんきゅんと痛めた。

　──う、ほんとイイ男なんだから、困る。

　これからどれだけドキドキさせられるのか。困惑もありうれしくもある。

　口づけられていた手を引っ込めると、彼の手がショーツにかかり、するんと脱がされてしまった。

　ついでぐいっと腰を引き出され、ソファの背もたれが枕になる体勢に変わった。腰は、かろうじて端にとどまっている。

　ぐっと開いた太ももの間に拓海の顔が埋まり、無防備になった割れ目に舌を這わせた。お尻側からレローッと舐め上げ、花芽をチロチロと嬲る。

「あっ」

　ちゅぱっと吸われれば、収まっていた恍惚がよみがえり、意識は官能の沼に沈み込んでいく。

「あ、あ、だめっそれ……またっ……すぐにイっちゃうからっ」

「イけ。何度でも」

　そういった彼の吐息さえも刺激になって快感に変わる。

　鼻の頭を花芽に押し付けて顔を左右に振られれば、濡れそぼったそこはぬるぬるとはじかれて強い快感を生む。

　切ないほどに押し迫った感覚は、どうしようもなくて……。

「ダメ……もう、もう……出ちゃうぅっ」

　拓海がぱっと顔を離した途端、割れ目から透明な液が勢いよく飛び出した。

　彼はぴぴぴっと飛び散ったそれを素早く布でふき取り、ぼうっとする杏沙の目の前に中指と人差し指を立ててみせ、レロッと舐めた。

　その蠱惑的な仕草に子宮が震え、快感を求める膣壁がヒクヒクと疼いた。

　彼の唾液に濡れたそれが、杏沙の中にぬぷぬぷと沈み込む。

「あぁ……ぁ……」

　ヌプ、ズップ、ヌプ、ヌプ。

　愛蜜でテラテラと光る長い指の全貌が現れては奥に消え、杏沙の気持ちいいところをぐりぐりとこする。

「気持ちイイ？」

「あっ……あっ、いいっ、あっ、んっ」

「でも指だけじゃ細いから、物足りないだろう。杏沙の好きなここ、一緒にいじめてあげるよ」

「あっ、だめ」

　拓海の舌が再び花芽を嬲り、さんざん頂点を味わわされたそこは燃えるような熱を持ち、膣壁をこすられる快感を強めた。

「ああぁっ」

　内と外を同時に攻められれば、強すぎる快感がつらく、杏沙は拓海の頭をぎゅうっと押した。

　けれど、抵抗むなしく手を捕らえられ、ソファの座面に縫い留められる。

　レロレロレロレロ。

　グチュグチュグチュグチュ。

　車内に淫靡な粘着音が響き、杏沙がどんなに抗っても容赦なく舌は花芽を嬲り、二本の長い指は奥を強く抉る。

　快感から逃げることは叶わず、杏沙は何度も頂点に向かわされ、嬌声を上げて子宮をぴくぴく痙攣させた。

　涙目に映る拓海の顔が近づき、杏沙の唇をチュッと吸う。

「髪、少ししか乱せてない」

　杏沙が口を尖らせると、拓海はなぜかうれしそうに笑う。

「ごめん。思いのほか力が強かったから。今から俺の熱いモノを挿れてイかせるから、許してくれ」

　前髪をのけて額に口づけを落とし、拓海は下半身に纏っているものを素早く脱ぎ捨てた。

　腹筋の割れたお腹と股間でたぎる熱棒が、彫刻のようにたくましくて美しい。

　──彼の、この姿を見るのは私だけ、なんて……。

　ほぼ未経験だというのに、セックスの上級者。拓海には、できないことがないのではないか。完璧に極上の男だ。

「杏沙、おいで」

　ソファに座った拓海が腕を広げて杏沙を誘惑している。天井を向く肉棒の猛々しさとは裏腹な優しい微笑みだ。

　誘われるまま拓海の腕の中に入った杏沙は、彼の膝にまたがった。

　リムジンの天井は、杏沙が彼の上に座っても十分な余裕がある。上下運動をしても頭をぶつけないと思われた。

　膝の上に落ち着くと拓海はすぐに杏沙の腰を支えて浮かせた。

「早く杏沙とつながりたい。もう挿れるよ」

　拓海の荒ぶる獣は青筋を立て、杏沙の割れ目にずぶずぶと沈んでいく。

「あ、あ……太いぃぃ……」

　極太で硬く長いモノが、膣壁の気持ちいいところを余すことなくこすりながら奥へと進んでいく。

　蜜であふれる穴は、彼の剛直で入り口から最奥までみっちりと埋まった。そうすれば杏沙の子宮が疼いてたまらなくて、拓海の首にしがみついた。

「たく……み……早く、動いて……」

「くっ……杏沙の中、熱くて蕩けそうだ……」

　拓海が腰を回すように動かし、亀頭がぐりぐりと最奥の柔ひだをこする。

　指の腹で絶頂を迎えさせられたそこは簡単に灯を点し、杏沙を恍惚の海に落とした。

「あぁぁ、あぁ、アンンっ、あっ」

　杏沙の腰が上下に動き、豊かな胸とリムジンの車体がゆさゆさと揺れる。

　白い肌の間では牙をむいた獣が激しく見え隠れし、花弁を獰猛に抉った。

「はっ、杏沙、そんなにイイのか。中、グイグイ締め付けてくる」

「だ、だって、拓海のが、おっきいからぁ」

「それは、うれしいな」

　ズンッと子宮を叩き、拓海の動きがいっそう強く激しくなった。

　ヌチョッ、ネチャッ、グチュッ、ネチョッ。

　あふれる蜜がとろとろと滴り、荒ぶる剛直と絡んで粘着質な音が響く。膣壁をこすって生まれる熱が熱炉のように熱い。

「あっ、ああぁぁっ、たく、み……もう、イク、イっちゃうぅっ」

「よし、イケ」

　ぐぐっと奥を抉った拓海の動きが止むと、限界を超えた熱が体の中を突き抜けて脳に至る。

　意識を白く染めた杏沙は虚ろに天井を見上げた。体をびくびくと痙攣させながら、一時の解放感を味わう。

　余韻に浸る杏沙の体がスッと反転し、拓海の色っぽい体が覆いかぶさっていた。彼とはまだつながったままだ。

「今度は俺もイクよ。ここで杏沙をいじめすぎて、疲れさせるわけにいかないから」

「うん……？」

　──建物まで遠いからかな。

　拓海はねっとりと腰を動かし、杏沙の気持ちいいところを刺激する。入り口付近と奥がじわじわと快感を拾い、味わう恍惚に備えてソファの端をきゅっとつかんだ。

「あの夜、杏沙を抱くことができたのは、俺の人生の中では最幸の出来事だった」

　ズンッと腰が沈められ、子宮の壁に甘美な刺激を受けた。

「あんんっ」

「杏沙を堕として溺れさせるチャンスを生かすのに、必死だったよ」

　限界まで引き抜かれた肉棒がズズンッと最奥を突く。

「ああっ」

「途中から名前呼びしたのは、俺の真剣な想いを知ってほしかったから」

　淫靡に腰を回し、ぐりぐりと最奥を抉る。

「ああぁぁっ」

「だから杏沙、俺の愛は重いけど、捨てないでくれ」

　腰の動きが止み、拓海の不安げな瞳が杏沙を見つめている。

　──ほんの少し前に強気のプロポーズをしたのに、こんな弱気になるなんて。

　拓海の杏沙に対する真剣な気持ちと、今まで抱いていたであろう欲望と抑制の狭間の感情が、痛いほどに伝わってきた。

　杏沙は薬指に光るダイヤをかざし、拓海に微笑みかけた。

「拓海のこと、すごく愛してるの。言葉では言い表せないくらいに。だから一生一緒にいよう」

　ね？　と首を傾げて見つめると、拓海は目を細めて笑った。

「ああ、俺も同じ気持ちだ。愛してるよ、杏沙」

　腰の動きを再開すればすぐに速まり、亀頭が最奥を抉り子宮の壁をズンズンと叩き、膣壁がキュウキュウと剛直を締め付ける。

「ああぁぁっ、あぁぁ」

　今までで一番激しく強い剛直の抉りに、子宮には切ないほどの熱が生まれている。

　はあはあと荒い息を吐く拓海からは愛情が熱くほと走り、杏沙を悦楽の頂点へと導いている。

　杏沙の思考は恍惚の渦に巻き込まれ、ただただ拓海の首にしがみついて彼の名を呼んでいた。

　彼と気持ちが通じ合った喜びが杏沙の感度を増し、気持ちも子宮も拓海のすべてを受け止める準備ができている。

「ああぁーーーたくみ、イっちゃう、一緒に……一緒にいぃ……！」

　激しい動きで生まれた切なくて狂おしいほどの快感が凝縮し、一筋の光のように体の中をめぐり抜けていく。

　きゅぅぅっと子宮が収縮して杏沙の脳裏に火花が散り、意識を遠ざけた。

「俺も……く、ぅぅ……」

　拓海は切なげに眉を顰め、杏沙の中に情熱を解き放った。

　ゆるゆると腰を動かし、ずるっと引き抜いた肉棒から白濁した液がとろりとこぼれる。

「杏沙……」

　愛しげに名を呼び、汗ばんだ額にそっと唇を落とす。

「少し休んだら、家に案内するよ」

　彼の声が耳に心地よく響き、半ば朦朧としていた杏沙の意識を目覚めさせる。

　杏沙はそっと拓海の頬に触れた。そうすれば彼は満足そうに目を閉じ、手のひらに摺り寄せてくる。

　甘えてくる彼の姿を見るのは初めてだ。

　こんなに素敵な人と一生を過ごすことになるとは……。

　──すごく、幸せ……。

「……うん、楽しみ」

　拓海にかいがいしく体を拭いてもらって服を着せてもらう。そして杏沙は建物の中へと足を運んだ。

　美しく豪華な部屋のありようを、再度堕とされる恍惚の世界とともに楽しんだのだった。







『これからは一緒に出勤する』

　拓海が仰天の言葉を発した朝、杏沙は彼とともに会社のエントランスをくぐった。

　華のある彼はいつでもどこでも注目を浴びるので、杏沙は気恥ずかしながらも共に歩いた。

　それでもはた目には、〝ただの同期で友人〟として一緒にいることに変わりなく、誰も二人が恋人になったとは思っていない。

　彼には変わらずに女子たちから挨拶の声がかかるし、彼女たちは杏沙を無視している。

　そして営業部に入り、いつも通りに挨拶をする杏沙の顔を見るなり、梨乃の表情がぱあっと輝いた。

「杏沙、おはよう。とうとう、とうとう、やったのね！」

　声を潜めながらも祝いの言葉を放ち、キラキラした目と笑顔で杏沙を見つめてくる。

　──梨乃ったら、まだなにも報告してないのに。

　思えば彼女は真実を見抜いていて、いつも応援してくれていた。二人が恋人同士になったのは、一目でわかってしまうのだろう。

　やはり侮れない人だ。

　杏沙はポッと頬を染めた。

「うん……ありがとう、梨乃」

「それで、結婚はいつなの？　いつ発表するの」

　自分のことのようにワクワクしてくれる梨乃の態度がうれしい。

「それは……」

　照れながらも杏沙が口を開くと、「おはよう」と渋い声が響き、課長が出勤してきた。

　杏沙が拓海の背中をちらっと見た。

　彼は課長がデスクに座るなり、杏沙のほうを振り返り〝おいで〟と合図を送ってくる。

「ごめん、梨乃。ちょっと行ってくるね」

「うん。いってらっしゃい」

　なにかを覚った様子の梨乃の笑顔が気恥ずかしい。

　そそくさと拓海のもとに歩み寄り、二人して課長のデスクに向かう。

「課長、報告があります」

　拓海が口火を切ると、課長は穏やかな目で緊張した面持ちの杏沙とクールに微笑む拓海を見た。

「なんだ？　言ってみたまえ」

「私は、高梨杏沙さんと結婚することにしました」

　部署内が静まり返り、誰かがゴトンとスマホを落とした。

「ええぇぇ～!?」

「うそ。噂だと、専務の娘さんって話だったのに」

「受付の子でもないじゃない」

　一瞬にして室内がざわめき、課長が「静粛に！」と注意しても収まらない。

　その騒ぎは販売部門まで広がり、杏沙は専務の娘が青ざめて震える姿を目撃したのだった。

「二人とも、おめでとう」

「婚約おめでとう」

　梨乃と同期からの祝いの言葉をきっかけに、杏沙たちの周りは祝福のムードで盛り上がった。




　そして数か月ののち会社を退職した二人は、拓海の約束通り、世界中の自宅をめぐる旅に出かけたのだった。

　まずは、拓海の両親が住む、ドバイへ。


完









あとがき








　こんにちは。作者の涼すず川かわ凛りんと申します。

　濃蜜ラブルージュ二作目です。数ある書籍の中から本作をお選びいただいたうえ、最後までお読みくださり誠にありがとうございます。




　今回は同期入社の二人の恋愛に挑戦しました。

　同期設定の話を書くのは、商業作品では今作が初となります。

（小説投稿サイトには短編の『同期がオトコに変わるとき』があります。数年前の作品なので粗があるかと思いますが、よろしければ検索してみてくださいませ）

　私自身は職場に同期がいませんでしたので、苦楽を共にして成長していける関係はうらやましく、その過程ではぐくまれる恋愛は憧れでもあります。

　いいですよねぇ。同い年で仲の良い、かっこよくて頼れる男性との恋……！

　そんなわけで、今作のヒーロー拓海は容姿も仕事も賢さも特上級のスーパーエリート。俺様気質だけれど、傲慢ではなく頼れる兄貴的な感じにしてみました。

　対してヒロインの杏沙は容姿も仕事も平凡な女子。恋愛においてはあっさりしていて、自分から好きになることがなく、行動を起こすこともない。拓海のモテオーラにも屈しないクールともいえる性格です。

　そんなさっぱりした気質の杏沙を手に入れるため策をめぐらす、拓海の執着具合をお楽しみいただけるよう、頑張って執筆いたしました。いかがでしたでしょうか。

　私的に今作では拓海視点の心情を描写するのが楽しかったので、また機会があれば同い年の恋愛ものを書きたいなぁと思っています。




　お礼です。

　今回素敵な表紙を描いていただいたユカさま。かわいらしく恥じらう杏沙、拓海の色気駄々洩れの半裸に大変ときめきました！

　原稿の補足部分や文章のミスを指摘してくださった編集さま、書籍にする際に関わってくださったすべての方々、お世話になりました。

　なにより本書籍をお買い上げいただいた読者さまに多大な感謝を申し上げます。また次回作でお会いできたら幸せです。






令和五年十月吉日　　涼川凛










【著者紹介】

２０１５年にデビュー。女性向けの恋愛小説を書いています。

一途で大人の余裕がある男性が好み。何をしても包み込んでくれる人ＬＯＶＥ。

著作もそんなタイプのヒーローが多めです。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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